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宮原通顕教授



宮原通顕教授略歴

明治 3:) 'rf 10 月 15 日生

昭和 2 年 3 月31 日 九州帝国大学医学部卒業

昭和 2 年 4 月26 日 九州帝国大学問j手(1実学部産婦人科学)

昭和 7 年 5 月20 日 附属医院産婆養成科講師

昭和 7 年 6 月30 日 九州帝国大学助手(医'ア:部際婦人科学)

rrR和 9 年 7 月 1<1日 婦人科産科医局長

昭和 9 年 7 月 18 円 11付属医院行護員養成科; ;W削

昭和10年11月 19 日 医'学問 -::-1:

1m手口ll{ド 2 月 3 日 九州市同大学医学部講師j

間和11什三 2 月 12 日 産婦人科学研究のため独乙間γ:

間和12年 4 月 15 日 1市

昭和12年 5 月 10 日 日本赤卜字社 I L!口支部病院産婦人科医長

昭和15年 1 月22 日 日本亦卜字社広島支部病院r~婦人科医長 :þ~ 

昭和15年 4 月 29 日 叙勲六等 j協瑞宝章

昭和17年 9 月 5 日 財同法人f&i研究会附属病院婦人科-医長

昭和22年 5 月20 日 久留米|宍科大学教授兼九州高等医学w.門学校教授

(産婦人科学)

昭和26年 7 月 3 日 久留米医科大学附属病院看護婦養成所長

昭和27年 4 月 1 日 久留米大学教授兼久留米医科大学教授(産婦人科学) J 

昭和27年10月 1 日 久留米大学医学部附属病院別院長

昭和29年 4 月 1 日 久留米大学准才守護婦学校長

昭和31年 4 月 1 日 学校法人久留米大学理事

大学院医学研究科委員会委員

昭和32年 9 月 1 日 産婦人科学研究のため欧米視察

昭和33年 3 月 2 日 ?吊 朝



杉森

大正15年 3 月

大正15年 5 月

昭和 5 年 1 月

昭和 6 年 5 月

昭和 6 年 5 月

昭和 7 年 1 月

l昭和 9 年 1 月

杉森司前教授

司前教授 nI各庶

fJJJ r台 31 1下 10 月 13 日と住

九州帝国大学医学部卒業

九州、|帝国大学高IJ手(医γ:部産婦人科学)

九州帝国大学助手

医学博士

九州帝国大学医学部附属病院宥護婦養成科講師

九州医学呼門学校教授(産婦人科学)

聞に依り退職， :íml刊市にて開業

ヲ



故向井治雄前教授

故向井治雄前教授略歴

大正8 年12月

大正 8 年12月

大正 9 年 9 月

大正10年 9 月

「面積13 年 3 月

昭和 7 年 1 月

昭和 9 年 1 月

昭和10年10月

昭和15年 7 月

昭和21年 3 月

昭和21年 9 月

昭和33年 9 月 17 日

明治 25 年 1 月 12 日生

九州帝国大学医学部卒業

九州帝国大学副手(医学部産婦人科学)

九州帝国大学助手

久留米市立病院産婦人科医長

九州医学専門学校教授(産婦人科学)

九州帝国大学院学部に於て研究の為休職

九州医学専門学校教授に復職

九州医学専門学校附属病院副院長

九州際学専門学校附属病院院長

久留米!実科大学教授兼九州高等医学専門学校教J受

(産婦人科学)

願に依り退職，久南米市に於て病院経営

逝去
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久間米大学医学部附属病院

前原教授開講十周年記念、



同門会誌発刊に際して

久留米大学医学部産婦人科学教室同門会

メ:::，...
A 長宮 原

(lJ 

通 顕

診察室の窓、ごしに見える公孫樹の若葉も，大き〈閉し 1て新緑i乙光り，微風にそよいで，初

夏の近づきを感ずる季節となった.

先般の同門会で本誌を発刊する事:~乙決って，最早数カ月を経過してしまった . その間医局

の各員が夫々諸部門の務理を分権して，既にその準備はとっくに完了していたのであるが，

私の怠慢のため，遂に今日まで延々になって，同門の皆さんに全く申訳ない.

本誌は数年前にも発行する話が盛り上った事もあったのであるが，遂にその機熟せず，今

日に到ってやっと皆さんの御支援により実現の運びとなり，嬉しき極みである.

おもうにこの;盟会誌は，これを通じて教室の先輩或は関係者お互の動静を知り，叉教室の

現状を伝えて，以て会員相互の意志の疏通を計り，新旧一致団結して母校の発展，教室の繁

栄をはかる紳の大役を櫓っている.イ可卒本誌を意義あるものにし，成長させて戴きたい.

本号は御覧の様l乙宋?ご不備の部分が多く，今後改めねばならぬ点が多々ある事と思われる

が，何卒先翠各伎におかれては，後輩を激励指導する意味をも含めて，どしどし意見をお寄

せ下され，一層より良き，みんなから期待を以て迎えられる会誌にして戴く様お願いする.
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第一条

第二条

第三条

第四条

第五条

第六条

第七条

第八条

ム
一A

fH-i議員

久留米大学医学部産婦人科学教室 i司門会

会則

本会は久留米大学医学部産婦人科学教室同門会と称する

本会の事務所を久留米大学医学部産婦人科学教室におく

本会は九州医学専門学校九州高等医学専門学校，久留米医科犬学，

久留米大学医学部産婦人科学教室に籍を有せし者，並l乙説教室員

を以て会員とす尚当教室に特別の関係ある者，並l乙本会の趣旨に

替問する者にして役員会の承認を得?こる者は賛助会員?こるを得

本会は会員相互の提携親陸を図り，斯道の進歩に貢献するを目的

とす，

本会には次の役員を置〈

会長 1 名

評議員若干名

会長は本教室現教授を載〈

吾!議員は総会に於て選挙せられたる者但し任期は 2 年とす

総会を年一回開催す

本会の会費は年二百円とす

同門会誌を発刊し之を会員l乙配布す

長

役員名

古原通顕

三浦智典(八女) 畑瀬幸雄(久留米)

可児 栄(田主丸) 渡辺静夫(久留米)

松尾哲夫(三養基) 刀仁士ZFC 進(佐世保)

朱 以春(教室) 片淵陽一(教室)

空閉 彰(教室) 森光敏行(教室)
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S 誌 ーヒ発表 (昭和26年以降)

、 宮原通顕:座談会， Hr子分娩. 産婦の世界， 3巻， 11号，昭26.

福宮宮 原原田通泰 顕新之・・婦価人値科手術tJíJK於ける末梢[(11行機fiE険賓の 産婦の白界， 4巻， 8号，昭27.

宮原通顕:子宮位置異常症の原因考察. 日産婦会九州連合地方部会誌， 3号，昭28.

朱 以 主廿.・抗Vaヒgo剤stのig子m宮in及とびの腸関管係~乙及ぼす作用並l乙 i臨婦産科， 8巻， 3号，昭29

宮原通顕:流産の診断と治療. 産婦の世界， 6巻， 4-号，昭29.

M. Miyahara Clinical Studies on the Treatment of 
M Matumoto:Uterovaginal Carcinoma by direct 

Injection of Nitrogen Mastasd-N-oxide. 

宮松 原本通 具顕 d ナイトロゼン・マスタードN.oxideの腫場 臨婦産科
.内注入i乙依る子宮!陀部癌の臨床的研究 I14J1l :"IIJ/~'I - I'

9巻、 3号，昭30.

夏原通雲:フ。ロスチクミン・テストの効果と本態につ産婦の世界
以 いて.

7巻， 6号，昭30.

渡辺静夫・-例著.名破裂症状を認めざる自然子宮破裂の一久医学会誌 18巻， 5-6号，昭30.

片淵陽一: f障壁筋腫の一例. 産と婦， 22巻 ， 6号，昭30.

朱 以 春・産用婦人関科領域に於的ける Vagost igm in の作 久医学会誌 18巻 7-8号 昭30
に する基泌研究並に臨床的応用.

森宮 原光 通 顕行.手術時及び癌化学法時使の副験作用防止はおけ
敏 ・るクロ Jレプロマジン用経

産婦の実際， 4巻， 10号，昭30 ，

片 淵 陽 .子宮痛に対する松原氏反応の臨床的価値に
.ついて.

産婦の世界， 7巻， 12号，昭30.

朱松宮 原以通 春敏顕.我Vaがgi教na室lilsE於ける Trichom
本正 の検査成績.

久医学会誌， 18巻， 12号，昭30.

宮原豊 川温哲俊 介福 生夫 :少女に発生せる巨大卵栄安腫の一例. 久医学会誌， 19巻， 4号，昭31.

宮原 川 俊 生介夫豊福温哲 :全身熱傷の一治験例. 久医学会誌， 19巻， 4号，昭31. , 

大隈 克 己短例期.間に大服務化せる悪性紋毛上皮脂の 久医学会誌， 19巻， 6号，昭31.



己・子宮癌腕浸出液の家兎血液成分の二，
-並l乙網内係l乙及ぼす影響に就て.

C4J 

7号，昭31.久医学会誌， 19巻，克隈大

7-号，昭31.

7号，昭31.

久医学会誌， 19巻，

5巻，産婦の実際，

己:妊娠子宮癌に就いて.

嬰 院及び勝脱内トリコモナスのトリコマイシ
張-ン内服治療経験と実際

克

通
l
正

purp 

原
本

rrm 
f疋大

宮
朱
松

主力.皮様~1)li)JïTIより発生したと思われる卵栄癌の
ム・一剖検例. 2号，昭32.24巻，産と婦，

ー.ポリサツカリード様物質を主体とする胎盤
.水溶性物質l乙依る子宮癌反応に就いて.

安

4号，昭32.11巻，|臨婦j産科，

市!上産婦人科領域に於ける Adrenalin の酸化
ぷ:成休の使用経験と其にや1/:い変動する好酸球

の意義.

l場

瑞
正

淵片

得
山
序

4号，昭32.

昭 32.4-号，

5号‘昭32.

昭32.5-号，

ま:無脳児の一例と本邦文献の統計的考察義井
=士=

駒
有 昭32.5号，久医学会誌， 20巻，

敵.過去10年間教室に於ける子宮癌根治手術術
人・後自発尿管睦痩.の臨床的観察.

瑞
正

Z馬
f..J..r 

, ì平 5号，昭32.久医学会誌， 20巻，

題:子宮頚癌手術術後併発した脳栓塞症例英江
本

、 /渋
坂 6号，昭32.久医学会誌， 20巻，

昭32.

6号，昭32.

久医学会誌， 20巻，

久医学会誌， 20巻，

久医学会誌、 20巻，

久医学会誌， 20巻，

6号，久医学会誌， 20巻，

久医学会誌， 20巻，

隙
敏: I陸酸性度に就いて.
)JJjJ 

瑞
正
光

本
鴻
松
角

際:産婦人科領域に於ける血液凝固の研究.

空 吾が教室i乙於ける悪性繊毛上皮腫及び胞状
敏奇胎の統計的観察.

雄:副胎盤の一例.

震吾が教室附ける院内及び勝脱内Candida
勅.検索成績

瑞

芳
淵!湯
本正

政

原通
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8号，昭32.久医学会誌， 20巻，

顕

雲:優生手術〈女性〉わいての調査報告，
夫

通
司
日
信

同
防
2
Mロ

原
橋

宮
空

ノ 安

岩

久医学会誌， 20巻， 10号，
顕
考:強化麻酔の応用とその検討，
イ了

原通
閑
光敏

宮
空
森 昭32.

産婦の実際，
重. 3 才女児に発生したトリコモナス勝脱炎と
三-その感染源追究並に治療，

以
川政
尾正

朱
岸
松

昭32，

3号，昭33.

6巻， 12号，

臨床と研究， 35巻，
顕
要:ブY一掃置法の効果について

原通
関
橋信

宮
空
山
石



1、ト, 

(5) 

片 淵 I易 ー・・皮婦人内科反領応域の患研者究.に対するる組織水熔性物質 久医学会誌， 21巻，
3号，昭33 ，

朱 以 春:トリコモナス腿炎の治療について， 産婦の位界， 10巻， 8号，昭33.

宮原通春顕
松朱 本以正 敏.・股実験ト.リコモナスの低抗力に関する二・ニの 久医学会誌， 21巻， 10号，昭33.
坂本英雄

K馬 瑞 鹿~

松尾正之.最近10年間教室に於ける子宮発育不全症患 久医学会誌 21巻 10号昭33
岸 正 人・者の統計的観察，/'JC_~.J ~ J..UL" 
川副良弘

坂有朔 本吉芳政英 最雄円 :我が教室に於ける子宮筋腫の統計的観察 久医学会誌， 21巻， 11号，昭33.
岸川 雄

坂本英雄 :F住血吸虫症の産婦人科領域時ぼす影久医学会誌，時，問，昭33 ，

岸川政雄:鐸ビタミンのトリコモナス発育問ぼす久医学会誌，同，問s 昭33
W~， 

戸、/V、/、 /、/、/，/，/、、/、/、、/、/V、/、/、/、/、/、，，'-/'-/，/，/，/、ノ"、/、 J 、 /V、 /V 、/，/，ノ、/V、 /V司、/、/、/、../'/，/司、/'/'/、、/，，/...../、/、、 .r"/'./、/、/、、-""/'--ヘ J戸、/、ー

アポット社製品

最近，話題となったぺニシリンの副作用による事故は，抗生物質の先進国
である米国でも早くから問彊となっていました.乙の解決のため，幾多の

研究が行われ， 1952年ぺニシリン過敏症の不安もなく，更に広い抗菌範囲
を有する新.しい抗生物質エリスロシンが発見されました.

安ペニシリン過敏症の方に安心して使用できます.
女ペニシリンの適応症に，短 f芋習しかも確実に効果を発揮します.
*2'侍:珂で有効血中濃度に， 3 '""-'411手習で最高濃度に還し 8 時閣効力を持
続しますので，治療刻潤が短かく，従って経済的治療に最も適しています

新抗生物質

j 包装(1錠中100 mg) 2号錠 100淀 i
i 懸濁液 1CC中20 mg 60CC 

健保適用 改;目立・~~.rl)J 乙}出呈)

大阪市道修町大日本製薬株式会社東京都日本稿ト町
(Er5) 
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。学会発表 (昭和26年以降)

1 .日本産科婦人科学会総会

第 3 間(昭和26年 4 月 1 日)第13回日本医学会第26分科会.於東京.

1 )ワゴスチグミンのマウス性週j切，卵巣及び子宮に及ぼす:影響に就て 朱 以春

第 4 回(昭和27年 3 月 30日)於岡山

\ , 1) ワゴスチグミンの子宮及び腸管に及ぼす作用sìfz~c抗ヒ剤の影響に就て

2 )薬物的陣痛促進法に関する実験的研究

第 5 回(昭和28年 5 月 10日)於新潟

朱 以春

畑瀬幸雄

1 ) ~i~~~_~~~y_l1rc~r?~aTm~ns~~re. cl~s ~m~~"，~~Rhlr~YJ~~Z}~.~;hll!rer~~nicm­
methylsu1fatsCVagostigmin) の流産誘発作用並びにその機序 朱 以春

第 6 回(昭和29年 4 月 3 日)於神戸

¥1) rナイトロゼン・マスタ{ド J 腫脇内注入に依る子宮陸部腐の臨床的研究. 松 本 真

2 )ブジー挿置法の効果に就いて 宮原通顕・空 関 3彰tノ

第 7 回(昭和30年 4 月 2 日)第14回日本医学会第26分科会於京都

1 )産婦人科領域に於る手術的侵裂の血液凝固に及ぼす影響 溺 瑞 臥

2) rナイトロゼン・マスタード」の子宮腹部席腫内注入に依る臨床的及び実験的研究

宮原通顕・松 本 真

第 8 回(昭和31年 4 月 2 日)於東京

, 1) 産婦人科領域に於けるアドレナリン酸化成体の使用経験とそれに伴う好酸球の変動 潟 瑞献

v 2) 子宮癌に対する自家作製抗原皮内反応の応用価値

第 9 回(昭和32年 6 月 26日)於札幌

1 )日本住血吸虫症の産婦人科領域に及ぼす影響.

第10同(昭和33年 4 月 4 日)於福岡

片淵陽

宮原li.， ' '顕・坂本英雄

1 )クロールプロマジンの実質臓器，特に副腎皮質，肝臓及ぴ
腎臓に及ぼす影響に関する実験的研究. 森光敏行

II. 日本産科婦人科学会九州連合地方部会

第 2 回(昭和26年 6 月 17日)於熊本

• • ,,

r 

、 1 )バリウム塩の子宮作用に就て

; 2) ワゴスチグミンの卵巣刻出及び自家卵巣移殖マウス性周期に及ぼす影響

第 3 回(昭和27年 6 月 1 日)於鹿児島

1 )月経週期の血液凝固時間に及ぼす影響

"¥ 2) 外来患者の帯下検査成績

畑瀬幸雄

朱 以春

鴻 瑞献

橋本正澄
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3 )尿中ウロビリノンゲンの後光学的証明法 加藤栄朗

4 )子宮脇転移症に対するナイトロゼ/・マスタードの著効例 森藤栄一・福島正名

第4 間(昭和29年 5 月 30日)於長崎

1 )スパチームの人生体子宮に対する作用 朱 以 春

2 )添加液体の PH の血液凝固に及ぼす影響 t需 瑞 朕

第 5 巨I (昭和30年 7 月 24日)於佐賀

1 )処女に発生せる尖圭コンジロームの 1 例 坂本英雄

2 )子宮痛に対する「ナイトロゼン・マスタード」併用療法の効果 松 本 真・安 部 宏

3 )子宮路診断用としての自家作製抗原 片淵陽

4 )クロールプロマジンの手術時使用経験 森光敏行

第 6 岡(昭和31年 5 月 20日)於宮崎

1 ) Trichomonas Vaginalis の抵抗性に関する二，三の実験

宮原通顕・朱 以 春・松本正敏

¥ 2 )ポリペプチード様物質を主体とする人胎機水溶性物質の子宮癌反応に就て 片淵陽

3 )優生手術に就いての調査報告 宮原通顕・空 閑 彰・安 部 7.l. 

第 7 回(昭和32年 5 月 26日)於久留米

、

1 )所謂血の道症の治療経験 朱 以 春・大田重勝

¥ 
2 )過去10年間我が教室に於ける子宮癌根治手術後の自発尿管盤痩の臨床的観察 潟 瑞 朕

3 )我が教室に於ける子宮頚癌治療成績 安 部 宏

、、

4 )子宮頚癌忠者の盤内容像及び子宮内膜像 駒井義治

5 )長期治癒癌に於ける人胎盤水溶性物質の皮内反応に就いて 片淵陽

¥ 6 )帯下と特殊微生物との関係 朱 以 春・松本正敏・角 光 勲

7 )トリコモナス膝炎の治療成績 朱 以 春・松本正敏・岸川正雄

ill. 日本産科婦人科学会中国・四国・九州連合地方部会

第 1 回(昭和28年11月 22日)於別府

1 )妊娠中期に於ける人工分娩誘導法の再検討 畑瀬幸雄

第2 回(昭和33年 6 月22日)於山口

1 )吾が教室に於ける最近の未熟児哨育について 西島重次・岸川政雄

2 )強化麻酔法の副作用について 森光敏行・古賀企図志

3) 17才女子に発生せる原発性卵巣癌の 1 例 大田重勝
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N. 日本産科婦人科学会福岡県系地方部会

第 8 回 (26.5.27) 於九大

1 )恐性級毛上皮腫の一例 原口初雄

、 2 )松原氏反応の追試成績 大隈克己

3 )子宮府一新診断法の追試成績 空 閉 コ彰台ノ

第 9 回 (26.9.30) 於原鶴

1 )手術後の疲労測定成績 五十風琢磨

2 )子宮癌腫忠者治療時の疲労反応 浮亀角助

3 )姻虫卵管迷入症の一例について 原口初雄

第10岡 (27. 1. 27) 於九大

1 )大腫鹿化せる思性繊毛上皮腫の 1 例 大限克己

2 )胎盤移植の血液に及ぼす作用 岸 正 人

3) 抗及ヒス影タミン剤の子宮及び腸管に対する作用並びに二，三の子宮収縮剤の作用に
ぽす響 朱 以 春

4) 羊膜外薬液注入に依る妊娠中絶法の副作用 畑瀬幸雄

5) ナイトロジェン・マスタードの子宮陸部癌に対する局所作用 中村雄

第11回 (27.5.11) 於直方市

1 )陰暦象皮病の一例 中村雄

2 )月経周期の血液凝固時聞に及ぼす影響に就て i馬 瑞 邸{

、、

3 )子宮癌の治療成績 橋本正澄

第12回 (27.9.28) 於柳川市

1 )婦人科手術時の出血量に就て 福島正名

2 )生活環境の性器位置異常殊に後傾症並びに脱垂症に及ぼす影響 浜井啓

3) 婦人科領域に於ける手術的侵裂の血液凝固に及ぼす影響 i胃 瑞 畝

4) 長崎県五島(浜の浦村)に於ける夏季診療の産婦人科領域成果 宮原通顕

第13回 (28. 1. 25) 於二日市

1 )手術・妊娠時に於ける肝臓機能障碍に就て 松浦朔郎

2 )尿中ウロピリシの後光的証明 加藤栄朗

3) P. G. S. の追試成績 的場伊都子

4 )ワゴスチグミンによる流産は可能か? 朱 以 春

5 )妊娠中期に於ける人工分娩誘導法の再検討 畑瀬幸雄



第14回 (28.4.19) 於戸畑市

ノ 1 )簡易なる好:娠診断法の追試成約(ヨードチンキ法)

2 )避妊リング挿入後の経過

3 )妊娠中期に於ける人工分娩誘導法の再検討(続)

第15恒I (28.9. 27) 於船小原

1 )醗酵より見たる月経血の性状

2 )各種静!泳麻酔剤の比較

討論会

妊娠中期に於ける人工妊娠中絶法

福岡県下に於ける実施状況報告

第16問 (29. 1. 24) 於福岡市

~，.. 1) ナイトロゼン・マスタード局注の恋性j毘場に対する臨休的研究

¥. 2 )卵巣出血の二例

¥...3 )後腹膜血腫の一例

¥_. 4 )未分化臨細胞腫の一例

". 5 )子宮外妊娠中絶時の出血型について

、 6 )子宮内容除去術後の異常出血の様相と原因の関係

第17回 (29.5.2) 於田川市

1 )液体添加に依る血液凝固の態度

C9J 

昭
之
雄

和
博
幸

下
口
瀬

木
谷
畑

活瑞;鹿R

義村泰彦

司会宮原通顕

畑瀬幸雄

松本 真

朱 以春・的場伊都子

朱 以春・久保賢治

空閑 彰・安達椿一郎

畑瀬幸雄

畑瀬幸雄

潟 瑞畝

¥. 2) 産婦人科手術時に於ける腰髄麻酔による血圧変動特に起立試験との関係について

空関 彰・安部 宏

" 3) 月経性精神病の 2 例

4 )墜内容の清浄度及び pH について

第18回 (29. 10. 10) 於大川市

1 )松原氏痛反応の臨床的価値

2 )我が教室外来患者に於げる淋菌検出成績の推移

子
春

都伊
以

場的
朱

雄長
γ瀬畑

由
一
小

片淵陽

進・空 閑 彰

義村泰之

畑瀬幸雄・辻 嘉昌

3 )トリクロールエチレン麻酔の臨床経験

'¥.._. 4) 避妊リングの功罪

第四回 (30. 1. 23) 於福岡市名島

" 1) ナイトロゼン・マスタード子宮陸部痛腫境内局注時の量的関係

‘ 2 )態殴筋腫の 1 例

3 )産婦人科領域に於ける日本住血吸虫症について 渋 江

松本真

片淵陽

浩・坂本英雄
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第20回 (30.5.29) 於門司市

1 )高度貧血に対する術前治療 朔
-万4ι. 昭

2) I コントミン」の手術時及び府化学療法時の副作用防止に於ける使用経験 森光敏行

3 )吾教室に於ける膝内カンデイダの検杏成績 角 光 勲

第21回 (30.10.9) 於田主丸町

1 )吾教室に於ける子宮筋腫の統計的観察 坂本英雄

ト、 2 )子宮W!J思者の各期に於けるn9í反応(自家作製抗原)に就て 片淵陽

3 )アドレナリン並びにアドナは好酸球減少に影響を及ぼすか J馬 瑞 朕

¥ 4) 人工的月経周期変動に関する小実験(第 1 報) 朱 以 春・角 光 勲

5 )婦人神経症序説 畑瀬幸雄

第22回 (31. 1. 29) 於栴岡市

1 )皮様褒腫より発生したと思われる卵巣癌の 1 剖検例 安 部 宏

J.2 ) 吾が教室に於ける思性繊毛上皮腫及び胞状奇胎の統計的観察

す見 芳 照・片淵陽一・松本正敏

3 )婦人科領域に於ける沢田氏反応の意義 朔 芳 照

第23回 (31. 6. 10) 於飯塚市

1 )婦人尿内カンデイダ検出成績，特に性探陽性例との関係 角 光 勲

2 )月経周期の人工的移動に関する小実験(第 2 報) 朱 以 春・古賀英敏

ー3 )クロールプロマジンの性周期に及ぼす影響 森光敏行

第24回 (31. 9. 30) 於久大

-1 )人工妊娠中絶後の初回月経発来の時期 岩橋信夫

2 )日本住血吸虫症患者の産婦人科的観察 坂本英雄

" / 3 )子宮癌患者に於ける尿中 17-Ketosteroid の消長 空 閑 彰

、 4 )外陰部に脱出せる巨大子宮陸部筋腫 角 光 勲

5 )副胎盤の一例 岸川政雄

第25回 (32. 1. 27) 於九大

1 ) Ehrlich腹水癌に及ぼすアンドロゲン及びエストロゲンの影響 駒井義治

2 )各種制癌剤の Ehrlich 癌に及ぼす影響に就て 安 部 宏

3 )広汎性子宮全刻出術後発生せる手拳大リンパ嚢腫の 1 例 中野和一郎

4 )急速静肱麻酔について 朱 以 春・安藤嘉寿

5 )抗並性び物に質抗療生物法質に伴のう鹿内及び尿発育内カンデイ影ダの消長
カンデイダ に及ぼす響 朱 以 春・角 光 勲
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第26回 (32.9.29) 於八幡市

1 )生後 2 ヶ月女児後腹膜下安腫の 1 例

¥ 2) 3 才女児に発生したトリコモナス勝脱炎と感染源追求並に治療

¥ 3) 人工妊娠中絶後の月経状態について

第27回 (33. 1. 26) 於九大

1 )各種ホ Jレモンの腿トリコモナスの繁JO'1I乙及ぼす影轡

¥ 2) コントミンによる和痛分娩

3) 17才女子に発生せる卵巣府の 1 例

第28回 (33.10.12) 於直方市

む 1 )クロー jレプロマジンの家兎子宮運動に及ぼす;影符

平田尚志・佐野久弥太

岸川政雄

空閑 彰・岩橋信夫

岸川政雄

佐野久弥太

大田重勝

2 )産婦人科領域に於けるコンドロイチン硫酸の応用

3 )アトニン O 点滴注射による分娩誘導法について空 関

4 )完全重複子宮妊娠の興味ある 1 例

佐野久弥太

朱 以春・松尾正之

彰・大田重勝・野田 制

池田 勾・徳安雪子

V 九州医学会総会

第52回 (27. 10. 25) 於鹿児島

1 )成人女子の副腎皮質機能に就いて

j ' 2) 催陣痛剤に関する知見補選

L 、 3 )子宮位霞異常の原因的考察

第53回 (28.10.24) 於宮崎

¥..' 1) ブジー挿置法のレ線学的検討

朱 以 春・的場伊都子

畑瀬幸雄

宮原通顕

2 )ワゴスチグミンの臨床的価値

¥i 3) 手術的侵裂の術中，術後の血液凝固に及ぼす影響(第 2 報)静麻施行例

宮原通顕・空閑

朱

彰
春
眠以

瑞
ì,R; 

第54回 (29.11. 14) 於大分

¥. ， 1) 吾が教室に於けるトリコモナス原虫検出成績 宮原通顕・朱

2 )添加液体水素イオン濃度の血液凝固に及ぼす影響(続報)

¥. 3) ナイトロゼン・マスタード， Nーオキサイドの吉田肉腫に及ぼす影響

第55回 (30.10.3) 於長崎

1 )トリコマイシン内服によるトリコモナス態炎の治療宮原通顕・朱 ー 以春・松本正敏

2 )ポリサツカリード様物質を主体とする胎盤水溶性物質に依る子宮癌反応に就て 片淵陽

3 )術前に於ける「アドナ J 使用経験とそれに伴う好酸球の変動 鴻 瑞朕

以春・松本正敏

潟瑞献

松本真

、
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第65回 (31. 10. 3. )於熊本

1 )日本住血吸虫の動物性周期に及ぼす影響 宮原通顕・坂本英雄

2 )産婦人科手術時強化麻酔の応用経験 森光敏行

3 )制癌剤の毒性並にマウス悪性腫療に及ぼす影響について 安 部 7.i. 

4 )子宮癌の予後と松原氏癌反応 片淵陽

第57回 (32. 10. 19) 於九大

1 )トリコモナス腔炎の再発に関する二・三の知見 朱 以春・松本正敏・岸川正雄

, 2 )合成発情ホ Jレモン長期間投与によるマウス子宮内膜異常増殖について 駒井義治

3 )過去10年間わが教室における子宮癌治療患者に関する考察 安 部 宏

第58回 (33.10.26) 於鹿児島

1 )術後の疲労度と尿中17-KSK就いて 空 関 彰

2 )子宮盤部癌に合併せる気腫性腹炎の一例 朱 以 春・河原浩作

、 3 )子及宮び尿頚癌中患者の血中遊排離加 Esにtr就ogしen 濃度
Estrogen 量 1て 宮原通顕・駒井義治

VI. 久留米医学会総会

第 6 回総会 (27.4.28)

1 )我が教室に於ける過去10年間の子宮癌患者に関する統計的観察 橋本正澄

、

2) ワゴスチグミンのマウス性週期，卵巣及び子宮に及ぼす影響 朱 以 春

第 7 回演題なし

第 8 回演題なし

第 9 回演題なし

第10回 (31. 4. 28) 

\ノ 1 )子宮癌に対する自家作製抗原皮内反応の応用価値 片淵陽一

第11回 (32.4.28)

¥ 主)人胎盤水溶性物質に依る子宮癌特異反応の本態 片淵陽

ヘ， 2) Trichomonas Vaginalis の抵抗性に関する 2 ， 3 の実験 朱 以 春・松本正敏

'~-' 3) 日本住血吸虫症の月経，分娩並に新生児の発育に及ぼす影響 宮原通顕・坂本英雄

第12回 (33.4.28)

1 )経血の非凝固性 岸 正 人

に 2) Ehrlich 癌細胞発育に及ぼす性ステロイドの影響 駒井義治

_ 3) 海外視察談(特別講演) 宮原通顕
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VII. 産婦人科学教室岡門会

第 6 回 (27.11. 16) 附属病院臨床講堂

1 )肝臓障碍について 松浦朔郎

2 )血清蛋白沈降反応よりみたる疲労に就て 加藤栄朗

3 )久留米市に於ける産児の性比について 森藤栄

4 )ー側卵巣刻出後の胎性について 朔 芳 照

5 )産婦人科手術時の出血量について 福烏正名

6 )月経に関する二三の調査について 橋本武彦

7 )デピイス氏癌反応について 空 閑 ヨ彰包ノ

8 )成人女子の流血中好酸球の変動並にその意義に就いて 朱的場伊以都春子

9 )鶏!圧腕帯の透過性l乙関する実験組織学的研究 川原賢悟

10) 日本人胎児各期及び成人に於ける卵管の血管分布機構に関する研究 嘉村浩治

11)突発不明死を来した外陰部転移癌の一例 安達椿一郎

12) 妊娠中毒性肺水腫の一例 森山正種

13) 吾が教室に於けるピオゲラチン応用成績について 曽根確郎

14) 全身水腫を伴える急性羊水過多症 宮原泰之

15) 頑固な腹痛を伴える妊娠悪阻の一例 幾島栄三郎

16) 人工妊娠中絶により誘発されたる精神病例に就いて 岩橋信種

17) 腹壁腸管月経痩の一治験例 萩尾右蔵

18) 卵管による鼠撲へ Jレニヤの一例 松尾哲夫

19) 最近経験せる 2 ， 3 の臨床例 平 野 覚

. 
20) 子宮腔部結核に対するイソニコチン酸ヒドラジツトの局所応用経験 近藤忠七

21)不妊を訴えし J性器子宮結核患者の手術例 中村研

22) 小倉に於ける業態婦人の性病擢思について 河井敏夫

23) 卵胞出血の一例 郷司研

24) 各種子宮収縮剤の特長とその臨床的応用について 畑瀬幸雄

25) 臨床鎖談 向井治雄

26) 子宮位置異常の原因的考察 宮原通顕

第 7 回 別府の中国九州連合地方部会の為中止

第 8 回 (29.11.28) 

1 )腫清浄度と腔内容の p H~ζ就て O朱松 本以正春敏

2 )産婦人科領域に於ける日本住血吸虫症に就て
0渋坂 本江英 浩雄
福 島 勉

3) 産婦人科領域に於けるカンテイ ム ii;;に就て 角 光 勲

4 )前癌変化に就て 森光敏行
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5 )昭和22年以降の吾教室子宮癌入院患者に関する各種調査並に遠隔治療成績 安 部 宏

6 )卵巣崎形腫に就て 辻 :胎 Efヨヨ

7 )松原氏癌反応追試成績 片淵陽

8 )後腹膜血腫の一例 O久朱 保以賢 春治

9 )ナイトロゼンマスタードの子宮陸部mï腫腐内注入に於ける実験的臨j休的研究 松 本 真

10) ブージー挿入法に就て O宮空 原閑通 顕彰

11) スパチームの人生体子宮に対する作用並にその臨j休的応用 朱 以 春

12) 人工妊娠中絶術の後遺症に就ての再検討 畑瀬幸雄

13) トリクローノレエチレン麻酔の臨休経験 幾島栄三郎

14) 興味ある胎til*.癒者の一例 小島満義

15) 吾が教室に於けるトリコモナス原虫の検査成績
宮朱 原以通 春顕

0総本正敏

16) 初期人工妊娠中絶術の変法 中村研

17) 卵管造影術時にモ jレヨドー Jレ血管浸入の臨}体例 宮原泰之

座談会 。産婦人科よもやまぱなし。

1 )肺結核療養中の婦人に於ける不正出血 畑瀬幸雄

2 )外陰部そう序症 ，刀三コて 進

3 )子宮態部廓澗の治療 神山光補

4 )卵管性不妊に対する施術法 畑瀬幸雄

5 )胎盤衆とは 天ケ瀬憲治

6 )人工流産時の麻酔 神山光補

第9 回 (30. 11. 20) 

1 )我が教室に於ける「カンデイダ」の統計的観察 角光 勲

2 )我が教室に於ける「トリコモナス」の統計的観察
朱宮 原以通 春顕

0松本正敏

3 )子宮癌診断用としての自家作製抗原 片淵陽

4 )産婦人科領域に於ける沢田氏反応の意義に就いて 朔 芳 照

5 )産婦人科領域に於ける í17-KetosteroidsJ に就いて 空 閑 3zb2aノr 

6 )産婦人科領域に於ける「アドレナリン」酸化成体の使用経験 t思 瑞 験

7 )体腔管レントゲン照射に就いて 0渋古 賀江英 敏浩

8 )鹿児島県ー孤島に於ける産婦人科患者の統計 O宮坂 原本 通英 顕雄

9 )卵巣癌の二例 0松古 本賀企正図敏志

10) 我が教室に於ける子宮頚癌治療成績 安 部 宏
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11) í ヒステロスコピー」の子宮股内所見 招t 昭 夫

12) 8 -Azaguami n及びSarl王omycinの毒性並びに「マウス」性周期に及ぼす影響 安 部 z玉~司・

13) 無:脳児の産科学的統計 駒井義治

O 朱掘有 0，、 春夫14) í トロホブラスチン」による乳汁分泌不全の治療例 ゴゴ昭
兵/:'三1、. 

15) 低位胎般による分娩|母碍の一例 O朱平 田以尚 春志

16) 人工的月経周期の移動に関する小実験 O朱角 以 春煎J光

17) í トリコマイシン」の内服による「ト」腿炎の治療 O朱松宮 本原以通正 敏顕春
18) 手術時「クロ Jレプロマジン」の使用経験 森光敏行

19) 附属器腫癌の三例 白水悶信

20) 頚管に発生した所謂異所級毛上皮脂寄り思はるる一例 荻尾右蹴

21) 巨大児分娩の一例 池尻泰一郎

22) 妊娠中毒症(黄癌)を伴える一時性精神異常の一例 郷司研

23) 産婦人科領域に於ける「ワゴスチグミン」の作用に関する基般的並びに臨床的研究朱 以 春

24) 婦人神経症の理論と実際 畑瀬幸雄

25) 巨大卵巣褒腫手術時ショック死の検討 宮原通顕

座談会 (臨床よもやまぱなし)

1 )産婦人科領域に於ける「クロルプロマジン」如何に使われているか 岩橋信種

1 )人工妊娠中絶後の遅発性大出血について 浜井啓

1 )人工流産後の遅発性出血(失敗談) 宮原泰之

1 )乳腺腫鹿の取扱いは如何にすべきか 畑瀬幸雄

特別講演

1 )日本最南端小島の診療報告 宮原通顕

第10回 (31. 12. 9) 

1) Ehrlich 府に及ぼすステロイドホ jレモンの影響 駒井義治

2) 子宮癌患者血清蛋白の変化に就て 堀 昭 夫

3) 各種制癌剤の Ehrlich癌に及ぼす影響に就て 安 部 宏

4 )子宮癌の予店と松原氏癌反応に就て 片淵陽

5 )子宮癌患者硬「レ」線照射のドナジオ越智反応に及ぼす影響，特に逐時的変化に就て 朔 万__.,,_. 照

6 )産婦人科領域に於ける 17K.S に就て ワ.::I匂- 関 彰

7) 膝酸性度を中心とした 2 ， 3 の総合関係に就て o松i角胃 本光瑞正 敏勲畝

8 )わが教室に於けるトリコモナス原虫の駆除成績 O朱松 本以正 春敏
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春
敏

以
本正

0朱
松

トリコモス腿炎の再発に関する 2.3 の考察9 ) 

春
雄

以
川政

朱
岸

。10) ホノレモンの陸トリコモナスに及ぼす影響

行敏光オ亡
帯都11) Chlorpromazine の下重体制腎皮質に及ぼす影響

春
勲

以
光

朱
角。

12) 抗生物質療法に伴う態内及尿内カンデイダの消長並ぴに抗生物質
及ぴ各種薬剤のカンデイダ発育に及ぼす基!進的実験

雄英本坂13) 日本住血吸虫症患者の産婦人科的観察

雄

田尚志
野久弥太

英本坂

0平
佐

14) 日本住血吸虫症の産婦人科領域に於ける実験成績

15) 女性不灯症の外来統計

彰
宏

春
彪
勝

以春
賀英敏
野和一郎

朱
古

O中

17) 教室に於ける男性ホ Jレモンの応用成績

18) 環境の変化による月経周期の変化

夫

晋
志
博

20) 3 例の未熟児哨乳の経験

雄政l
 
l
 

--E,, 岸21) 副胎盤の一例

春
寿

以
藤喜

朱
O安

22) 静肱麻酔に於ける一新考按

23) 広汎性子宮全別出術店発生せる手拳大リンパ嚢腫の一例 野和一郎中

志尚
良

田
田

平
武

。24) 褒腫性筋腫の一例

sm: 

博
上
富武

0井
久

25) 先天性腹閉鎖症の一例

関
部

重

以
村
田

空
安

。

朱
本
大。

16) 優性手術に就ての統計的観察

{言

尚
武

上
田
富

橋岩

井
平
久

。

3 の観察19) 妊娠中絶店に於ける月経発来の時期並にその他 2 ，

勲光角26) 外陰部及ぴ肺転移を来した悪性繊毛上皮腫の一例

勲光角27) 外陰部に脱出せる子宮盤部筋腫の一例

行敏光森28) 婦人科手術時のカクテル麻酔の応用

宏部安29) わが教室に於ける子宮頚癌治療成績

治江渋30) 子宮癌術店に於ける脳栓塞の一例

五十嵐啄磨31) ニ卵性双胎に於けるー胎奇形の一例

之泰原宮32) 間質部妊娠の二例

種イ言橋岩33) 痘箪毒に就いて

明久口浜34) 種々の合併症を有する手術経験例

稔

研村

野

中

桑

35) 無痛分娩の経験

36) 卵巣出血例に就て
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。佐々木浩之
福島正明37) 子宮破裂の一例に就て

久保山浩秀38) B.BT. 臨床応用例の体験

之正尾松ラボナ錠服用による分娩についてブスコパン注射，39) コントミン，

進，三フ

刀て40) 二，三疾患に対する新治療法の経験と批判

始自牛41) めずらしい胎椴異常の一例

授教原宮42) 子宮焔に対する C060 照射療法

' ..:..>. ウシンポジ

対t幸d山
川

訂
品
川

畑司会月経周期の人工移動に就て

進

春
勲
敏

以
英光Zカ骨

』r

由
一
小朱
角
古。

1 )月経周期の人工移動に関する文献的考察

賀英敏
吉公
賀企図志

古
有
古

。

2 )ホ jレモンによる月経周期の移動

3 )乳酸カ Jレシウムによる月経周期の移動

研村中4 )ホルモンによる月経周期の移動

真本松5 )月経周期の人工移動に就て

雄幸瀬畑6 )月経周期の人工移動についての色々の問題

第11回 (33.11. 16) 

春
寧
彰
勝
制

以
原

関
田重
田

朱
O宮

空
大
野。

1 )腹膜偽粘液腫の 2 例

2 )アトニン O 点滴注射による分娩誘導法について

輔隆村0中3) 高年胞状鬼胎の 1 例とその文献的考察

勺
子

次
雄

雪
一

回
安

重
政

鳥
川

池
O徳

西
岸

。

4 )完全重複子宮妊娠の興味ある I 例

5) 我が教室i乙於ける未熟児甫育例について

博武
良

富
田

久
武ブレンネ Jレ氏腫療の 1 例6) 

勝重田大7) パパニコロー氏染色法による子宮癌患者の予後判定について

佐野久弥太8 )クロー Jレプロマジンによる無痛分娩並に動物実験

治義井駒9 )子宮頚癌のエストロゲン代謝機能

勲光角10) 品胎分娩の 1 例

0森光敏行
古賀企図志11) 強化麻酔の副作用について

宏部安12) 我が教室に於ける子宮頚癌治療の現況

影
春
之
作

閑

ー
博
浩

作
L
ι

口
原

空

朱
江
河

13) 術後の疲労度と尿中17-KS について

14) 子宮陸部痛に合併せる気腫性態炎の 1 例
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15) 3 才の少女に発生せるトリコモナス勝脱炎の 1 例 朱岸松 尾川以正政 春雄之
16) 産婦人科領域に於けるコンドロイチン硫酸の応用 朱 以 春

17) 凝血因子カノレシウムの代謝からみた止血斉Ijの作用機転 川副良弘

18) 手術時ノブロン注の使用経験 堀 昭 夫

19) カチーフの卵巣に及ぼす実験的研究 田 辺 厚

20) 妊娠思阻に対するグロンサン糖の効果について O花片 淵田 長陽 雄
21) 臆トリコモナスの基舵的故に臨床的研究 岸川政雄

22) 子宮内外妊娠の 1 例 古賀英敏

23) 月経血のエストロゲンについて 0岸 正 人

24) 妊娠!陥乙対するダイヤモツクスの効果 松 本 真

25) 肝機能障時時に於ける家兎妊娠子宮運動について 岩橋信夫

26) アブレノレ氏人工妊娠中絶法の副作用に関する実験的研究 松尾正之

27) 日本住血吸虫症の産婦人科領域に及ぼす影響 坂本英雄

28) トリコモナス腿炎は何故再発し易し 1か? O岸松朱 本川以正政 雄春敏

29) 妊娠 2 ヶ月で両側卵巣褒腫摘出後正常分娩せし 1 例 0 本朔 芳 彪照村

30) 人工流産後の遅発子宮出血の 1 例 ‘昔 渋 江 浩

31) 最近 2 年間当科に於ける腰痛症の分類と治療について 五十嵐啄磨

32) ラミナリマ偶発症二例 浜口久明

33) 手術時に於けるクロー Jレプロマジンとラボナールの併用麻酔 幾島栄三郎

34) 無排卵性月経に対する甲状腺斉fj療法 久保山浩秀

35) 臨床鎖談 刀，三てョ 進

36) 双角子宮に於ける卵管結致後に起りし卵管妊娠の一例 郷司研

37) 外妊診療に関しての所感 畑瀬幸雄

38) サドノレブロック麻酔の実験例 桑 野 稔

39) 品胎分娩の経験 牛 島 始

40) 産婦人科領域癌患者に対する組織水溶性物質皮内反応の研究 片淵陽

41) 産婦人科領域に於ける血液凝固の研究 t唇 瑞 鹿足

特別講演

『産婦人科医の将来』 宮 原 教 授



各 学位論文通過者氏名及び論文題目

朱 以 春 産婦人科領域に於げる Vagostigmin の作用に関する基縫的研究並に臨床的応用

通過年月日 昭和30年11月 25 日

t百 耳白 限 産婦人科領域に於ける血液凝固の研究

通過年月日 昭和32年 8 月 21 日

片淵陽 婦人科領域癌恩者に対する組織水溶性物質皮内反応の研究

通過年月日 昭和33年10月 22 日

S 文部省科学研究費各個研究助成金被交付者氏名及び研究題目

昭和 28 年度 2 万円

畑瀬幸雄 妊娠中期に於ける人工分娩誘導法に関する実験的並に臨床的研究

昭和 29 年度 2 万円

朱 以 春 産婦人科領域に於ける Dimethylcarbaminsäure ester d .m-oxyphenyl 

trimethy lammoni um-methy lsulf ats の作用に関する臨床的並に実験的研究

昭和 32 年度 18 万円

宮原通顕 子宮癌に及ぼす性ホ Jレモンの態度

昭和 33 年度 20 万円

宮原通顕 子宮癌に及ぼす性ホ Jレモンの態度

※ 調査不行届につき間違い2 あるいは漏れがありましたら至急教室迄御知らせ下さい.

※ 昭和25年以前の分は「久留米医科大学産婦人科同門会会員名簿1950年12月発刊J を御参照下さい.

F、〆、/、/、ノ、ノ、ノ、ノ、/、/、〆、/、〆、ノ、ノ、ノ、ノ 、ノ、ノ、/、/"、〆、〆 、ノ、ノ、ノ、J、/、〆、ノ、、〆、〆、〆、ノ、 、、 、f、，、 〆 、，、 〆、ノ 、r、、〆 、ノ、ノ、ノ、/、/"、/、/、〆、ノ、ノ、〆、ノ 、ノ、〆、ノ、/、-

包装

注射液《燕潮水付) 5mgX5A 
注射液 5mgX50A 
錠 2mgX30錠 100鑓

‘ 

“ 

ミ霊通
(Thio ・ TEPA) 製法特許
適応症

肯白血病〈慢性骨髄性、亜急性骨髄l也、
慢性リンパ性〉、赤血球過多~

肯ホクキン氏病

*9νパ肉腫、細網肉腫
*手L席、附痛
以上の自覚的並びに他覚的症状の経解

。
大阪市東区ヰ白浜茸

住友化学工業移転式会社

(19) 
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十周年記念講演会抄録

1 ) 腹膜 (f.，~; *~j液腫の 2 例

教室宮原 密
ア

腹膜偽粘液腫は1884年， Werth により初めて命名

報告された疾忠である.

本症は姿!堕を形成する比較的稀な疾病であり，再発

し易く，多房性の混!匝は非常に非却で，帯責臼色，粘

液惨状の内容ぞ有する特徴守有するものである.

f設近教室l乙於いて，其の 2 例を経験したので報告す

る.

m者. 38才，及び60才の女性.主訴.下腹部膨|盗rE

迫感.診断.共に卵巣原発性の腹IJ見偽粘液l1ill. ï~U者は

刻出不能，後者は粘放-腫及び右卵管卵りさを刻出.術後，

両者共にコバルト遠隔!照射， レ線nな射，その他制癌剤

号使用し，前者は一時主訴軽快した.然し両者共に約

一乃至二ヶ月後には，再び術前と同様の症状 Ii: 呈した.

其の後の予後不明なるも，不良の経過守辿っているも

のと思はれる.

2 ) アトニン O 点滴注射による分娩

誘準法につ lJ "\て

教室空l羽彰・大田重l除・野 L8 制

初産婦30例，経産婦16例に対し，分娩誘発及ぴ陣痛

促進の目的でアトニン O. 5 国際単位を 5%ブドー糖

250cc，叉は 10 国際単位そ 5% ブドー糖 500cc に溶解，

1 分間30滴乃至60滴の速度で調節注射し陣痛促進の目

的で施行した16例では初産婦，経産婦共に全例有効，

平均 4.6 単位で陣痛促進に成功した.陣痛誘発例では

30例中初産婦 3 例に失敗，経産婦 1 例に不確実で、あっ

た外は 5 乃至10単佼の使用で10時間から 20時間で陣痛

誘発に成功した，その中 6 例の妊娠腎患者を含んでい

るが，いづれも血圧の変動もなく有効であった.子宮

口閉鎖例では前日ラミナリヤ樟号挿入し子宮口の聞大

を計った後，点滴施行した.副作用としては何ら児心

音の悪化もなく，何ら著変号認めなかった. 1 例l乙於

て胸内苦悶を認めた.子宮口二指半乃至三指関大以上

のものに有効なものが多かった.しかし頚管の拡張度

と娩出迄の時聞には特に関係が深いとは芳へられなか

った.出血量も正常範囲で， 2 例l乙於いて JJ緩性出血

を認めた.陣痛誘発及び促進有効例では 1 時間乃至10

時間で 2 単位乃至10単位を必要とした.

3 ) 高年JJ包状鬼胎の一例

教室中村隆輔

51才 1 ヶ月の胞状鬼胎を経験したので蕊j乙報告する.

本症の発生は妊争力の旺盛な性成熟期に多いが諸家の

報告によれば40才以上の婦人に比較的多く発生してい

る . 欧米でも比較的高年者に多いと云はれ， Seitz によ

ると 25% は 40'--""45 才， Essen-Moller は 20"-'44% は

40""'-'45才 i乙 36%は 45才以上である.本邦では小笠

原は37.8%は40""'-'50才であると報告し，三宅は40才以

上は13% ， 20""'-'30台は最も多く半数を占めると報告し

ている.

各年令滑に於げる正常分娩数に対する鬼胎数の比は

小笠原に依れば20才未満にO. 08% , 20"-'30才に0.06% ，

30""'-'40才に 0.16% ， 40""'-'50才に2.4%であり，鬼胎の

実数に於ては妊娠率の高い性成熟期に多いが頻発する

とは言えず，むしろ高年者の妊娠例に鬼胎が頻発する

と言う事が出来る.東大最近10年間に於ける 72例中で

は41""'-'50才は25%を占め岡大(八木) 17年間56例に於

ても 25%である.

而し乍ら 50才以上の高年婦人となると妊娠が比較的

稀れであり，鬼胎に於ては尚更の事である. Reeb 53 

才， Feeders 55才， Calltozollo 56才の各 1 例を報告し，

Hitzmann はドイ Y文献より 50 才以上を 20 例集め得

た.本邦では小笠原 52才，小谷 53才，万蔵 53才，

木村 52才，土井 52才，石比 52才，柴生田 55才，今

村 53才等の報告があげられるが萩野によれば50才以

上は1. 5%であるとしているので今回の症例も珍稀の

1 例として報告する次第である.

4) 完全重複す二宮妊販の興味ある 1 例

教室池印 匂‘ 久留米徳安雲子

28才の初産婦で完全重複子宮を有し，左側子宮より

は最終月経後第26週自に恰も流産様の症状を呈し，胎

盤様の組織塊が排出され，右側子宮では妊娠第37週迄

持続した後早期破水を来し，内診により自然分娩の遂

行不可能なことを確認したので直ちに帝王切開を行い
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生児を得た.術後は母児共に経過順調にして術後15 日

目に退院.尚本例で、は妊娠20j盟頃より妊娠l湾を併発し，

尿蛋白強陽性，血圧 158"-'98mmHgで‘あったが術後は

尿蛋白陰性，血圧 128，-，_ 86mmHg となった.左側子宮

より排出された胎推様物質は組織学的検fiの結果著明

に増加し脱終II~~様変性を来した子宮内股であることが

解った.本例の様に完全重複子宮妊娠にで』市ヱ切開に

より生児を得たものは稀にして興味あるものと忠われ
る.

5) 吾が教室 iてりをける最近の未熟児
H甫育例Kついて

教室丙島重次岸川政雄

未熟児問題は母子衛生中の一部門で、あり，且つ予防

医学にも関連し，最近医学界に一重要課題として注目

されている.現今rr市育法は相当進歩せるも，尚一般的

に極めて悶難である.吾々は生下時体重 1000g 乃至

1840g の未熟児 7 例にたいし，保育加内収容， O2吸
入，強制栄養殺にその他補助療法号併用してITIU育に成
功した.

, 6 ) プしンネル腫場の 1 例

教室 久富武博・武田良一

卵巣に発生するブレンネ Jレ腫療は，その特異な組織

像iとより 19世紀末より着目されていたが，その発生頻

度の低率と肉眼的に線維腫との区別困難なるため，m&

Jを宥過され報告f9!Jは未だ少し本邦に於いて20例に満

たない.最近本腫療の 1 例を経験したのでζ 〉に報告

する

症例は62才， 8 回経産婦， 50才で閉経す.下腹部の

膨降と性器不正出.rfr.lを主訴とす.右卵巣充実性腫療の

診断のもとに手術施行す.刻出標本は 18x15X 12cm 

一部褒腫性の卵巣充実性腫療なり.組織学的には，右

卵巣ブレンネ Jレ腫鹿( 1 型)であった.

白も・p

7) バノマニコロー染色法による子宮
癌患者の予後判定について

教室大田重勝

本科に入院せる子宮頚府忠者からの態内容を採集し，

陸上皮細胞の放射線性変化を観察し予後の推定寄与試み
?こ

陸上皮細胞の変化は放射線療法の積類?治療期間，

各個人によって放射線の感受性を異にするが，大体治

療開始後20日日頃より細胞の形態的変化が現れた.即

ら細胞変形，細胞質膨大， 7E胞形成，多核細胞出現，

核崩壊等の変化を認めた.叉根治手術忠者，クレニツヒ

手術忠者及び手術不能w者;こ於て夫々細胞の放射線性

変化を比較した;場合， "jÌ Îj才;-;こ於ては高度の感受性を認

め，後二者1乙於ては大した感受性は認められなかった.

8 ) クローノν プロマジンによる無痛

分娩並に動物実験

教室佐野久弥太

当大学産院に於て入院分娩号行った妊娠35"-'43週の

初産婦36，経産婦28，計64例K，子宮口 3 指関大号目

標として， C.P. 剤筋注による無痛乃至和痛分娩を試

み，蒋効11例，有効25例，梢々有効14例，無効14例を

得た.即ち有効例は50例 (78.75%)であったが， 4 

例に死産を認め， 15例は鉛子分娩術を行った.

C.P. 剤投与によって，陣痛発作消失 (10.94%) ，

発作短縮 (12.5%) ， 問欧延長 (17.9%) 等が現われ，

為に釦子術の必要が生じて来るが，小畑氏の (3.6%)

に比し著しく大きい.然し C.P. 投与の為に児の仮死

が増加する傾向は無い様である.分娩時出血量(平均

281. 2cc) は梢々増加の傾向がある.

生体家兎子宮を用いて C.P. の子宮運動に及ぼす影

響をみると，非妊家兎では C.P.5mg/kg 程度では運

動数減少のみが明かであるが，妊娠及流産途中の家兎

では明かなる収縮力の減退が同時に現われる.

9 ) 子宮73・頚癌のエストログン代謝機能

教室駒井義治

Estrogen (E) は炭水化物系或いはアゾ色素系発癌

剤の如き，それ「自身」のみに依る発癌作用はないも

のと推察されるが，府細胞発育に対しては，或る一定

期間は発育を促進せしめる事が認められた.上記の如

き作用を有する Eが子宮~~i癌患者に，し 1かなる状態で

存在するかを検討する為，頚癌患者のE代謝機能を測

定したので葱に報告する.

頚癌患者の血中遊離E濃度及び尿中E排油量は共に

非癌婦人に比べ高E活性度状態を呈して居り，尚尿中

E排?出量増加は主として Estradiol (E D) 分割のi曾加

K依る事が認められた.頚癌患者のE処理機能は ED



より Estrone (E 0 )更に Estriol (E T) への代謝

転化障碍が認められ，特に ED より ETへの転化障碍

の著しい事が認められた.此の E代謝障時は府進行度

の進むにつれて著しくなる.

到疲lj忠者・は非ftYî婦人l乙比べて Eが多く，而かもその

中特に EDの多い!iJ3は EDの地制点ljï減作用がEOの10

倍， ETの20倍以.1:.強力な事から考え頚筋細胞の発育

に対し促進的に作用し頚痛をrm化せしめ，その為に更

に ED分muが多くなるという恋何i環を形成するものと

思われる.

10) 品目台分娩の一例

教室角光 明j

妊娠 7 ヶ月.羊水過多症，女f:娠腎を {:II':ったー卵性品

胎分娩の一例号経験した.

800gr , 600gr , 600gr の女児で，分娩後まもなく死

亡した.

母の分娩後の経過は良好で，分娩後13 日目に退院し

?こ.

木例では多胎の遺伝的関係は認めなかった.

11) 強化麻酔法の日11作用にヲ u、て

教室森治敏行古賀企図志

クロー Jレプロマジンによる強化麻酔法は今日広く応

用されているが，最近術!日諸検査で・異常所見を認めな

かった61才の子宮癌患者l乙カクテノレ Ml 50mg 投与後

10分位で睡眠状態となり，血圧下降，呼吸数減少と共

に顔面チアノーゼ号呈し，除問頻数，高度の不整)泳を

発生した.強心剤，テラプチック，ノ Jレアドレナリン

等の投与により約 1 時間後に恢復し，その後特別の異

常なく広汎性子宮全刻出術号施行し得た.本麻酔法に

よる血圧下降，頻聞く，心停冗進，呼吸異常等は常に経

験するが執れも程度で今日迄本症例の如き重篤な副作

用の発生を経験しなかった.吾々は本剤の副作用防止

策として，本剤使用時は，感受性の個人差，叉年令，

疾病等により使用量を加減し，通常 2 同に分割投与し

ている.市も麻酔効果は顕著である.然し尚本症例の

如き副作用の発生や見るので使用時には常に周到な注

意を要する事を強調したい.
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12) 我が教室代りきける子宮頚癌治療
の現況

教室安部 宏

過去11年間，我が教室lこ於ける子宮頚13i治療が如何

に行われ，叉如何なる治療成約を挙げているかについ

て|時述する.

昭和22年より同32年迄の治療忠者は()3()名( 1 !切180 ，

E 矧221 ， III朋201， IV期34名)で，うち 346名 (54.4

%)に手術が行われた.

過去11年!日]，手術(広汎性子常全刻出術+後放射)

故に放射線療法は，依然として翌日府治療の主流をなし

今日に及んでいるが昭和28年より症例に応じて，ナイ

トロミンその他の抗服務製剤が併用され，叉昭和31年

より，一部の症例にクレーニツヒ氏手術が胞行され，

更に最近ではレ，ラに加うるに COfìO による治療が漸

次試みられるに至っている.

治療開始後満 5 年を経た昭和22年より，同27年に至

る 6 年間の忠者 244 名中，永久治癒せるものは 107 名

(43.9% )であり，進行期別にみると I 期68.6% ， n 
期52.9% ， m期28.4% ， IV期 0%である.叉昭和28年

以降の 2 年乃至 4 年治癒率号前者(昭22'""'-'27年)のそ

れと比較すれば総休的に治癒率向上の傾向を示してお

り，今後更に優秀な治癒成績が得られるものと予測さ

れる.

13) 術後の疲労度ト尿中 17-KS ~L 
就\.{ .て

教室空閑 彰

術後の尿中 17-KS の消長に就いては，既に多くの

発表がある.手術侵襲の大小が，尿中 17-.KS 排池に

いかなる影響を与えるかlと就いて，術後の疲労度測定

をなし同時に 17-KS の測定をなし，同時に尿量及び

尿比重の変化をも検討した.その結果，疲労度の高低

は尿中 17-KS の消長に余り影響しない.換言すれば

手術侵裂の大小は副腎皮質機能に余り影響しない事を

知った.

尿比重は第 1 日目が最高で次第に減少 6 日自に於て

術前に復した.

尿量は第 1 日目最低となり， 2 日目より附加し， 6 

日自に於て正常値となった.
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14) 子宮腫部癌に今併せる気腫性態炎

の一例

教室朱o、春江口博之.、河原浩作

気随性!箆炎は稀有な疾FtUで、 I~M休的には良性の経過を

たどるので左程重要視されていなし 1が，発生原因並に

病迎組織学的に興味があると思われる.

症例は33才， 5 閉経j芝府，後腹膜思性臨場手術後15

日自に血性帯下に気付き，排尿排便H寺に増量するとい

う主訴で来院す.

全身状態が梢々衰弱し，家族隠として母が目府で死

亡している外は特記すべき乙とはない.

局所所見は子宮!陸部著しく j東側し，接触によって容

易に出血す. J長~&l~~ 上半分より肱匂|径にかけ無数の小降

起を認め，者しく粗槌で所所lこ米紋大乃至それ以下の

空!胞が認められ， EF.演によって背吾立て〉ガスが出る.

この部分の組織学的所見は上皮及び上皮下l乙空胞形

成が認められ，空胞の周聞は所前ほの形成がなく，円

形細胞や少数の巨大細胞によって間まれている.間11

音I~'乙軽度の炎症細胞の浸潤を認める.

腔内細菌検査で臆トリコモナス，ブドー状球菌，グ

ラム陽性稗菌，グラム陽性双球菌が多数に認められた.

毎日腔洗後トリコマイシンK2 錠を掃入し，外陰部

にもトリコマイシンK末を撒布した.

治療により局所所見は急速に好転し， 2 週間後には

膝~は全く平滑となり， 1 月半後には前後唇の底部疎

矧も著しく好転し，数個の Ovula naboti を残すま

でに治癒せるも右唇は却って潰場性となり，境界が­

JW明瞭となって来た.組織検否により乙の部は基底細

胞癌である乙とが分った.

態内細菌叢は治療により減少し，一時緑j股菌が出現

したが，ブドー状球菌とグラム陰性梓菌に落ち付き，

治療中止後25 日目に於ても同様ブドー状球菌，グラム

陰性梓菌を認め， トリコモナス原虫は再び陽性となっ

た.

本疾患は稀有な疾忠で，偶然に発見されるととが多

いとされている.

最初 Winkel によって注意され， Kolpohyperplaｭ

sia cystica と命名され，後 C. Ruge の検査によっ

て Bindegewebs の Spalten に Gas があることが

分り， Chiari によって Kolpitis emphysematosa と

命名されたもので，木邦に於ては殆んど報告例を見な

し"'\

発生は妊娠殊に妊娠末期に好んで発生するが，非妊

婦の本症も報告されている.

症状としては帯下の増加，際性;常下の外は特記すべ

きことはなく，経過は良好で放置しでも自然に治癒す

る.殊lこ妊婦では分娩後Il日もなく消失すると報告され

ている.

治療は Seitz u Amreich は妊娠末期に発生し易い

から余計な乙と号しない方がし'1 ')，.と言われている様に

殆んど治療を必要としないが，治療を行うならば空胞

の穿京0，腿洗j旅を行う程度でよい.

空胞内のガスについては Winkel は Trimethyla­

mine であるとい')，.， Klauser は酸素と窒素との混合

であると言っている.

興味深い ζ とは発生原因であるが，現在の所決定的

な原因は分っていない.

Palliez は*Ji東町象より:本店定カfアレノレギー性で、ある ζ

とを n斉示していると述ぺ， Martius は殊にヒステリー

性婦人に発生し易いと言っている.

病源菌としては Hitschmann u Lindenthal は

Fr舅kel's Gas-Bacillen 守認め， Marscharl は回有

JîYIの深部まで Gram-positive Kokken を証明し，

Keller の症例では少数のブドー状球菌ぞ認めている

に過ぎない.

15) 3 才の少女に発生せるトリコモ
ナス勝目光炎の 1 例

教室朱以春・松尾 ïf之，岸川政雄

トリコモナスは1936年 Donn'e の発見以来，移しい

研究発表がなされているが，未だ未解決の問題が残っ

ている.即ち感染経路が明らかで、なし再発し易い事

である.

勝脱内の本虫侵入は再発の重要な因子の 1 つであり，

しかもかなり高率に跨脱内寄生が認められている.し

かし乙れ等勝脱内侵入ト虫が単独で症状を示すことは

少し多くは，他の細菌との混合感染により症状を示

す様である.我々は最近，本虫により勝脱炎を起した

と思われる 3 才 6 ヶ月女児の 1 例を経験し，尚其の母

親がトリコモナス腿炎l乙限忠せる事実を確め，同時に

力n療した症例を報告する.

症例は 3 才 6 ヶ月の少女で，家族歴，既往歴に特記

すべき乙となし.血尿の主訴を以て来院す.現病歴と

して32年 5 月初旬より数度発熱，側頚部淋巴腺の数度

の腫脹あり， 5 月 17日，腸チフスの予防注射当夜より

寸
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C 及び顔部以外の全身;乙発疹を生じ，クロマ

イ 1 日 250mgの内服により 3 日間で発疹消極し， 1 週

間後l乙解熱した.その数日後より再度の発熱と共に全

身lこ浮胞を生じ，同時に血尿寄与認めた. 4 日程前より

浮屈は消失したが， ml尿は尚継続し排尿H守廃1Î(J，尿!J

~Jî数， ï限度の排尿囚峨号訴える.格下は認められな

し\

32. 6.14. 初j診.休i名，発育，栄発共l乙中等度，府

桃)院は程度に充血し，左側頚部l乙刻卵大の淋巴腺腫脹

の他は全身所見l乙異常なく，外陰部l乙充血，分泌fC進

等の炎症を思わせる所見なし. カテーテノレ尿は混ìif~t~

赤色，弱ア jレカリ性， 1求蛋問中等度陽性，糖(一)ウ

ロピリノーゲン正常，沈澄は赤血球十卜，白血球十ト，勝

j此土皮細胞十，運動性ト虫州，一般細菌は単染色によ

り認め得ない.

血液所見は白 L(tl球16.200，赤血球325万，血色素58

%，白血球百分率は限度の好酸球のi由加の外は正常筒

聞にある.

以上の所見よりトリコモナス腔炎と診断し，内服用

トリコマイシン錠( 1 錠 1 万 E) を 1 間 1 錠， 1 日 4

回， 4 時間毎lζ内服せしめた. 12錠服用で培養により

陰性で、あったが再発ぞ考慮して80錠服用せしめた.そ

の後 1 月後の検査で尿，外陰，腔l乙ト虫を認めなかっ

た.尚感染経路追究のため母及び息児の手，爪，唾液，

3R便について培養を行ったが， ト虫は陰で、あった.母

の腿は炎症々状号呈し，陸，外陰部及び子宮腔内より

ト虫を検出した.恐らく母より接触感染により感染を

受けたものと思われる.

尚詳細は産婦科の実際， 6 巻， 12 号，昭32. を御覧

下さい.

16) 産婦人科領域 l乙於けるコンドロ

イチン硫酸の応J-i J

教室朱 以春

コンドロイチン硫酸はヒアロン酸と共にムコ多糖類

を形成し，結合織の重要構成々分ぞなしている.

従来結合織は単なる支持組織として以外はあまり重

要視されていなかったが，最近病理組織学の新しい傾

向のーっとして細胞及び線維の研究から更に進んで結

合織の細胞間基質に関する研究で，結合織も単なる支

持組織でなく，重要な作用を持つ一種の日照系で‘ある

乙とが判明し，注目を浴びるに歪った.

余は結合織細胞間基質を梢成するコンドロイチン硫

(25] 

酸について 2 ， 3 の実験守試み，次の成績を得た.

1 )硬「レ」線照射忠者の疲労皮に及ぼす影響硬:

|レ」線治療忠者について，照射前及び後にDanaggio­

Ochi 反応 (D-O他)守実施し，その疲労皮の測定

により本剤使用と非使用時を比較検討した.即ち 3%

コンドロン 2cc (科研)を照射直前まで 2~4 回皮下

注射した場合と非注射時とのD-O値平均は夫々照射

直前2.6 ， j照射直後3.2， 1 時間後2.8 ， 3 時間後2.6 ，

6 時間後2.2，及び2.8 ， 3.8 , 3.2, 2.6 , 2.6で本剤使

用時硬レ線により受ける疲労度はJíif~設で、ある.

2 )硬「レ」線照射忠者の宿酔症状に及ぼす;影響:

硬「レJ 線!照射により発現する宿併症状は食慾不振が

最も多く，疲労感、恋心，不快感，舷軍，不眠，頭痛

の順に少数となるを認めた.照射前コンドロンの使用

により乙れ等大多数の症状が軽快乃至消失した.

3 )膝卜リコモナスの増殖に及ぼす影響:継代培養

によって得られた純培養の腔ト虫を諸種濃度コンドロ

ン添加の浅見培地に移煎し，その培養状態を24時間毎

に血球計算tiJRで算出観察するに，コンドロン添加群は

無添加群に比し，有意の差号以て著明に増殖する.即

ち20mg 添加群では96時間まで急激な増殖を示すが，

それ以後は梢々減少をたどり， 5mg , 10mg, 15mg 添

加群では72時間まで急激な増殖を示すが，以後は 168

時間までの観察で，増殖を殆んど認、めなかった.無添

加対照群は72時間まで増殖し続くも，添加群に比し，

その程度僅少で，以後は 168 時間までの観察で，増殖

は殆んど認められなかった.

叉高圧滅菌を行わず，煮沸滅菌の浅見培地内では，

コンドロンの添加により，有意の差を以てト虫の増殖

が促進され，乙の場合血清添加省略群ではト虫の増殖

が著しく悪い.即ちコンドロン添加はト虫の増殖を著

しく促進するが，培地中の牛血清代用とはなり得ない

乙とを知る.

17) 凝 [(11 因子 Ca の代謝からみた止

白剤の作用機転

教室川副良弘

演者は止血剤の作用機序究明に当り，先づ(柳沢法

により)血液凝固而かも凝固三段階共に関与する血清

Ca の代謝面をとり上げ，その消長の意義を検討した

所 adrenergic の場合血清総 Ca は減少し，血清透析

性 Ca (広義のイオン Ca) は増加後復旧するをみ，

Cholinergic の場合一軽度ーは血清総 Ca 及び血清透
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ザ寸

析性 Ca 共に著変なく， Cholinergic で高度の場合は

血清総，透析性 Ca 共に減少する傾向をみた.

この事実と，嘗て鴻の指摘した如く，血液凝固は自

律神経に左右されること，即ち adrenergic の場合は

冗進し， Cholinergic の場合は低下すること〉を考え

併せば adrenergic 下凝固性元進に関与するものの，

l つは血清透析性 Ca であることを知りうると共に他

方adrenergic なくして凝凹性改善がありえないこと

を識った.
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18) 手術!時ノプロン注の使用経験

三菱上山田繍業所病院堀 附夫

三菱上山田!疏業所病院に於て.開腹術思者22例につ

いてピラピターノレとクロー Jレプロマジン及び塩酸ジフ

エドラミンの配合剤「ノブロン」を基縫麻酔に使用し，

術中・術後の経過観察し良好なる成績を得たので報告

する.

術前 1 時聞にノブロン B及びオピアール各 1 筒を上

腕三角筋に注射.同様に術前15分にノブロン A1 筒注

射を行った.

効果判定は腰麻のみ使用せるものを対照として無

効・有効・術中睡眠持続のもの号著効とした.

「むすびJ

1 )ノブロン基縫麻酔使用により 22例中91%有効と

認めた.更に全症例の中54.5%は著効と認められた.

2 )血圧は10"-'20mmHg下降の傾向にあるが概ね一

過性で、あって，クロー Jレプロマジンの含有剤として当

然の乙とである. 20mmHg以上下降の 2 例は共に起立

性低血圧を起したものであった.

3 )術後軽度頭痛を訴えた者 6 例 (27.3%) が認め

られた.

4 )注射後口内乾燥感を訴えた者が多かった.

5) 術中幅l止を催したものは 1 例みたに過ぎなかっ

た.

6 )注射後全身脱力感を訴えた者 2 例あった.

7 )術後尿閉は全くみなかった.

以上の事lとより本剤は基l潜麻酔剤として充分使用価

値のあるものと認められる.

19) カチープの卵巣に及ぼす影響に

ついての実験的研究

成津市田辺 厚

1.マウスの性周期に対するカチーフの影響

A. ビタミン Kの大貴注射はマウスの性周期延長及

び静止期の延長を来す.

B. ビタミン Kの小豆の注射に於ては性周期に何等

の影響を及ぼさない.

C. ビタミン Kの注射中止後の性周期はまもなく恢

復する.

2. ビタミンKのマウスの妊娠機能に及ぼす影響.

A. ビタミンK大量注射は成熟マウスの性周期を延

長し妊娠機能の減退を来す.

B. ビタミンK注射中止後は妊娠機能も次第に恢復

する.

C. ビタミン Kの小室注射は妊娠機能に何等の影響

を及ぼさない.

20) 妊娠悪阻に対する「グロンサン

糖注」の効果Kワいて

教室 片淵陽一・花田長雄

吾々は久大産婦人科及び小倉新栄病院外来を訪れた

妊娠悪阻症状のある婦人50名につき，悪、阻程度にか〉

わらず原則としてグロンサン糖 (20% ， 20cc) の連

日 1 回注射し，叉は若干他の薬剤を併用し，治療効果

に対しては自覚的症状の他l乙他党的表示として主と

して肝臓機能検査を20名に採用した.

1 )悪阻患者で全例に症状の好転をみ，治療に対し

て極めて有効な薬剤と考えられる.

2 )注射回数と効果の関係は 2"-'3 回頃より軽快感

を訴え，わずか 2 回の連続投与で症状が全然消失した

ものさえ 6 例認められた.

3 )再発再治療を行ったものは 2 例である.

4 )グロンサン糖単独使用で効果不良の者 7 例に就

て，更に「コントミン」注射併用を行ったもの 2 例，

「コントミン」内服薬併用を行ったもの 5 例であった

か，併用すると一層の効果が挙げられる様で、あった.

5) :-ウロピリ J ーゲン J と悪阻との関係は，治療

による症状の好転と共に減少傾向を示し勿論平行しな

い場合もあるが，治療終了時には大体正常になってい

る.



21) 渥トリコモナスに関すお茶礎的

並 i乙臨床的研究

福岡市岸川政雄

腔トリコモナス「以下。ト。と略すJ の忍従的， I臨床

的研究を行い，次の結果を得た.

1 ) in Vitro で各種ホルモン壱3m菌かいに添加し，

Estrogen , Trophoblast-hormon , Anclrogenで、は発

育に影符なく， Progesteron は抑制し， Praehormon 

は促進した.

2) in Vivo で無菌。ト。虫接種マウスに各積ホノレ

モンを注射した場合， Progesteron は病理解剖sì立に組

織的に最少の感染率，病変，。ト。虫数の検出を見たが，

Praehormon は最高度のそれ守見， Estrogen では対

照と差違はなかった.

3) 臨床的に。ト。検出率l乙於て習慣性流産，卵巣機

能不全，子宮内膜炎，発育不全を有するものに高率に

。ト。虫を認め，慨して腔脂行角化指数の低いものに高

率であった.

4) 治療而に於て Estrogen 及び Progesteron 1f.:> 

使用した場合，治癒成績良く再発も有志的に少い.

5) 再発について尿路中，頚管内の。ト。虫が再発の

原因をなす乙とを知り，且つ子宮内膜組織内に。ト。虫

が侵入して|耐久型として存在する場合もあり，之がホ

Jレモンの不足状態と相填って月経後の再発の有力な原

因となりうると思われる.難治再発例iこ於て子宮内膜

より。ト。虫を検出し，子宮!庄内に対し治療舎なし治癒

せしめ得た.

6 )性周期により再発頒度は異なり卵巣ホルモン及

び黄体ホ jレモンの分泌減少期に多く，充足期に少い.

Gonadropin 分泌上昇期に多い.

7 )実験により卵巣ホ Jレモンはかト。虫に対し直接作

用はないが，間接的に陸自浄作用の促進によって坑

'ト。的に働き，黄体ホ jレモンは。ト'虫自体l乙坑。ト。的

に作用すること巻知った.

22) 子宮内外!司 U~j妊娠の一例

飯塚市古賀尖敏

専攻生28才の 2 回経産婦で，右季肋部の激痛の為来

診，初診時仰臥位不能の為腹部詳診し難く診断が困難

であったが，当時妊娠 8 ヶ月兼羊水過多症兼胆嚢炎の

疑いで入院経過号観察中，子宮内胎児は ~è: 然早産を来

し，腹腔児は開腹術により娩出した非常に稀なる疾患

[ 27)

とされている子宮内外同時妊娠例を経験したので報告

した.

子宮内胎児:体重1630g ，身長43cm，胎盤の重き

420g. 

腹腔児:体重1650 g ，身長44 cm, NJi四31bm. 胸囲

29cm，腕帯の長さ 26cm，胎盤14x11 x 厚さ llcm ，

陸上:部切断子宮及び胎協の電さ 800g.

産持 9 日日子宮j箆 2.5x3. 5cm，子宮肢の厚さ約 4

cm. 

子宮内外胎児は共(こ妊娠 8 ヶ月中ばに相当する正常

な女児で ， i本重，身長其の他に殆んど差異を認めなか

った.

阪腕児の胎継は子宮休の1_r_後面約%及び著しく肥厚

した左卵管1~'ißに密 l乙接着し，剥離不能で，普通の正常

なる胎盤に比し，非常に強固なものに感ぜられた.

腹腔児の腕帯は正常なものに比し，著るしく短く，

しかし結節其の他の異常は認めなかった.

腹腔児を包む卵J]突は，亦，最も特長があり，尚も鹿

のj之を思わせる様な著るしく肥厚した且つ強靭なもの
であって，胎児を 8 ヶ月半まで保護し得た役目が充分

に窺われ，若し右季肋部の発作性激痛があれ程でなか
ったら ， ìi時期産を成し得たのではなし 1かと思考される.

23) 月経向.ヰ!の Estrogen

佐世保市岸 正人

演者は経血中 Estrogen の存否並びにその生理的意
義を検討するに当り，藤井氏法により抽出した物質を

%乃至%。濃縮後，生物学的検定を行った所，いづれ
も陰性，経血，同時静肱血両方共夫々遠洗分離し，同
一万法で抽出後%。濃縮程度でも陰性，反之全経血分
離せずに抽出し且つ%。濃縮した場合陽性をみた.こ

の二つの事実から血球中 Estrogen が含有されていな

い証明にはならない.他方血球・血清分離し，%。濃
縮した所，経血は陽性，同時静肱血は陰性をみた.無
月経に対する治療原理，叉は生理的月経の出血機序は

Withdrawal bleeding (砂くとも現在の学説に関す
る限切による建前からいえば不合理なことではない.

出血性メトロパチの 1 例にも陽性をみた. もとより病
理組織学的検査で診断を裏ずけた乙とは言を侯たな

24) 妊娠腎に対するダイアモツケス

の効果

久留米市松本 箕

抄録未着
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25) 肝臓機能障碍時に於ける家兎の

子宮自動運動に就て

北野町岩橋信犬

四塩化炭素を 0.1"-'0.3/pkg 2 日間連続注射し肝臓

を障仰せしめたる家兎子宮の íl動運動を束・熊谷氏の

1m麻酔生体内子宮運動描写?去により非灯成熟子宮，妊

娠子宮(前，中及びj吉則)の肝娠中及び流早産直店，

並びに産得子宮とに区別し比較研究し次の成紡を得た.

尚子宮YC奮剤の子宮白動運動に及ぼす作用~i: 附す.

1 )肝障問-家兎の子宮 ~1 虫lJ運動は非妊成熟子宮，奴

娠子宮及び産得子宮のいづれの場合に於ても正常家兎

lこ比し仮1I日を減じ不規則となったが，収縮回数はi曾加

するものと減少するものとを認めた.

2 )肝障碍の椛j支のもので実験期間中，恢復せるも

の). (ウロビリノーゲン半定量法B. Sp 判定)子宮内

勤運動は正常家兎と殆んど同一であった.

26) アブレ jレ氏人工妊娠中絶法の日Ij

作用に関する実験的研究

佐世保市松尾正之

1934年 Aburel によって提唱された所謂 Aburel 氏

人工妊娠中絶法は昭和22年山元が我が国に紹介され，

一時は非常な勢で普及し，中期人工妊娠中絶法として

優秀な方法であると絶讃されたが，その中 l乙重篤な演

は至死的副作用が観察されたので諸氏によって副作用

に関する研究が行われた.しかし副作用の原因にi却し

充分簡明されたとは思えないので余は ζ の副作用を究

明すべく実験を行いIl!1Pか成績を得たので、報告する.

1 )飽和食塩水は，正常家兎の肝，腎，肺，副腎i乙

対し，種々の程度の穆血寄与招来せしめ，叉変性，壊死

などの障害的作用を認め，乙の作用は肝障害， I存障害

家兎に高度に認められる.

2 )飽和食塩水を静注すると小量では呼吸は抑制後

興奮状態を呈し，血圧は一過性の下降を示すが，大量

になると呼吸は最初から強い抑制乃至停止， J侃汗.は急

激に下降し死l乙移行する.

ζ の作用はクロー 1レプロマジンや抗ヒスタミン剤に

よって抑制或は括抗される.

3 )飽和食塩水を静注し，その血清中及び尿中濃度

を見ると，正常家兎では血清中に一過性の濃度増加を

認めるが，比較的安定で甚しい動揺を認めない.尿中

濃度は一時間後より若しく増加し， 6 時間後が最高で

24時間後:こは注射前 (û出二恢復している

実験的野障害家兎では尿中濃度は飽和食取水の静注

によっても高くむらず，血清中濃度は著しく高い場合

があり，却って低下する場合があって，電解11の平衡

状態が乱れ，しかも調節機能の陣容が伺われる.

実験的肝障害家兎で、は尿中限度ごは 11呼障害例より高く，

正常家兎よりもイ尽く， ï限度の排出障害が伺われ，血清

中濃度はやはり不安定でill)J賠が激しい.

4 )飽和食取水静注により家兎脳波lこ腕波が出現し，

乙れはクロールプロマジン叉はチオペンターノレナトリ

ウムによって抑制叉は括抗される.

5 )以上の如く飽和食;取水は生体に対し，強い障害

作用があり，生体の生理機能を障害し，重要臓加に変

性寄与来さしめ，しかも肝，腎障害家兎lこ於て著明であ

る.従って飽和食慌水を肝，腎障害婦人は勿論，健康

婦人に応用する乙とは充分慎しむべきである.

27) 日本住血吸虫症の産婦人科領域

に及ぼす影響

福岡市坂本英雄

火留米周辺地区に今なお蔓延しつ〉ある日本住血吸

虫症の産婦人科領域に及ぼす影響に就いてJ隠思婦人

205例と健康婦人500例の臨床調査並ぴに諸動物による

実験成績より検討し，以下の如き注目す可き知見を得

たので報告する.

1 )初潮:臨床調授ではj限思婦人i乙明らかな遅延を

認め， d.cl 系同腹マウスを用いた実験の場合も切らか

に遅延を認めた.

2 )月経状態:臨床的に不順な者が高率で， cl.d 系

マウスを用いた動物実験でも性周期に著明な乱れを認

めた.

3 )経血量:臨床的に肝i忠婦人の場合多量の者砂く，

少量の者が著しく高率である.

4 )月経持続日数及び月経障害:臨床的に限J忠婦人

と健康婦人と大差ない.

5 )妊娠及び分娩: I臨床詞否及び動物実験ともに》

椛思婦人の妊娠率及び分娩率に特に減退を認めない.

6 )流・早産:臨床調査に依り限忠婦人に高率な

流・早産を認め，動物実験に於いても極めて高率に

流・早産並びに妊娠中母体死亡を認めた.

7 )妊娠中毒症:臨床的に躍思婦人は健康婦人に比

し高率である.

8 )子宮内感染:モルモツト，家兎及びマウスによ



る実験で，子宮内感染を認めた. ζ の胎仔えの感染経

路は，胎盤血行:こ依るものと推定した.

9 )児の発育lこ及ぼす影響:動物実験により時日の

経過と共に者l珂な発育障害守認めた . f臨床的にも同様

な事が認められる.

10) 女性性用の組織学的変化:動物実験的l乙女性々

保全般に亘る組織的検ftの結果特別々変化を認め仰な

かった.

28) トリコモナス睦炎は何故再活し

易いか?

教室朱以春松本正敏岸川正雄

トリコモナス!箆炎は治癒騒めて困難で再発し易い ζ

とは諸家の認める所で，如何に周到な治療を行っても

現在の段階では再発寄与皆無にする ζ とは閃雌である.

その原因として.

1 )再感染:

a) 性行為による再感染:本虫の媒介は性行為によ

る乙とを示唆する数々の臨床事実が指摘され，一時は

本症イP性病の一種とまで見倣されたが，その後少女に

も本虫の寄生が認められ，本虫の媒介は必ずしも性行

為によるものでないととが明らかとなった. しかし性

行為によって媒介される乙とは事実で，業銀婦に本虫

の寄生率が高く，叉本症忠者の配偶者の尿中にもしば

しば本虫が証明され，配偶者の同時治療によって本症

患者の治癒率が向上する等は ζ の事実号証明している

と思われる.

b) 性行為以外の接触による再感染:河川，プー Jレ

の水，風自の湯にも本虫が証明され， ζれらによる再

感染は勿論，帯下の附着せるタオ Jレ，着衣等による感

染も考えられる.叉患者の腫に挿入せる手指，機械等

も本虫を媒介する.

2) T. hominis , T. tenax , T. bacalis, T. foetus 

等による再感染 :ζれらは T. vaginalis とは全く別

種類のものであり， ζれらの原虫による腔内感染はあ

り得ないというのが諸家の見解である.

3 )自家再感染:外陰部，尿道，蹄脱，子宮陸部廃

嫡組織内，子宮頚管，子宮腔等に逃避せるト虫による

再感染:盤以外の斯る部位にもかなり高率にト虫が証

明され，しかもか〉る部位のト虫はE室内薬剤挿入によ

る治療だけでは消失しない. ζ の故に盤;'J治療を中止

すればか〉る部位のト虫は速かに態内K ~ 入し繁殖す

る乙とは当然である.治療に際してはか〉る部位のト

C29) 

虫号ち同時:こ撲滅すべきである .

4 )姿胞型形成本虫が恋環境下に於て張胞型を形

成することは既に認められている所であり ， 乙れが耐

久砲であるか否かの議論はあるにしてち球状の1ill胞を

形成して思環境に対処することはTì{r1かである.著者等

ち外来治療忠手5・ 1こ於て本虫が何らかの耐久型を形成す

る乙と号思わせる症例lこ辿過し， lú械的に治療により

本虫が球状の安胞を形成する ζ とを証明すると共i乙

実験的にも薬物の添加或は冷熱iこ際して本虫が球型化

し，環j:}'~の改 .~与によって Ïl}ぴ‘繁河口砲に還元することを

認めた.本虫のか〉る変化はい〉力11滅工主治療後l乙於け

る m発の段も重要片手原因と忠われる.

以上の如く，本店の再発lこは新都の因子があり，治

療に際してはその一つ一つに対して充分な考慮と処ーれ

がなされるべ主である.

29) 妊娠 2 ヶ月で両側卵巣哀腫摘出

後正常分娩せし一例

県立柳川病院 i朔芳照・本村彪

妊娠時の合併症は多種多様であるが，乙の中妊娠と

密接な関係にある性{1fF殊に卵栄並に子宮腫腐と妊娠と

の合併は興味深いものがある.外国及び本邦に於ても

諸麗の発表がなされている.我々は25才の初妊婦で両

側卵巣褒腫易rJ除後妊娠中絶も来さず，満期自然分娩を

遂げた一例を経験したので報告する.

妊娠時の卵巣腫療のさいには原則として従来妊娠早

期に Hill 療を刻除するがよいといわれておる (Falk & 
BUnkin，木村一藤井，高橋，新妻民等). 然し手術時

期に関しての詳細の点に関しては報告者により必ずし

も意見の一致を見ないが，最近 W. F. Peterson は妊

娠 4 ヶ月迄に発見された場合は直ちに刻除するが， 6 

ヶ月の場合は合併症のない限り分娩迄放置すべしとし

ている.我々は妊娠 2 ヶ月にて両側卵巣褒腫を刻除し

手術前後に黄体ホ Jレモン 30mg を投与し正常分娩を遂

げ叉乳汁分泌発来には何等障碍がなかった一例に遭遇

した.叉本邦に於ては木村一藤井は12例中 5 例，叉新

妻は 6 例中 5 例が正常分娩を遂げたと述べている.最

近 Peterson は両側卵巣を奴娠早期に手術しても障碍

なく且つホ Jレモン療法なしに末期迄妊娠守継続し得た

と報告している.

之等の症例の様l乙抗娠中に於ける手術は妊娠に対し

て影響はないと共に，両側の卵巣を全刻しでも妊娠の

経過には影響はなく自然分娩か可能である.我々の例
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も 2 ヶ月;こて手術し，妊娠に影響なく自然分娩が可能

であった.市し我々の例は両側共に門部組織を残して

いたが，もし全部刻除しでも自然分娩が可能であった

かもしれない.叉動物実験例に於ては中絶を来たす場

合多きを報告している.

これ等の事実より考へると，人類に於ては妊娠 2"'-'

3 ヶ月以後の卵巣黄体は妊娠に大した影響を及ぼすも

のではなく，胎継が黄体の機能を代償していると思は

れる.

30) 人主流産後の遅発子宮出血のー

イチリ

八|隅市浪江 浩

昭和32年11月 23 日妊娠 3 ヶ月で某医により人工妊娠

中絶術を受けた24才の婦人が，術後13 日目 (12月 6 日)

に避妊のため太田式リングを子宮腔内に挿入してもら

ったが， リング挿入後 3 日目(12月 9 日)より問欺性

の強度の性掃出血を見る様になった.従って，その 2

日後 (12月 11 日)リングを除去してもらったが，強度

の出血が持続するので，翌日 (12月 12日)社会保険田

川病院に入院し，直に陸上部切断術を施行した所，そ

の後出血は全く停止した.

別出した子宮は肉限的にも，組織学的にも異常を認

めなかったので，本症例は人工流産後の子宮筋の弛緩

による機能性の子宮出血であり， リング挿入がその誘

因となったものではなし 1かと思考される.

31) 最近 2 年間の当科に於ける腰痛

症の分類と治療について

大牟田市立病院 五寸嵐 啄磨

昭和32年 1 月より 33年 8 月迄新息数2446名中

腰痛主訴 104名 (4.3%)

併訴 190名 (7.8%)

で，腰痛を訴える者12%の多きに達す.叉疾患別では

性器疾患に関係ありと見うる者 138 名 叉関係ないと

思はれる者 115 名 妊娠に関係ありと思はれる者41名

腰痛を訴える婦人の殆んどが我々婦人科医を訪れる程

婦人性器と腰痛との関係は常識的となって居る感がす

るが，所謂40腰(更年期)，腰部神経痛，ロイマチス

と婦人性器に関係ないと診断せし者 115 名 (36%) に

意を致し治療して見た.

因に腰痛か自律神経脊髄神経の知覚伝導と今日猶不

明の点が多く診断治療に当り困惑する事が多いが，例

えば Vìscero-V�cerales reflex の如く子宮は勿論

腰疾患にでも此の反射で腰仙痛とを感ずる. カター jレ

性虫垂炎による不正性器出血並性器炎症症状が虫垂切

除后愁訴を止めるが如きは，良く体験する所である.

移動性後屈に対しその腰痛が必ず、しも~手術の適応で

なかった例が多い事に関し神経系の観念のー更を深く

感ずる.

治療，疾患各細目により挙げる可きであるが大略新

ヤい経験だけ挙げる.

① 手術.趨廃位置異状炎症に対し勿論であるが骨

盤充血による陸部よりの潟血(ミユーゾー)にて肥厚

せる感じの陸部を乱狭し週 1 回施行 3 例共軽著効.

② 理学的.超短波.熱性腹洗の他， レントゲン間

脳照射 (80γ) 3 例施行無効(卵巣機能不全症.

32) ラミナリヤ使用による偶発症

2 例

j

a

i

l

-

i

 

下関市浜口久明

『通常，ラミナリヤ(以下ラと略)挿置による障碍

として，次の 4 点が指摘されている.

1 )ラ稗抜去困難乃至不能

2 )子宮内細菌感染

3 )子宮損傷(穿孔，裂傷)

4) I ラ樗の中毒 』

第 1 例子宮損傷例(妊娠六ヶ月半) 22才，人工妊娠

中絶術(三ヶ月) 1 回経験，型の如くヘガール12号迄

頚管拡大后，ネラトンカテーテ Jレ (10号)卵膜外挿入，

リバノー jレ液30cc注入，次でラ樗大 2 本，小 1 本挿置

す.その間異常抵抗，出血なし， 10時間後陣痛開始，

18 時間後自然遂娩す.然るにネラトン，ラ樗の脱出

を見ず，内診するに両側は外子宮口に挿置時のま〉緊

着不動.頚管は延長し，右側壁に睦円蓋l乙達する 8 x 

2çm の不規則大裂傷を認む.僅かに外子宮口縁に
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1cm 幅の組織連絡あるのみ.分娩は乙の裂孔より行

われたものと確認す.ネラトン，ラ揮は強引に抜去す

るに，外子宮口は 1 指を通ずるのみ.幸いに出血砂く

整形縫合す.創縁圧挫せられたるか 3 日後裂孔を中心

として壊死，該部を克除す. 7 日後子宮陸部は変形短

縮し，疲痕化治癒す.

障碍の主因乃至過程は，外子宮口に密着栓浪し，

しかも之を支点として横走していたと思われるラ梓の

先端が，子宮内圧が加わることにより，直接子宮下部

の葬務部を圧し突破口を形成したものと想像される.

従って，ラ J惇挿配中の陣痛に対しては充分警戒せねば

ならぬ(破裂前徴に対し注意内診)，ましてラ得挿置

中に陣痛促進剤を不用意にも使用するが如き暴挙は慎

まねばならぬ乙とを示唆していると云える.

第 2 例，ラ樗抜去不能例(妊娠二ヶ月初) 21才，初

妊婦，ヘガール 8 号迄頚管拡大し，中，小 2 本のラ

梓を挿置す. 24時間後抜去せんとするに，ラ揮は頚管

に完全密着し，ラ梓粗悪なるか悲引糸離断す.よって

可視，下可能の限りラ揮を破砕し(約%)，残部を子

宮!的乙押入せんとするも全く不能，外科用消息子すら

挿入の余地なし. そこで感染に対する予防的手段を施

し経過を，観察するに，弦后 3 日間不変栓塞されたま

'). ，漸く 90時間後に典型的瓢形ラ稗の鹿内自然脱落を

認め，子宮内容除去術の目的を達した.

以上よりして，ラ得抜去不能に陥り，種々の方策を

なし目的を達しない場合には，切開術号訴みる前に，

一応，充分感染に留意し，待期的l乙ラ稗の自然脱落を

待つのも一手段ではなし 1かと思考される.

33) 手術時に於けるクローノレプロマ

ジンとラボナーノレの併用麻酔

柳川市幾島栄三郎

色々な薬剤による強化麻酔があるけれども，ラボナ

-)レ併用により極めて良好なる麻酔効果を得たので報

告する.

別表の如く血圧， H永樽，副作用にも顕著なる変化が

ないので，一時間前後の手術には好適で，市も翌朝ま

で(約十乃至十二時間)熟|座するので手術店の終痛も

殆ど感じないという利点がある.
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③ 薬学的.鎮痛鎮静消炎にザ)レブロ.ザJレク。 レ，

ブロームグレラン寄与使用特にブログレは他の更年期諸

症にも著効があって，内分泌系諸症にはトランキライ

ザー，ブローム剤と共に Estrogen の小量持続投与叉

Pregnandiol CDiol. 2γ) の長期使用で効果が挙った

(特に発育不全症に著効の者が多し'1). 

叉筋肉痛に対してスパとホ jレモン(男女混合)も効

果が著しかった.

腰部痛に対しネオピタカインは副腎皮質ホノレモンの

一つ前の段階のためかロイマチスに対する効果が強く

叉他の症状に対しでも(ストレス)効果があって， 11

例中 7 例著効.

猶他の薬品叉治療は，頁の関係割愛する.全体の著

効軽快の効果は61. 2%であるが，此れは予後を明白に
しない人，治療中断の人も多分ある様であるが，然し
腰痛に対する大きい幾つかの間題が残って居る感を強

く感じた.
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34) 無排卵性月経 iこ対する甲状腺療

法

久保山浩秀

1~排卵性月経は排卵性月経と外見的l乙全く酷似して

いる.即ち週j切は整}I民で持続日数も一定して居り， ，泣

も殆んど変り江いので，木人は勿論我々も正常月経と

して見逃すことが多い.正常成執婦人には1. 1% から

5.4% に認められ分娩後数回或は妊娠中絶後等にも認

められる. Noval王は機能性不良rf:症の婦人に於て，本

症を約半数の48%1乙認めているのは注目に位する.初

福岡市

経後の数年と閉経前の数年は本店のi設も庇々認められ

る時期であると言う.本症は卵胞のみ発育し成熟卵胞

程度に達するが，何等かの障害のため排卵が起らず，

その偉退行し， ζのため子宮内政は増殖像変化のみを

呈し，分泌像に移行せず，エストロゲン性消退性出血

となるものである. Schr�er & Tize は， ζれを、卵

巣週期のー相性週期或は不全一相性週期l乙該当せしめ

ている. 1ft体期を欠如するため基{遊休澗は高組期を欠

く一相型を示す.叉月経後期に於て尿中プレグナンヂ

オールを証明し得ず，頚管粘液の結品形成が認められ

る場合がある.私は帯下を訴える成熟婦人を加療中，

偶然本症を発見し，その治療に於て甲状腺製剤が著し

く効果を挙げ得たので弦に報告する.

患者は24才の婦人で未婚である，初経14才，持続は

5 日，週期は初経以来30日型で整順，月経障害等はな

い.既往症として幼時より哨息がある.黄色帯下を主

訴として来院した.子宮は前傾前屈，子宮休は正常大

両側附属穏に肥大腫脹等はない.子宮態部は梢々充血

し，分泌物は帯黄白色で量は中等度である.分泌物を

鏡検するに葡萄球菌白血球多数を認め，腿脂苛i乙は深

層細胞ぞ認め中間並表周細胞を認めない.

イ子宮1ft管カター Jレ及睦炎の下l乙抗生物質，サルフ

ア剤等を以て，加療し一時軽快するが間もなく再発す

る.数回の睦脂背検査に於て深層細胞のみを認めるの

で、卵栄機能不全を疑い基機体温を測定すると低温ー

相型である.然し月経は整j唄で持続も変りない，始め

て1m排卵性月経である乙とを知り昭和三十三年一月初

頃より約半年聞にエストロゲ、ンープロゲスラロゲン週

期投与法たるカウフマン療法を三週期に亘り実施した

が，附表第ーに示す如く，治療効果は芳しくなかっ

た.次いで甲状腺製剤による治療を誌みた.即ち月経

週期の第13日目より 16日間毎日チレオイド錠(ー錠中

甲状腺 o. 1 瓦含有)二錠を朝夕二四分服せしめた.服

用中は肱痔数，体重減少，その他の自覚症状に充分留

意した.その経過は附表第二に示す如く，高温期が後

半l乙梢々上昇を示している.次の週期は休薬し成果を

観察するため腔JJ日TfsìJz結品形成等を検査するに止めた

が附表第三に示す如くt，rd漣休温lìh線は始めて典型的二

相性を示し腔脂背検査に於ても，表!日細胞並中府細胞

の出現を多数l乙認め，明らかに排卵を誘発し得たと考

えられる著しき卵県機能の改苔2が認められた.

従来帯下を訴える患者の中に，種々治療を講ずるも

fr!t 々全治せず再発ぞ繰返すものの中に卵巣機能不全に

基く睦内上皮細胞の幼弱のため容易に感染し再発を繰

返すものが少くない.此の場合少しでも卵巣機能の低

下が疑われる場合は，膝脂行検査或は基!遊休組担u定叉

は頚管粘液結晶形成の有無強弱等を検査すると，本症

や一連の機能異常疾思を発見し得るのではなし 1かと考

える.

1m排卵性月経の治療として第ーに挙げられるのは，

性腺刺戟ホ Jレモン療法であるが，これは高価であるば

かりでなく，必ずしも効果が適確であるとは言い得な

い.エストロゲン~プロゲステロゲン週期投与法も，

本例に於て見る如く効果は余り期待し得ない.今回初

めて甲状腺製剤を本症に使用し何等の副作用もなく，

短期間に著効を奏することが出来た事は注目に値する.

然し本剤は種々の副作用を有し，中毒死等を招く倶れ

があるので，その使用法には充分の注意を払う必要が

ある.

35) 臨Hホ鎖談

佐世保市 出
一
小

進

人工流産に就て.

人工流産手術后，時に原因不明の大出血に驚かされ

ることがある.それが胎盤遺残や，所謂「掻き過ぎ」

或いは，密性繊毛上皮腫，子宮損傷等原因が判明すれ

ばそれぞれの処置を講ずべきであるが，そうでなくて

術者の思い当るこれといった原因もなく出血する場合

の中に低置着床という ζ とがあり得る.私も最近それ

と思われる 2 例を経験した.ζの場合の処置としては，

出血の強い時はとりあえず，外子宮口を縫合して閉じ

てしまい，成るべく早く子宮を全刻すべきであると思

う.尚乙の低置着床l乙就て詳しい乙とは，日産婦会誌

10巻11号所載の夏目操氏外の「低置着床の惨禍.流産

処置に当り必らず念頭におくべきもの」を参照された

し\
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筈の右附属掃は痕跡すらなく子宮右側壁は全く平滑で，

尚ほ縫いたことにはない筈の左卵管卵巣は殆んど正常

で，勿論結号した;設な跡、は全然認められず，此処l乙於

て手守右腸'i~J'符 lこ入れて探究するに鶏卵大の腫場を触

れたのでと. れ仔視野:こ持ら来すに，なんと乙れが三年

IJíj ;三帝王切開ふ緬行した子宮で、前回に大網膜の癒著を

認、ち?こ.

之不7 切除し右附属加ぞみ見るに卵符は紫諜色仔呈し約

手指大l乙)匝大しあり，此処l乙於て始めて卵管'妊娠で，

しかも双 f自子宮なる乙とが判明し今迄の疑問も一瞬に

して既決された訳である.該卵管及び卵巣を切除しー

側の卵管結鉄及び虫歪切除存行い術を終る.術後の経

過はJi即日H乙して約二週間にして全治退院す.虫垂には

if出 i交の1奉者ある他特i乙異常は認められなかった.

考按:帝王切開時に双角子宮なることがどうして分

らん:かったかと思うに，当時全く附近にそれらしいも

の;式全く見当らず，双角子宮にしても各子宮が全く独

立して離れて存在し，手術時腸管l乙隠されて発見出来

なかったのではないかと忠われる.子宮腹部は一つで

陸中隔も認めれらなかった.叉今回の虫垂炎との疑い

を持ったのも発病状況説に卵符結款の既往等iとより一

応妊娠なるもの守除外した〉めか〉る結果となったも

ので，診断並に検査はし 1やが上にも慎重でなければな

らない乙と仔今更乍ら痛感した次第である.文献:省

略

(33) 

エピロカインの局麻は使用に堪えると思う.方法は

子宮腔部より内子宮口 lこ向けて前後左右に各 2.5cc 宛

注入して充分である.但し血管への注入存厳に戒める

べきで，血管に入ると大きな間代性の悠れん存起し，

数分後眠りに入る.あたかも，精神科でm (， '~'i 巳気筒

喰療法のような感じカfする.

外妊診療所戚

畑瀬幸雄

開業満・ 2 年閣に教室でと違った患者層と相対して特

殊の感じを受けた疾忠の中で，外妊に関しての所感を

簡記する.

1 )外妊が非常に多い. 2 年聞に36の手術例である.

外に外科医が虫電炎と誤診して開腹しているのを応援

に行ったのが 1 例.外妊と思って開けて違っていたの

が 2 例ある.その中の 1 例は東大小林教授が言うメト

ロパチーう経卵管一歩腹腔へ逆流( ? )と考えられる例で

あった.

外妊が多い理由:一一

( i ) 戦争との関係一一昔は戦争→性病→外妊と言

われていたが，むしろ此次大戦店は性病は減少した様

に感じるが，それはひどい性病が少くなり，案外と不

妊になる程はびどくなくて，外妊を起しさうな軽度に

迄は治っている例が増えているせいではなかろうか? . 

双角子宮の卵管結致後に於ける

卵管妊娠の一例

赤池鉱業所病院 烈R 司 石丹

症例: 30歳鉱員の妥，初経: 14才，持続 1 週間，中

等長，殆んど2皇制なるも時々遅れることあり.月経時

下腹痛号訴う.既往任娠及び分娩:第一間の妊娠は52

歳時 7 ヶ月で‘jJíjíhl胎椴のため早産ぞ来し， >!トロイリ

ーゼにより遂娩せしむ. 第二回目は妊仮 9 ヶ月にて早

産，第三回目は妊娠 4 ヶ月にて自然流注，第白日目は

昭和30年11月妊娠 8 ヶ月にて前面胎盤のため帝王切開

術号施行す.此の際卵管結殺ぞ行わんとするに，右卵

管及び卵県は異常に発育し特に卵巣は卵巣子宮端より

上方 1 cm'乙於て子宮氏より直接卵巣実質を以て始ま

り，卵管に沿い次第に大きをi脅し，その長さ約 9cm

にして，卵管も叉長大にして約 13cm あり.きて次に

左側卵管を求めるに左側子宮盛は全く平滑にして卵管

及び卵巣は痕跡さえなく，よって単角子宮と認め術を

終る.

現病歴:初診昭和33年10月 29日，月経は 8 月 13 日よ

り約一週間正常通りあり， 9 月25日より約一週間量は

僅かに少量なるも殆んど正常通りあり.次に10月 13 日

より約 5 日間少量の性器出血あか患者は 9 月末頃よ

り廻盲部附近に一日にー，二回の終痛を訴え，特に労

働をすると廃痛が増強すると訴えて居る.数日来該部

の終痛が梢々強くなりたるため来院す.

現症:一般状態は良好にして貧血等を認めず.腹部

は一般に柔軟で、廻盲部に限度の担抗があり圧痛号訴え

る.子宮は後傾し移動性にして略正常大，左附属器附

近i乙梢々抵抗号感じるも i~iJml の手術時左附属器の欠除

ぞか認めているので梢々不事?に思う程度.右附属探は触

れ難く，子宮体の右後方に抵抗?感ず.現在性器出血

はない.腹部の所見と卵管結殺の既往よりして虫垂炎

の疑にて外科に受診せしめ，外科に於て11月 1 日虫垂

切除術春行うため開腹するに腹腔内に出血ある ζ とを

認めた〉め，婦人科的のものならんと余が代り，正中

切開にて開腹するに，子宮は正常大にして，あるべき

36) 

久留米市

:17) 
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,...___ O. 15cc のサドノレカ l ン波を滑かに静かに10秒位の

時間で注射し其の后約 8 分間位同じ坐居の践にして后

に約15度の頭高位の傾斜された分娩台(こ横臥させた.

麻酔は約10，...___ 15分后には外陰部，旧:門附近，子宮頚管

部，骨盤底が限局的に麻仰した.

血圧，注射后全ての例lこ於て下降したが最大下降は

26最小は12で、平均16で、あった.

出血豆.一般に出血;日は多いと云われて居たので、分

娩后直に脳下垂体製品並びに麦角製品を注射して居る

が大体平均 220cc 位で普通分娩の時より梢々少量の様

であった，但し 2 例 500cc 以上の出血した人もあった.

出血丞の多いのはケリステノレ氏[1出法並びに釦子分娩

例を施行した例に多く見られた.

子宮収縮及びj箆圧への影響，未fご注射が慣れない改

もあったと思われるが注射店陣痛も腹EE も急に弱く成

り，陣痛促進剤を使用する例が多くあったが最近はあ

まり使用しなくても腹圧指導によって分娩出来る様に

成った.

副作用，注射店20分位に恒吐した例 3 例，但し 1 時

的なものであった.頭痛を訴えた者 2 例であったがi降

く注射后 2 日自には取れた. 31例中釦子分娩例 9 例，

クリステ Jレ氏圧出法を用いた例 3 例であった.何れも

初産婦であって経産婦にはなかった.

尚，本例中横位 1 例と骨盤位 2 例あったが横位の場

合は廻転が楽であり骨盤位の場合も普通分娩の場合と

比較して遂娩が楽で胎児の仮死度も軽かった.

結論として初産婦では全聞大店しばらく経って注射

し，経産婦の場合は，子宮口が 4 横指より全開大に近

く成る頃まで待って注射した万が好結果を得る様であ

った.

( ii) 中絶との関係:一一 3 分の 2 は中絶のアナム

ネーゼがあり，此同外妊前 1 年以内に中絶手術を受け

たのが 3 分の l もある.

中絶手術く感染沃丁の逆流〉→卵管炎→外妊が考

えられる.叉中絶による結果として|日j質部妊娠の増加

を言われているが，私の場合も 3 例もあり， fTiJれも大

量出血，瀕死の例で、あった.

(iii) 地域的の関係:一一私の周辺がスラム街をひ

かえているためか?

(iv) 外妊の発見が上手であるから?一一ー背から外

妊の研究報告をいくつもやったので、特に関心をもって

いるから，他医で見逃されているのを発見したのが可

成り多く，自分でも宵いと自信(? )をもっている.

3 )診断のコツ

( i ) 

に当る.

( ii) 止り難し 1出血は必ず外妊を疑う ζ と.

(iii) 紅内圧迫症状とダグラス氏簡のff痛(炎症以

上に鋭敏である)がある時は外好.を疑う ζ と.

(iv) 最后の決め手はダ氏需の穿刺! ! 

4 )治療に関して.

( i ) 麻酔は出来る限り腰麻でやる.

( ii) 切聞は殆んど全例縦切開である.

(iii) 術前，中，必要によって後も輸血(銀行血が

あるので便利となった)をやる.

腹腔内流動血液があれば自家輸血もやる.

(v) 腹腔内の残りの血液は，大低凝血をとったら

残ってもかまわないと考えている.

( vi) 一般状態が思く，手術を急ぐ場合が多し 1から，

隈恩卵管のみか，附属穏を刻除し，特に希望がある時

の外は，子供が少い人が多し 1から卵管結殺はやらない.

死亡例は皆無である(白抄)

(34J 

アナムネーゼと容貌による所前「感」が非常

(iv) 

39) 

島始

品体分娩の頻度其他に就ての文献を当産婦人科教室

で調べて戴いた処によれば外国での頻度はへレン氏は

6， 400回に 1 回，グレンリフヒ氏は約7， 629固に 1 回，

日本の内閣統計局の調査では44， 911回に 1 回との事で

ある.診断はX線によるのが最も多いがX線でも分娩

前の診断はなかなか困難Tあり尚妊娠 7-8 ヶ月迄に

中絶を起し易いとの事であった.

小生は勤務医 5 年，開業医生活31年間中に25年前に

1 例と本年 1 例を経験したが共に妊娠前半期で余り興

味も無し 1が簡単に報告する.

品イ本分娩の経験

牛久留米市
サドノレ麻酔による無痛分娩に就

桑野 稔

サドル麻酔による無痛分娩例はすで、に多数の報告が

されて居りますが，私も本年 1 月より 10月迄に31例の

経験を得ましたので、報告致します.注射液は森，中川

氏等の使用されたサド Jレカミンを使用致しました.

方法は初産では子宮口全開大の時経産婦は 3 ，...___ 4 横

指関大した時に坐居にして第 3 ，...___ 4 腰椎聞に腰椎斜に

ツベルクリン反応用の注射筒をつけ体重+ ~100 +0.2 

大牟田市

て

38) 



第 l 例. 34. 5才.数回経産婦で子宮出血多量の訴へ

で夜間往診した所 3 ヶ月末{立の胎児が次々に娩出した

者で性別も胎盤数も記'隠せず.

第 2 例.本年 3 月30日初診.満30才.健児 3 名.

現病原.月経は順調32年11 月20 日より 5 日間ぞ終経

として閉止，思阻も~~く経過したが約10 目前より食思

不振下肢にi怪い浮腫を生じて来院.

現症及診断.岡林氏妊娠計算椋によれば初診の 3 月

30 日は妊娠 5 月半ば過ぎに相当するが子宮底の高さは

丁度肝高に達し腹~lt梢々膨満.両下肢に軽し 1浮腫.蛋

白反応弱陽性の外に内外診共特別の病変守認めないの

で妊娠 5 ヶ月.羊水;/&多Eモヨíi妊娠時と診断した.

治療経過. 4 月 1 日午j芦入院. O. 1 %リバノール百

瓦守ネラトンカテーテ Jレで、注入南町. 2 日午後中等大

ブージー 2 本を交換挿入. 3 日目の午後から陣痛起り

8 時半より写真の如く皆男性で 5 ヶ月の胎児が次々に

向己の胎椛号別々に附随せしめて娩出した者であり，

分娩経過中陣痛がよく起り大した後出血も無:かったが

要心の為スパチーム 1 筒注射，強脹ガーゼタンポンを

施し翌早朝抜出す.其后 2 日を置き 4 月 6 日優生手術

号施し在院19 日間にて全治退院.

附記 33年 9 月25 日久医大集談会に於て本報告に追

加して甘木市熊本正照先生が20数年前妊娠 9 ヶ月で生

産した興味ある 1 例を報告せられた.

40) 婦人科領域癌患者?と対する組織
水溶性物質皮内反応の研究

教室片淵陽一

諸組撒水溶性物質による皮内反応が婦人科領域癌主
として子宮店に対し診断的価値の有無-及びその予後半Ij

定の示標たり得るや否や，乙れ等水溶性物質の内執れ

が最も強力であるか，叉その反応主体は何であるかを

明確にすべく実験守行い，次の如き見る可き成績を得

Tこ.

1) M. C. R. 成熟胎盤抽出液，妊娠前期未熟胎盤.

抽出液，子宮頚癌組織拍出液，卵巣癌組織抽出液の 5

者に於て子宮癌に対する皮内反応成績を比較検討する

に，諸拍出液間の子宮癌に対する陽性率には明かに差

が認められ，就中未熟胎舵抽出液の陽性率が最も高く，

非癌患者及び健康者に対する諸拍出液の反応は殆んど

陰性で‘あった.以 ーとの総合成績により，乙れ等抽出液

中未熟胎盤よりのそれが子宮痛診断用として最適であ

ると言える.

(35) 

2 )乙の皮内反応は操作の簡単さ仇比較的高い的中

率，判定の迅速な点等より臨床的に子宮癌診断のー補

助法として使用価値あるものと思われる.

3 )現在子宮?高等で諸治療中の者 254 例及び嘗て諸

治療号うけ既に長期河経過せる癌忠者95例に対し，未

熟胎盤抽出波号使用し，連続的に皮内反応を試みた結

果，その成績は大体i臨床的経過の良，不良と一致した.

すなわち治癒すれば，本反応は大多数陰性となり，不

治の場合は陽性l乙止る.一般に完全に治癒したものは

陰性反応を，不完全治癒のものは多く陽性反応を，再

発の場合は再び陽性となる事を認めた.以上の成績か

ら該反応は子宮店に対し予後判定の示標となり得るも

のと考える.

4 )自家作製組織抽出液の反応主体が何であるかを

明確にすべく，人胎椴水溶性物質より「ポリサツカリ

ード」及び「ポリペプチード」様物質を夫々抽出し，

ζれ等の子宮府忠者l乙対する皮内反応、を検討した結果，

前者がとの反応の主体成分である事を確認した.

41) 産婦人科領域における血液凝固

の研究

教室鴻瑞朕

血液凝固機序は極めて複雑で最近その本態もかなり

判然として来たが，それでもまだ明らかでない点が残

されている.

著者は今迄と異った観点から基俗的実験並びに臨林

的検索と寄与行い，次の如き諸点と密接な関係のあるこ

とを識った.

即ち基機的l乙は添加水分の性状及び量の多寡， pH 

{[îの大小，気圧の高低， sì:Þ..ぴ i乙好酸球の多少によって

凝悶性の遅速が認められた.しかも好酸球の減少機序

は凝血要素を介して Adrenalln の直接破壊によると

とを発見した.

臨林的には自律神経毒の負荷前後，月経周期，叉は

手術の過程を適して凝間性は自律神経に左右されるこ

とを確認した.

~ 瀕 重量

厳 ロE ~ 
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産婦人科医の将来

宮原通顕

昭和16年だったと想うが，第 2 次世界大戦中の非常

事態として制定された優生法は，敗戦後の国情大変革

によって，全く矛盾した法令と化した〉め，参議院議

員谷口先生等の努力によって，昭和23年に前法令の廃

止とともに新たに優生保護法が制定実施さる〉に至り，

其後数度の改正を見て今日に及んだ事は， 我々産婦

人科医にとっても忘れんとして忘れ得ない画期的な出

来事である.ζれがためー!買は産婦人科医号志望して，

大勢の若い医師が各大学産婦人科教室に殺倒し，他科

の者は乙れを産婦人科ブームと称しァ確かに本法律の

出現によって，経済的に多少恵まれた産婦人科医もあ

った様で、ある.

当時一時的で、はあったが，世情の混乱，道徳の類廃，

生活の不安等と相倹って，妊娠中絶希望者が門前にひ

しめいたのは当然の事である. 乙の間手術手技の未熟

や不注意等で，妊産婦に相当の犠牲者を出した事も事

実である.かくて数年間は中絶希望者が年と共に増加

の一途をたどり，結果的には出産率の急激な減少とな

り， ζ の商では確かに国策に貢献した形となった.し

かし ζの状態も最早過去の語り 草にならんとしつ〉あ

る.

弦もと 1 ・ 2 年は流!童数も略々一定化して来た様子

だい所詞産婦人科ブームも台風一過と言った状態で，

一頃のぎわめきもようやく去って，世間も従来の冷静

さを取りもどしつ〉ある.この間10年を経過し，流産

手技等も一般的に上達して初期時代に頻発した不幸な

出来事も稀と芯り，一方世情も秩序を取りもどし，生

活も略々安定して来た今日，大衆も流産による産児の

制限よりも，受胎そのものを調節する ζ とによる計画

的出産が，遥かに合理的である乙とを認識し，他方厚

生省当局も避妊法の実地指導普及に積極的となり，指

導員制度等をも設けて，大衆の啓蒙，実地指導に務め，

叉地区的i乙或は職場毎l乙家族計画と言う呼び名で協会

(37) 

等が設けられ，近い将来には乙れら側々団依が全国的

.:こ合流して，日本家族計l問団体などにまで発展せんと

しつ〉あり，厚生省ちこれに援助を与えて，大々的は

その成果を挙げる可く乗り出さんとしている状勢であ

る.

乙の家族計阿運動は国策|二また国民の保健上是非と

も発展成功させねばならないのであるが，若しこれが

産婦人科医に対する反感的運動に連なったものである

とすれば，我々産婦人科医も乙の際謙虚な気持で， 大

いに反省し，検討して見る可きではなかろうか.

関係当事者等は受胎調節，家族計画運劫が予期通り

一般家庭l乙普及徹底しない責-任を，優生保護法による

人工中絶に負わせている様である.乙の事は先般来の

優生保護法制定10週年記念会或は家族計画普及全国大

会等の席上で散見された本法律や指定医に対する非難

攻撃によっても窺われる所である.たとえ ζれが一部

の者の偏見や誤解に基づくものとしても，我々はこの

際この機会に，大いに過去を反省し，熟考してみる必

要がありわすまいか.

従来でもそうであったが， ζの際我々も一方的な立

場のみにとらわれず，大乗的見地から自発的に，乙の

家族計画i普及運動に一周積極的に協力す可きでわなか

ろうか.斯くして，乙の運動が盛んになり，啓蒙が進

むにつれ，人工中絶による産児調節が減少をたどる様

になるのは当然で，斯くなって ζ そ国策が軌道に乗っ

た事となり，乙れこそ本来の文化国家の姿であらねば

ならない.乙の様な進歩的な国情に一日も早くなるよ

うに，今まででもあらゆる角度から微力ながら我々お

互も各個人の生活を通して，努力して来たはずである.

以上の事柄から，我々産婦人科医はいつまでも現状

に甘んじている時期でなくなった事は明白で、ある.今

の内に産婦人科医として将来発展し進んで行く他の方

面を充分考究し，その準備に着手す可きである.

先般来 6 カ月間に亘る欧米の視察旅行で見聞したも

ろもろの事柄を参考とし，わが国の現状を色々考察し

て，従来我々産婦人科医は妊産祷婦に対する関心が比

較的薄い事実を指適する事が出来ると思う.即ち普通

分娩は疾患外の助産婦の仕事として，軽視し傍観して

いる状態である.しかし我々は今後ζ の方面に剖目し，

大いに関心を向けてこそ相当発展の天地が開けるので

わなかろうか. 乙れ迄乙の方面に対しあまりにも冷淡

で，医師としての責任が欠げている様にも思える.国

内一般的に医師の下での分娩希望者は， 特l乙次の 3
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事項によって，今後加速度的:二増加する事が窺がえる.

1 )衛生思;むの普及発達及び生活様式の変化

2 )無痛乃至和痛分娩の希望J特力n

3 )助産婦の減少並びに老令化

上記各項i乙対する説明は省略するが，乙れら各々が

全般的に入院分娩を促進する重要因子となり得る.

終戦後の邦家のあらゆる方針は，好むと好まざるに

か〉わらず，叉芯識的l乙も無意識的にふ万事がアメ

リカ式に成りつ〉ある:rj:çは，既l乙諸般の事項i乙照らし，

明白である. 乙の風潮は，将来国 l乙一大変革でも起ら

ない限りは，相当永く続くものと思われる. さすれば

正常分娩の分野も，前記諸事項が誘因となって，アメ

リカ式に助産婦の手から医師の手に移るのも白然であ

り，当然である.従ってこれの対策を一歩先んずる者

が，将来の発展寄与約束されることになるとも言える.

しかし僕の願としては，折角今日まで在続して来た

歴史ある立派な邦家の助産婦制度が，将来も永く隆盛

に，しかも合理的に，妊産搾婦のために存続して貰い

たい. 乙の際賢明な助産婦各位が，乙れ等のj誌に充分

想いをいたされ，助産婦制度崩壊の危機が目前に迫り

つ〉あることを悟り，機を逸する事なく，合理的な進

歩的な対策を強力にたてられる乙とを衷心から助言し

たし\

入局当時の思い出

八女市三浦智典

昭和七年四月杉森教授のもとに入局した.当時附属

病院は京町にあったが，六月に現在の病院に移転した

と記憶する.新しい病院本館二階の西端の部屋が医局

と決定し，荒木先生(大牟田市に開業の荒木新先生)

を医局長として安達，井上，深水，本城，木村，桑野，

富樫，三浦と九人が医局の住人だった.

その頃今の助教授室は水銀圧迫及び熱気療法室で寝

台が三台あった.今の人は水銀圧迫療法は歴史的存在

で御存じないと思うが，子宮後屈症でi怪い癒着のある

患者に良く試みたものた\私は生来の怠け者で学聞が

嫌いだったので此の部屋が隠れ家で朝に夕に昼寝の場

所だった.此の頃私は子宮筋腫の忠者を一人受持つ

ていた.日田市から数里奥から来た人で手術後の経過

は順調で三週間すぎた日退院を申出て来たが，此の忠

者を帰すと私の受持が無くなるので，体温が三十七度

二分位ある理由でヨほのぼしていた.突然午后二時頃

腹焔を訴えたのです診察も せず鎮痛剤の注射を看護婦に

命じて昼寝していると五時頃痛みが増し診察したが原

因不明，教授に報告したが鎮焔剤の注射する様指示が

あった.八時過ぎ焔みは激しくなり恒吐を伴うため再

び教授に椴告し，指示により高圧涜!協するも効無く，

夜半教授の来診を求めた.夜明け頃~f~便様fJt物が出た

のでイレウスの診断で外科l乙送る.大島教授の執万で、

手術，小腕約三十羽田切除した.癒着性イレウスで，荒

木先生日く「杉森氏法により切断端の処理を簡単にし

たため」と，杉森氏法とは附属加切除の時断端を腹膜

で包まずに白く乙とだった.思者を無理引き留めて一

命号放った一例.

次はその後一ヶ月位経て繊毛上皮胞の思者を受持つ

た.術前の忠者診察を怠けていたが手術後の経過は良

い様だったが，術後二週間になるも食慾なく，就床ば

かりしていた.たまたま回診して胸部に変んな音令聴

診した.荒木医局長に相談して内科の楠原助教授に診

て貰ったら，問中教授の診察を受ける様言われたので，

杉森教授の許可を得て田中教授に診てもらった処，レ

ントゲン胸部撮影に依り繊毛上皮腫の肺転移と診断さ

れた.私の不勉強から此の転移が術前からあったもの

か術後出来たものか不明で，患者は間もなく死亡した.

入局当時のほろ甘い思い出とあと味の惑い思い出で

す.杉森教授に二年間と向井教授から一年間御指導を

受けながら，朝に夕l乙怠けたため田舎の竹の子医者で

暮しています.

余談

大牟田市 桑 野 稔

先日同門会で畑瀬先生の講演中に電話があり出て見

ました所，前日妊娠 5 ヶ月で人工妊娠中絶のためブジ

ー，ラミナリヤ号挿入して置いた患者が突然死亡した

との知らせを受けました.何うして死亡したのか，今

朝出て来る時は何等変化なく元気だったのに，電話で

は詳しい事は解らず，ついさつき浜口先生のラミナリ

ヤの御話しを興味深く聴いた直後丈に色々な事が思い

出され次の私の講演は気もそぞろで、落っかず原稿の棒

読みですませ教授始め皆様には失礼と思いましたが直

に大牟田え帰えって来ました.以下其の時の模様を看

護婦や内科の先生に聴し '1.こ事を書いて見ます，



患者 O田Oエ 21才.妊娠 5 ヶ月.未産婦.体格

並に其の他特別異常はなく，経済的理由にて人工妊娠

中絶施行.11月 15日，ブジー 1 本ラミナリヤ小 1 本陣

入， 11月 16 日 10時頃ブジ一入換，ラミナリヤ小 2 本挿

入，子宮口 1 横指半位聞大して居た.熱 37.2
0

， J泳 84 ，

本人は平常と変りなく時々陣焔があり，食慾はないと

云って居ました.僕は何ら気にもせず其の儲久間米に

来たので、す.午後 1 時頃宥護婦が体組を訊!べに行った

時，熱 37.4 0 ， 肱 86，時々陣痛が来る外には大した変

化もなく冗談話し等して来たと云って店ります.所が

3 時15分頃思者の姉がベッドの械で編物号して居たら

忠者が胸苦しく円が見えにくい様だと云うので行設婦

を呼ぴに来たので宥護婦は直に病室に行き!泳争調べた

所殆んどふれなかったので、ビタカンフアー 1 本注射し

た所痛いと云ったままで様子が好転しないので直に内

科の先生を呼び診て頂いたが其の時はもうすっかり!駄

目だった相です.其の間約 5 分位だったと申して居り

ます.内科医の話しでは恐らく急J性胃拡張症だろうと

申して居りました.内科でも此の様l乙急J性l乙来る例は

数少く予後は殆んど惑いと云って居ました.僕は未だ

此の様な急、死例の経験はなく叉ラミナリヤ，ブジ一等

のために起ったものか叉別の原因によって起ったもの

か家族の人々に病理解剖する様相当すすめてみました

が同意を得る事が出来なかった.我々医者は尊き人命

をあずかり，苦しみ悩みの世界より身体上の楽な世界

にとあらゆる努力して居る者であるが，此の例の様lζ

思わざる急死に出あい何んらか更めて空怖しく生命の

はかなさをしみじみと感じさせられました.

私の「母親教室」

久留米市 畑瀬 幸雄

叔父が保健所制度が出来た当初から所長をしていた

のにタイアップして「生めよ殖せよ」時代に妊字力，

不妊症， 流早産防止等の調査，指導をやったのをキツ

カケに文部省の科学研究助成金も三年つづけてもらっ

て，社会産婦人科学的研究に非常な興味をもっていた

ので，開業以来も一つの副業(?)として医療の社会

化を念願し，唯保険に規制され，税金にとらわれた医

業の他に何か世の人のため，叉自己満足にもなること

を考えてやり出した計画の一つが此の母親教室で、ある.

開業三ヶ月目の昭和刑二年正月から始めて此月で満二

年一ヶ月，即ち廿五回つづけて来た.幸い弟(久大小

(39) 

児科助教授)が協力してくれるので好都合で，月の中

旬から下旬頃の日曜か土限の午后開催している.今月

ω例を示すと未熟児養育医療機関に指定された機会を

利用して

一.未熟児のITI~j育について 畑瀬良夫

ー.未熟児の生れる原因とその防止策 畑瀬幸雄

の回目を選んだが，会場は二O妊のJ.L~rmが使えるので，

五，六十名は収容出来るし，話の外に，お産に関する

よろず相談(婦長が主に当る)肝婦体操，無痛分娩の

補助illb作の市!腕とか，医学i決闘のfl央写(乳業或は新薬

会社の後援で)なども同時にやっている.テキストも

乳業，新薬会社の寄贈のものを大低使っている.

対象は当院lに乙受診した好

「今月の催し」欄lに乙毎月掲i減|成況してくれるのでで、，一般の

人も若干見えるようである.

受診する妊婦一人々々に詳しく，同じ事を話してや

るのも厄介だから，まとめて話してやろうという意味

もあるし，医院の PRにもなるという訳です.

最近では久大の教室でもやって居られるらしく，叉

私がす〉めたので愛知一宮市の谷君や，柳川市昭代の

幾島君もやり始めたとの ζ とでよろこんでいる次第で

す.

ゲ思い出ゲ

田川郡赤池町 郷司研一

。光陰矢の如し。と背の人は云いましたが，若い時は

たゾ漢文の文句みたいに感じて，他人事の様に思って

いたのに頭に白いものがふえて来た今日此頃になって

みると始めてその字義が実感となってしみじみ感じさ

せられます.

昭和10年の翠業と同時の入局だから，もう 20有 3 年

号過ぎ，徒ら l乙馬齢を重ねた様で，昔の人生50年にま

さに手が届かんとしているのに，精神年令の若いせい

か未だに学生時代の気分で居ます.同じ頃入局した同

輩連中が，それぞれ立派に成功されて安定した生活を

送って居られるのに比べて，未だに田舎の炭坑の中で，

ボタ山眺めて20年，サラリーマン医師でピーピーして

いる自分を思う時，今迄比較的のんきにやって来ただ

けに，ちょっと淋しい様な気も致します.我々が入局

した当時は，教室は大変賑やかで医局はいっぱいで狭

い佼でした.それでも戦争中は畑瀬先輩の話によると，

一時は教授と二人切りでやった乙とがあるとの乙とでF
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さぞ大変だったろうと思います.在局当時の思い出は

色々ありますが，未だに忘れられないのは，何といっ

ても始めて内診させられた時の乙とです.それこそ生

れて始めてシヤイデに指を入れる時は胸がどきどきし

て顔がカーツとほてって，あたかも初夜の如き感じで，

純情そのものだったと，あの時代がなつかしまれます.

勿論ベフンドは，はっきり分る告:もなく，ただあの時

の感触が未だに指l乙残って居る様な気がします.

それから乙れは可愛らしい 15 ， 6 才の女学生でした

が，処女膜閉鎖症で，シヤイデ内にへマトームを作っ

て居りまして，乙れの切開手術を向井教授から命ぜら

れた時で、す.ζの時向井教授から「郷司君の持代はい

くらにするかな」とさんざんびやかされまして冷汗を

かいた乙とがありました.メスを入れた瞬間|暗赤色の

ドロドロした血液がドクドク出て来たのをおぼえて居

ります.

叉或る時は手術後医局で一杯びっかけてい〉気分に

なり，その勢いで大挙して，ワイセベ Jレヒをひやかし

廻ったり，叉新医局員の給料日には分配の仕様もない

ので，皆で大関， リヨン，一平等と次々に飲み歩いて

一晩で使い果す豪遊ぶりを発卸したり，なかなか愉快

な思い出があり，乙れを読まれて同議述はきっとそう

そうと思い出されている乙とと思います.

僅か一年ばかりの在局で，薬師寺先輩の後継として

飯塚病院に貰われて行き， ζれも一年有余の短かい期

間でしたが非常l乙フア jレが多く，幸崎先生の御指導の

下に，婦人科医としての実地をみっちり仕込まれまし

て，以後これが大変役に立った ζ とを感謝して居りま

す.それから明治鉱業に転任してからは外科の方もさ

せられた訳ですが，間もなく支那事変に引続いての大

東亜戦争に多くの同輩と同様に引張られ，幸い，命永

らえて帰った訳ですが，戦争中のロスは何といっても

残念でなりません.ζれは皆さんも同様の筈です.終

戦後世の中は大きく変り，教室も向井教授の御勇退後

は学識豊富にして人格円満な宮原教授をお迎えして教

室は益々発展の一途を辿っている次第でありますが，

向井教授の御逝去を始め数々の逝かれた同輩連を思う

時，感慨無量なるものがあります.色々下らぬことを

申し述べまして恐縮の至りですが，今後宮原教授を中

心として，わが産婦人科学教室が益々発展されん乙と

を J心からお祈して私の思い出を終りたいと思います，

デポー性ホルモン淘j のJj味。

久留米市 宮原泰之

近年に於ける性ホルモン斉Ijの進歩として特記すべき

ものは所前デポー剤の登場であろう.効果が大である

反面仲々使用が六ケ敷様な気がしてならない.私も二，

三の臨j休所見を述べて見ます.

35才の不妊症の忠者で、某病院で、撮ったヒステロ，持

参，見ると両卵管とも先端の卵管巣と思はれる所迄造

影剤が通り中止している.之なら案外妊娠の可能があ

るかも知れないと説明でてop ，強度に彩部がウテル

スの後而に癒着，剥離し卵管整形術(外市~縫合法)を行

い，どうやら通水疎通可能であった.術後 2 ， 3 カ月

して，メンゼスが順調となり， B. B.T曲線が正常と

なって来た.未だ妊娠せぬと云うので 2 年来B.B.T

を続けてとっておった所がメンスがおくれ， B.B.T 

がぐっと tって来るし，乳房の着色迄起って来た，そ

れから約三週間位してもメンゼスが未だないと云うの

で内診すると Cor. ut. etw. gross u. weich で

何かふくれた様な感じがする. ロバール (10万単位)

皮注すれども消退出血なし.恐らく妊娠だろうと大喜

をしたのですが，次l乙来た時に見ると何だかウテ jレス

が鷲卵大まで、あったのが小さくなっている，どうもお

かしい，後で良く聞いて見ると，その人にもう少し元

気をつけたら良かろうと，近項はやりのデボー剤が元

気が出て直ぐ妊娠するからと云はれて，夫の方にもホ

jレモンを注射し，奥さんの方にも，デポ(プロゲデポ

ー) ?を注射した事が分り，結局それは妊娠でなくて

ホ Jレモンによる B.B.Tの上昇で一時的に不妊の患者

に喜びを与へたけれども亦務胆を与へた.

49才，未産婦，主訴:性探出血. 15年前右卵嚢別出，

乙':，. 4 , 5 年来，頭痛，腰痛，等更年期障害のため，

オパ (1000単位)オイベスチン錠毎日連用との事，内

診すると Cor. ut. etw. gross. Portio Erosion (一)

で恐らくエストロゲン長期使用による不正出血だろう

とエナ Jレモンデポー (100mg) 皮注，その夜より凝血

を伴う多量の出血を訴へ来院，プローベアウスして病

理に検査の結果 Hyperplasia endomet. Krebs (一) , 

少しは出血が少くなったが未だ持続，仕方なく毎日ロ

パー Jレ (5 万) 1 週間注射，どうやら止血した様だ.

小さな Myom. Knoten があるのか，亦長期にわた

るエストロゲン投与の不正出血か?之に対するエナ Jレ



モンは逆効果か，ホ Jレモンの定量もせず只慢然、とデポ

ー剤の使用は六ケ敷い.それで近頃は無難な両性デポ

一号好んで使用する事にしている.

23才.習慣性流産の忠者. ( 1 問 4 カ月， 2 同 6 カ

月， 3 同 3 カ月で流産)， W. R , P. h. 九大にて共

に異常なく，モステロの結果，頚符無力症と云われ，

OP をす〉められた.聞くは妊娠せぬ万が良かろうと

思って， B. B. T による避奴与やらせ，もう良かろう

と 7 カ月後に禁号とき， B. B. T. 上昇 1 週間， S. S. 

せるものと思い毎日オーホルミン 5mg ノア jレテン錠

i;iI]タ l服用， ビタミン E 剤，安，TIt させ 2 週fl'i] (立して夜三

時頃突然凝血ありと往診依頼 ， /1 (ら〉ずF流産か。先刻

迄百貨兄と一杯やって少々頭が ~3かしいが，出来るだ

けの事はして見様と， ブロゲ. デポ 125mg (10日に

1 同)オーホ jレミン 5mg ， ノアルテン 1 日 4 錠， 絶

依安静壱命じ俗日 1 カ月続けた.所が出血も少くなり，

経過良好，目下妊娠 6 カ月，先日「えの日に， 1乙 ζ にこ

して帯祝と， ビール一打持参した. 之もデポーの効

か?

菱売りに病棟よりの声か〉る

新涼となりて縁談すらすらと

波たて〉何かよぎれる月のJl l

ノ Tーマ屋は隣紫苑の堺囲み

天高し手摺にかけし温泉のタオ Jレ

鴎何かきかしく捕え飛び立ちぬ

稲むしろ銀杏落葉がつ〉さ〉り

三瀦郡筑邦町大善寺

加藤黙声

ケ赤ちゃんは下向きにグ

久留米市 橋本正澄

アメリカ式育児法としてグ赤ちゃんは下向きに。と

云えば，何事か?と仰言る方もありましょうが，赤ち

ゃんを腹這いにねかせるという事であります.これは

先にアメリカの育児についてハリエツト，クラウダ一

夫人の称する赤ちゃんは下向きに寝せねばならないと

ヒ41J

l ì う言であります. (是の赤ちゃんは新生児を含めま

す. ) 

ζ れについて亦，色々な功罪が問われることであり

主しよう.即ち口がコ広がれて窒息しはせぬか，長lが挫

けはせぬか，煩がし 1びつに止りはせぬか，心肺に異常

はないか，身休軟部組織のÆjtlによる症状が現われぬ

か，アメリカに於ては栄養過多による幅1I上が多いため

の習慣では々いか， etc. 併し乙の中には吾々自身，

科学的に，はっきりと納得出来るものが多くあります.

即ち赤ちゃんち下向きに寝せるのは合理的ですが，但

し枕は禁物でありえす.あくまでも枕布団による窒息

は i坊がねばなり主せん.布lヨ1はフカフカしないやや堅

めのものぞ用います.背，母親にたろうとする女性は

生れ出づ.る吾子の為めにもI~tl ì出来るだけ厚い綿を入れ

た布団号準備していましたが，それも赤ちゃんの身体

の為には疑問でありましょう.

日本では不思議に背から生れたての赤ちやんでも上

向きにねせていますが，上向きにねせるとのみこんだ

ものがどうしても気管に入り易く，窒息しないまでも

ミルク等の蛋白質が気管に入って滞留すると芳しくあ

りません. tどから赤ちゃんを上向きにねせたまま，附

乳する事は今の若い賢い母親は好みません.例え上向

きで頚を左右どちらかえ向けて崎乳しましでも，気管

ヘ入つでむせぷ事は時にありがちな事です.

腹這い lとすれば，筋肉の発達は殊に上体に於て促さ

れます.頚筋や胸鎖乳様筋，上肢筋群(併し下肢筋の

発育はやはり上向きで自由に動かした方が良い様です)

胸筋，背筋等に著明な発育を見ます.即ち首の坐わり

が早くなり，握力が強く，心肺係数に好影響があり，

自ら食慾が元進し 1 回の晴乳量も増加致します.

かく申し述べますと腹這いにする事が臥床のオーソ

ドックスの様ですが，私は 4 x 6 時中腹這いにする勇

気はありません.赤ちゃんの体操としてやる位より一

歩前進して時間的に長くする程度の所を摂り度いと思

います.

乙んな ζ とを書いている中に吾国に於ても腹這い療

法といって古来より適応によっては使用されていたの

を思い出しました.慢性ネフローゼに 1 日何回何分間

といって私自身，患者に使用し尿量，呼吸数， H永樽，

血圧等を測定したインターン時代を回顧してそのデー

タを今更らの如く見直しましたが，適応を厳にして行

えば良好な成績が得られる ζ とは瞭らかな事です.

赤ちゃんにも器質的な異常がなければ，どんどん施
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行じて然るべきちのと思います.

これは決してアメリカニスムでなく，日本古来より

あったものでして吾々の先輩が幾世紀か時を選び施行

して来たものを今夏の如く感じまして，宮原教授就任

10周年記念特集号の 1 頁を汚し，医療随筆と致します.

国家試験仕末記

福江町寓井一衛

十年前敗戦の産物として表われた医師国家誠!険なる

ものが施行されると云う報に，台、t陥とデカダンな学生

生活の中にあった僕は，青天のm虚かと驚かんばかり

であった.学年末の春休みが来る皮毎に帰郷中の僕は

抗策通知1が今日来るか明日来るかと身も縮まる思いで，

刑の執行を待つ囚人の如き陥治たる気持で送り旦迎え

なければならぬ態たらくであった.この健では医者の

卵のま〉で、永久に勝化する事は出来ぬであろうと絶望

と白菜糞で己の運命を呪いつ〉灰色のインターン生活

を同憂の志士('? )達と将棋をしながら「マツカーサ

ーの野郎.クJ と遥か東京の空を満感の恨みを以て腕み

つけるのであった.そのくせ情けない事に，腕みつけ

るばかりで一向に勉強しようとしないのであった.

ポリクリでは皆の後ろに隠れて教授の質問の矢をそ

らすのに懸'命の努力巻払わねばならなかったが，或る

日最も恐れていた整形外科の生田教授の外来診察に股

が痛いと訴えて来た老人を前にして「君イ診断をつけ

給え」とやられ，失敗ったと思いながら，え〉いま〉

よと日を!興って「ヴイ Jレベノレゾイレのルクサチオン.ク」

と答えた途端，教授は途方もない大きな声で「馬鹿野

郎.ク」と怒鳴った.僕は宰丸が胸につかえたかと思う

位魂消て了った.同じグ Jレツペの而々も自の前に原子

爆都が落ちたかと思う位神妙に首肯だれて横目を使

って「富井の奴，馬鹿な答をしてくれたもんだ.仕様

がねえなあ」と恨めし相である.僕は端々駕としなが

ら只管被害の少なからん事を祈った.時間が来ても僕

はーで人残されて散々に油をしぼられた.夕方遅く帰る

途中木村ベーカリーに寄って自棄糞でコーヒーを五，

六杯立て続けに呑んで、いたら街の与太公が「一寸顔を

貸して呉れ」と言うので，正直に顔を貸した所，旭館

の裏の露路l乙連れ込んで五六人で寄ってたかつて僕を

殴りつけた.僕は昼の穆噴を i晴らすのは乙の時とばか

り隠し持っていたナイフを取り出して応戦し二三人を

傷つけたら皆逃げ出して了った.下宿lこ帰ったら僕の

血だらけのンヤメを見て下宿の咳が腰を抜かした.僕

は尚更勉強力;期nになった.

保長n所の水源池見学の時間は同~の士六人で「今更

飲み水の研究をしたって始まらんだろうじゃなし 1かJ

と衆議一決して御井町の女郎屋にしけ込んだ.たまた

まその家には一人にけ可愛い女の子が店て皆が皆強硬

に「俺のものだ」と主張するので公平にジャンケンで

行乙うと云う事になり，その結果僕が一審パツターの

幸運を引き当て，他の奴等は，隣の室で待機していた.

人の好し 1僕は余り待たせるのは気の毒だと早々に切り

上げた.特攻隊の志士連は全員一機づ、〉反復攻撃を繰

り返し多大の戦果守収めて無事引き上げて来た.僕等

はその度毎に割れんばかりの歓声と拍手春以て迎へ入

れるのであった.然し最後に突き込んだH君は何時ま

で経つでも帰って来なか，った.僕等は撃墜されたので

はなし 1かといたく心配した.一時間も経った頃彼は蒼

白い顔をしてフラフラしながらそれでも無事帰って来

た.勇敢なる H君は只一回の突撃では物足りず二回も

突撃を敢行したとの事だった.殿り寄与承まはったH君

は彼女にいたく同情され，二度の突撃も彼女の切なる

要望に応じただけに過ぎんのだと帰いた.

残り物l乙福ありだったなあと僕等功を急いだ連中は

ぼやいた.

かくて迎へた第一回目の国家試験は僕等クー Jレツペ全

員罰を受けて物の見事にすべって了った.第二回目も

叉天の許し給う所とならず落っこちた.

第三回目千軍万馬の古強者になった僕等は試験場で

互に顔を見合はせて「俺達は精神科の所謂，常同症っ

て奴だなあ」と笑い合った.

宮原先生の御健康を衷心よりお祈り致します.

宮原教授開講十周年を祝して

教室朱 以春

光陰矢の如しとは言いながら十年の月日は決して一

瞬に流れ去ったものではありません.

十年一昔とし 1 う言葉もあります様に十年の月日とい

うものは長いものであり，この間世の中も叉幾多の変

遷が起るのであります.

宮原教授は昭和二十二年五月に就任されましたので，

正確にいえば今年は十一周年に当ります.しかし昨年



は教授が外遊のため十周年の祝賀行事が今年挙行され，

そして宿願の同門会誌も宮原教授開言語十周年記念号と

していよいよ発刊の運びとなりました.

思えば小生が笈を負うて教授の門号叩いたのは昭和

二十三年でありました.その当時は終戦後間もない

時期であり，教室も大学の教室として脱皮しつ〉あっ

た時期でありました.従って世の中も叉不安定で務付

いてやる先生方も少し研究室と名のつく部屋は確か

二階に二部屋程あったと記憶しますが設備としては何

にもありませんでした.それが十年の間に地下に四つ

の研究室子持ち，研究施設も不口出ない程に充実し，

此処で教室員並に十人に近いラパランチンが日夜常々

として研究にいそしんでいます. 乙の飛腕的大発展は

決して偶然ではなく，教室員諸君がよく教授の志向を

体し，大いに努力された乙とは勿論でありますが，宮

駅教授の十年一日の如くたゆまざる御指導誠に御鞭挫

の賜物である乙とは言号待つまでもありません.

十年間に教を受けた弟子は百数十名に上り各方面で

大いに活躍して居られることは教授に取りましでもこ

の上ない御満足でありますが，同門会の一員として誠

に心強く且嬉しく思う次第であります.此度の関諮十

周年祝賀会に際しでも一回卒の大先部から最近教室号

出られた方まで多数参集し，祝賀会が極めて盛大であ

った ζ とは全く教授の徳のしからしめる所であります.

今後とも御健康に御注意下さいまして大いに術l活限あ

らん事を祈ります.

宮原教授開講十周年に際し‘ tJ~}訟を表して敢えて禿

筆を取った次第であります.

J-J 経閑話

教室鹿林仙人

メンスやメンゼスというといとも品よく問えるが，

月経とずばりいうとどうも品がよくない.山田先生に

よるとメンスでなくメンゼスだという.それは兎も角

として昔から色々の言葉で表現されたものである.そ

の多くはこれを不浄視し，神仏l乙参る乙とも禁じられ

ている.

なぜでもと鳥居の外でおえん待ち

言わずとおえんは月に一度のあれである.

しかし ζれは女を象徴する生理的の現象であり，ホ

ノレモン代謝の結果である.蓋しデリケートな女性の白

(43) 

律神経はか〉る周期的な変化がなくては到底調節が困

難かも知れない.

昔は初;，閉があるとわ、祝いをした風習があったらしく，

泣く 事はたいと俄かに小豆飯

兄は訳知らずに祝う小豆飯

1 人!日になったお祝いなのであろう.

お祝いまでして抗ったお界も嫁入ってからは月に一

度とは言いながら苦になる乙とがある.殊に結婚初夜

に於てしかり，

気の毒・さよめった夜からおえんなり.

新婦の気の毒さもさる事ながら，新郎のいらだたし

さもよく分る.新焔ばかりでなくちぎりて既に幾年月

経た!日照組も月に一度のあれがある為に少からず主に

苦労ぞかけなければならない.

有りものに智ちょっと事を欠き.

よしな，いやぢゃないけれど，けがれやす.

所が乙の時期l乙性f\:}は充血し，却って性感強く，叉

禁を犯すという心理的作用もあって却ってい〉という

説もある.

けがれでもよいとはきついはづみよう.

湯に入って来なよ，わたしが罰になる.

昔も今も変らず，禁を犯して強行する御仁もある.

隣のアンサンそれと知らずに紅ショウガだが，それと

知つての紅ショウガも叉味なものであろう.

反対に夜毎酷使されている御亭主に取つては月に一

度の生理休暇とばかり安眠をむさぼるものもあろう.

rJZは乙の ll;1 とばかり羽をのばそうとする御亭主もあ

ろう.

雲隠え女房お馬でかけつける.

お馬にまたがっている女房の角が見える様だ.馬と

は股の聞に挟まる何物かを馬ば警えて誠に軽妙である.

13, 4 姫馬に乗り習い.

御当人は馬に乗っている程い〉気なものでもないで

しょう.精神的，肉体的l乙何等かの障害がこの時期に

ありがちなものである.就床の止むなきに至つては病

人と何等選ぶ所はない.月に一度か〉る災厄四逢はな

ければならぬとは女人は余程罪深いものであったに違

いない.しかもその因って来たる所の原因も叉単一で

なく，治療も叉的確な方法あるを知らない.多くは子

宮筋緊張に対する緩解叉は鎮痛の手段が取られている.

曽て某科看護婦主任君，経時に下腹部の激痛を訴え，

就床並l乙ナルコチカの注射を余儀なくされていた.た

またま小生同君より持病について相談の栄に浴し F 早
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速ワコスチクミン 2 筒，~:与え，前日及び第 1 日に注射

した所‘ 劇的に下腹痛が消失した. 月経発来とアセ

チー jレヒヨリンとは密接々関係にあり，叉自律神経と

も何らかの因果があるので，ワゴスチクミンの投与に

より Ach代謝戒は向律神経に何かプラスする所あらん

とのアイデアの下にやったのTごが，それ程効とうとは

予想もしなかった.後日， L. Wilson の r月経閃難航

婦人は全く正常婦人の子宮と同ーの緊張収納守示し，

従って本症に黄体ホ jレモン療法が無効であっても政て

異とするに当らなしリと，叉 F.Schuck は r本態性

月経閃難航の原因守生理的に検索した結!礼子宮筋の

桁焔様鱗縮という従来の考え方は多くの;場介適当でな

く，多くの場合l乙於て終痛はむしろ子宮動肱 rütí'を:の鍛

縮によるもので，従って感継~nü:剤よりも血管拡張剤

が有効である様に思われる』とのこ文に接し，我が怠
f>得たりといさ〉か気号よくした.その後か〉る症例

の経験なく，的確な療法とは勿論明言の限りではない.

女性の神秘!とれ守知り尽し得べくもないが，月 l乙

一度のそれについてさえも多くを知っていない.主の

苦労は?を沢とも言えるが，御婦人の苦痛や不快は何ん

とかして除いてやりたい.そうすればど乙の奥様も毎
日朗らかで明るく，従って会社で朝からむづかしい顔

守する課長も浮かぬ顔をする社員も居なくなるであろ

う.乙れが婦人科医の務めでもあり，女性に対する奉

仕であると考える.

「もっとやさしく」

教室朱 以春

何時か中学に行っている長男にどなりつける様な大

きな声で物を言っていたら，側に立っていた小学五年

の次男が低い声で『もっとやさしく言って上げなさい』

と言った.あまり思いがけない言葉だったので、内心ど

きっとした.おやじの威厳を保つわけでもあるまいが，

お前は今何んと言ったか，もう一度言って見ろ Jと思

わず大きな声が次男に向けられた.

日頃短気で直ぐ、逆上するので反省はしていたが子供

から忠告を受けようとは思いもよらなかった.白髪を

鏡に写しながらもう子供から教えられる年になったか
と，心境は複雑で、ある.

それ以後は『もっとやさしく』という子供の言葉を出

来るだけ実行したいと努力している.

『もっとやさしく』は女性にだけでなく，全ての人，

否全ての生物に対してである.

第 7 回日本産科婦人科学

九州連合地方部会を回顧して

片淵陽

一昨年 5 月久留米市に於て，日本産科婦人科学会九

州連合地方部会が宮原教授会長のもとに開催され，日

本母性保護医協会会長谷口先生には遥々東京から御来

臨を頂き，九州、|の各大学教授を始め各地から多数の先

生方の御参会を得ました.

教室としましでも，開講以来の大きな学会でありま

したが，宮原会長を初め地元の諸先生方の御協力及び

同門会諸先輩会員各位及び教室員の御援助にて，盛大

に成功複に終了できた ζ とを心より感謝致します.

学会当時を振返って見ますと， 2 , 3 日来の雨で 5

月25日も午前中迄豪雨に見舞われ，翌26日の天候が気

遣われましたが，幸いにも全くの快晴に恵まれ盛会裡

に終了するととが出来ました.学会終了后 1 ， 2 の大

学及び会員より礼状迄いた Y き我々の苦労もむくいら

れ，嬉んでいた次第で、すが，それでも何かと御不満，

不行届の点があった事と存じます.ζの点御詫びする

と共に地元の諸先生方の御協力を感謝致し，本学会に

御尽力下さった会員各位に深甚の謝意を表します，



想 V¥ 出

教室空関 彰

「医局はぬるま湯だ，入ったらなかなか出られない」

とかつて先輩が云われた事がある.まさにその通りで，

部長のおとごとが無く，金さえあればとんな楽しい生

活は無い.私は幸い，親父のお陰でもうそろそろ者の

生える頃になったが，愉快な医局生活巻送らしてもら

っている.まさに親の恩や海よりも深く山よりも高し

と云う所だが，内心まだ主だ親の胞の続く限りはと…

楽しい医局生活にも苦しい事がある.入局して始め

てもらった忠者が，子宮陸部痛の四期と云う重忠，何

日の様l乙部長からはしぼられるし，先frII乙色々教え守

受けて一生懸命ゃったが駄目，一人前の医者になるに

は三百人殺さなければと云われたが，医者になって始

めてもらった患者に死なれた時はしゅんとなって一二

日飯がいけなかった.叉中期中絶の忠者の時，毎日と

まり込みで出るの号待ったが駄目，とうとう七日目に

は自分の懐の方が出てしまった.そ ζで産婆とも相談

して，今夜は絶対出ないとの確信のもとに，家l乙帰っ

て来てみれば，すでにお産はすんだ後，当時は産院も

なく分娩数が少ない時なので，部長から「どうしてつ

いていないのか」としかられるし，まさに泣き顔に!昨

と云うととろだった.

苦しい面はその位にして，入局当時は現在佐世保で

開業してある宗先生監督のもとに，毎日野球をやった

ものだ.その甲斐あってか五六年は吾が教室の黄金時

代が続いたが，最近は名選手の補強がなされず，まだ

吾々老兵が第一線で活躍する現況で吋情けない次第であ

る.

まだまだ面白い思い出話は沢山あるが，紙面の関係

で残念だが，先輩諸先生方の御繁栄と御健康を祈りつ

〉第一話の筆を罰く.

五月帯正子の幸せと

大牟田市 五十嵐啄磨

日本独特の物だそうである

腹帯の妊娠中及産祷の効用を考えると，神功皇后以来

日本人は甚だ科学性に富んだ国民であったのである.

然し我が国はやはり神国であり，特l乙生命の誕生と

もなると縁起もうるさくなるのも無理ない話である.

(45) 

昔はとても厳粛にして壮厳なる著帯の式が特に平安

時代は盛だったそうである.今でも田合系?の人は，

安産と子の幸せぞ骨折って著帯の儀?を施行される様で

ある.

事実小生も，着任以来，此の若帯の式lと友と招待の

栄lこ浴して居る.然し一応全部お断りして居るので，

その式次第は未だ不明である.

何も大きな男が汗をフキフキ満J!:1?:の中で妊婦の腹に

布春巻きつける図を想像して断ったので、なく，事実診

療に忙しくその好意存示す閑がなかったので、ある.

妊婦も五ヶ月になると良く腹帯の事を質問される.

そのJ1!K保 7Íii1 とか腹の伸び過ぎ守防ぐとか強く巻くと

不可はいとかで，詳しく説明するが，妊婦としては，

やはり平安の背妊った徴に此れをつけ，叉徳川時代悪

鬼退散，邪気除払と云う縁起に基き，来る可き大事な

お産に対する精神的安心巻，乙うゅう物に求める気持

も強いのかも知れない.

小生の知人が妊娠して稲岡の開業の先生の診察を受

けて居た.

その先生は妊娠の帯に必ず美子と書いて呉れるそうで

ある.

大関良い事であり，妊婦も如何許り喜ぶ事だろう.

私は級で三筆と云われて，拙筆者である. 友人が

「君艶書だけは書くな」と忠告して呉れ，荷物が向う

に着かないと不可ないと荷札を書いて呉れた位である.

人の帯に寿なんて書けた物でない.

然し私も家内が妊娠した時五ヶ月になった戊の日一

世一代の達筆を家内の腹帯にだけは自分で墨黒々と書

いた物だ.此の時はとても良く書けて，字の恰好と云

い筆の運びと云い，妻の安産と生れる子の明るく幸多

い事を祈り願い乍ら一心に書し 1た気持と良く書けたと

吉祥を喜ぶ気持.

やはり五月帯は神功皇后以来の五月帯である.

妊婦検診の時帯に垢のついた人はあまり見ない，子

の膚に着せて居る気持であろう.

有難い母心で、ある.

最近欧米式か， コノレセットの様なノてンドをしばしば

見る様になった.

やはり物事は新しく新しく代って行く.

我々の母も我々を五月帯で混く包んで、呉れたで、あろ

う l乙
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宮原教授開諮十周年を祝して

教室片淵陽

宮原教授が御就任になって十年，終戦后の不安定な

時代より更に大水害による苦難をのり乙えられ着々と

研究施設も充実され，研究業蹟も次々と発表されつ〉

ある現状までに育てあげられた教佼の御苦労は我々の

想像以上のものであったと思います.

幸運にも私の医局長時代l乙教皮会長のもと K)L州連

合地方部会が，久留米市で盛大に開催された事，当時

が懐しく想起されます.叉欧米i乙外遊されえまし 1御研究，

体験談等を拝聴でき，叉府大な開講十周年記念が催さ

れた事は医局員の一員として，医局生活のうちでも最

も忘れ難い想い出の数々になる事と思います.尚待望

の同門会誌も宮原教授開講十周年記念号として愈々発

刊の運びになった事は嬉しい限りであります.

教皮及び先輩の御努力によって，今日迄に発展され

た我が教室を傷つける乙となく，久大産婦人科学教室

の名声を益々たかめるのが我々の任務であり，尚一回

ブアイトを燃し一致団結頑張らねばと痛感します.

最店lこ宮原教J受の御健康壱祈り，大いに御活脱され

ん乙とを切望致します.

お視の乙とば

教室安部 宏

宮原教授が御着任になって十年，先輩諸先生と共に

盛大な開講十周年記念を催し得た事は誠に喜ばしく，

叉幸運にも， ζの佳き日を，最も身近かな医局員の一

員としてお祝い出来た事は，多彩な医局生活のうちで

も忘れ難い想い出の一つになる事でしょう.

終戦後の不安定な時代，更に大水害の危難をのり越

えられ我が教室を今日あるまでに育てあげられた教授

の御心労は我々の想像以上のものであったと思います.

我々は，教授始め先人の御努力によって固められた

基盤の上に，更に，二階，三階と，と vまる処を知ら

ぬ拡張工事を行い，その内容を益々充実させ我が教室

を天下の産婦人科学教室たらしめる事が教授始め先輩

諸氏lこ対する報いであり務めであると考えています.

私自身のことを考える時，まだまだ努力不足を痛感

していますが，乙の記念すべき日に当り，たお一回の

ファイトを燃やすべく頑張ろうと思っています.

最後に宮原教授の御健康を祈り，簡単ながらお祝い

の ζ とばにかえようと思います.

残 照

教室江頭敬親

冬林iと傾むく陽差しの冷ゆる路

明日につながる不安にかえる

忘られしごとく落ちゆく冬の陽よ

消えゆかむ吾の影と庁ちつつ

寂しきはし 1づくより来る冬の陽の

終ちゆくまで守屋上にイ?っ

明らかに吾が顔映すζ の夜の
鏡割りたき拳はよわし

何時までを保つ命か掌に
かこむ焔 l乙夜の風が吹く

天窓、より一条透る冬の陽に
癒ゆる日杏き汝は掌を置く

蛾烈l乙吾は生きたし鋪道l乙

夕陽を反す水溜ζ ゆ

甘き爾の仔犬l乙吾が掌吻ませつつ

育つ乙となき愛かと思う

人群に当なく紛れ行く吾に

しばらく従きて来し犬も去る

残照を映して寒き硝子戸に

断ちがたき恋情の額圧しつくる

� 2忠 � 2起

お泌総

おおお認



内外消息

同門会員の消』息

久間米市畑 瀬 幸 雄

開業店はあち ζ ちと出張して廻る ζ とも江く，消息

巻知ることが少くなったが，私が知-1 り 1 lJ tこ最近の悼の

動静を書 きつづってみよう.

⑥ 恩師向井先生の死

昨春の日本産科婦人科学会総会(於福岡)の折に遠

方からも旧友が来会すると聞いて私の発案で懐しい翠

呑闘に於て有志相集いてータの宴号張り，向井先生を

慰める会号催したが遠くは愛知一宮の谷(四回) , 広

島の吉貴(四回)巻始め三浦，木村(一回)郷司，可

児(四四)，下村，立山(五回)，中肉(六回)等々久

し振りに先生争中心に楽しい語らいをやった.先生は

非常に嬉しそうであったが，時々お会いしている私で

はあったが何だが顔色がすぐれずやせられたなあとい

う感をもった次第で、ある.

叉一方，選挙の折に，廻り廻った因縁で，科田教授

の選挙事務長に向井先生を引っぱり出す役の一端をか

つがされた私は，選挙運動にかけ廻られる先生が，身

体違和を口にされておられたらしく，後で聞いて病身

に無理をさせて，心苦しく思った次第で、ある.

六月?日 胃癌と確定，早速西村外科へ入院，同月

十三日手術，当日は宮原教授を始め教室員，三浦，石

田氏を始め多数の弟子達がかけつけて手術の成否を見

守った.その后不幸にして 3 回もの手術をくりかえし

うけられ，病気の進行には勝てず，再起不能となり，

9 月 17日退院，后自宅に於て大往生をなされた.

その問教室を始め，同門各位の精神的，物質的慰問，

見舞が相つぎ，そのついでに私のところに立寄ってく

れる人が多く，病気の好転が話題に出なくて，暗い気

持で過したことは残念でならなかった.

9 月 20日神式により久留米市公民館に於て厳かな葬

儀が行はれたが，大きな会場一杯にかぎられた花輪や

供物，席カヰ、慢し 1迄l乙参詣された会葬者は全く先生の遺

徳を偲ばせた.

最店のお別れだと大阪(高田)岡山(福田)米子

(牧野)等からもはるばると同門の人達がかけつけら
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れ，久し振りに会えたのは懐しいことではあった.

向井医院の後は次男治次君が，ア ノレバ イ トも終えて，

大いに張切ってやって骨られる. (向井先生追悼録で

も作成する機会があればその折に詳しい乙とも 書 きた

いと思っている次第です)

⑨ 北から南へ

地図を J広げ乍ら!慌思い出すま~ (乙同門 (1日い人達が

主ですが)の消息号思い出してみよう

0 北海道から東北地方

母校の地理的関係からか ， 同窓会名待をみても非常

に少いが，同門となると殆んど居ない. I唯自衛隊医官

にら?った irll田沼 (10同)が北海道にげると聞いている

だけである.

0 関東地方

東京が主であるが，東京と言えば後藤春人君( 3 回)

が色々な意味で有名であった，その彼が昨年 3 月 3 日

に自宅の二階の雨戸をくっていて墜落して，頚椎骨折

で急死したことは彼らしい(? )トピック的な事故で

あった.牛島勝四郎君( 6 回)が終戦直后は銀座と他

にも診療所を開いて大いに活躍していると聞いていた

が乙〉数年来名簿では行方不明となっているがどうし

たことやら.

その他では浅草で開業していた渡辺修作君 (14回)

は最近では丸の内の小山診療所とかに勤めているとか，

橋本武彦君(12回)は浅草あたりの病院をやめて，

小岩町で開業しているよう fごが，同町には同門ではな

いが徳永氏( 1 回)も開業して活られる.

その他では，隠居して息子さんのところに悠居して

いた蒲原中佐氏( 5 回)は最近では塚本君の新設した

精神病院につとめて居られる様子であり，蒲君( 6 回)

は世田ヶ谷の国立病院の内科に，津田清君( 5 回)は

第一生命本社に，岸君( 9 回)は千住あたりで開業，

横浜の日本鋼管病院に村岡君 (11回)がつとめている

が何れも教室在籍が僅かであったし，現在他科をやっ

て居られるので会うことも少い訳で消息にもうとい.

0 東海道を下って

大坪君( 7 回)が最近大阪の生命保険会社を辞めて

沼津市の片浜養護学園というところにつとめていると

の乙とだ.

愛知一宮市に谷君( 4 回)が盛大に(最近鉄筋にて

増改築したとか)やっている.衛生啓蒙運動にも熱心

で感心させられる活腕振りである .
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0 北陸，信越地方唯

富座氏( 1 回)が新潟県下で開業して居られるのを

知るのみである.

0 近畿地方

京都の山口君( 3 問)が永く病気だったと叩いてい

るが最近ではどんなかと案じている. 大阪の高田君

( 7 回)は外，泌科をやって活院中らしく，向井先生

の葬儀氏もはるばるとかけつけ 10年振り (7) に談合

出来た.尼崎氏室君 (11問) ，西宮l乙大原君 (8 回)

が夫々活限中である.

0 山陽道

名簿を見ると岡山県下鴨井君( 6 間)が居る ζ とに

なっているが，詳細不明で，福山の初回男君( 7 同)

は同じく向井先生葬儀の折に20数買の堂々たる貫録を

現はしていた.広向市には中尼( 3 間)吉貴 (4 回)

問rfrな( 6 巨!)の三君が開業している.特に吉貴・君とは

苦からの深い因縁で大抵毎年立寄ったり学会で、出会っ

ていたが，先年来，ヂアベーテスからマーゲン・ゲシ

ユーノレなどといって消極的になったようだが堂々たる

病院，立派な住宅を作ってゅうゅうとやっている.岡

市の日本生命支社に坂本君 (15回)がつとめて居る.

山口県には入ると下関の古賀君( 7 回)が居るが会

うこともなく，浜口君とは時々会うし仲々の勉強振り

に感心している.

山陰線で約一時間余りの魚村に居る中島君 (6 回)

とは交渉が深いが，数年前奥さんを亡くし，チョンガ

ーで通し乍ら，郷土玩具，版画，カメラ， 8 ミリ等々

の外，山大の病理に通うという活限振りで，たまに出

て来ては背なつかしい名演を披露してくれる.

0 山陰地方

米子の牧野君は米子大学(解剖学教授)を辞めてか

らは結核療養所につとめているが，昔と同じく仲々の

勉強振りで，昨年もど ζかの学会で特別講演をしなけ

ればならないと言っていた.岡市内開業の川原君(八

回)は息子が久大を受験するとかけ廻る世代になって

いる.大社の近くに芹岡君(十七回)が居る.

0 四園地方

徳島の精神病院副院長に転向した樺島君(三回)も

元気で，ロシヤ語の翻訳出版までやる活躍振りである.

然し成田君(六回)は最近病気(高血圧症 7) でやす

んで居るらしく気の毒である.平木君(六回)は，日

生社医で，最近では徳舟から杉山へ転じている.

叉宇和烏附近l乙中村三幸君(十六回)が奥様の縁に

ひかれて (7 )開業している.

0 北九州地方

八隔の井上氏(一回)は仲々の盛業らしく，息子さ

んも久大には入り安心である.小倉では佐野(五回)

疎開 ()L !fiD が開業，花田君(十七同)が勤務医とし

て活躍中で・ある.その外では行備に先年来浜井君が開

業している.同市には大先殺の内田定勝先生が古くか

らやって店られるがまだお会いするチャンスが無い.

0 植民地方

福岡の新宿といわれる電気ビJレの近くに居る久保山

(十日)も病気恢復後，先年ブロック建の病院に改築

して頑張っている.板付飛行場の傍らの稲富君(七回)

も最近改築して大発展中である.目覚しい発展をつづ

ける春日原に数年前から大きな家守購入していた嘉村

君もっとめを辞めて一昨年来開業して仲々忙しい様子

である.業{f:制限の朔君(十四)はどうした風の吹き廻

しか小倉附近 (7 )でTB病院特やるといって目下新

築中であるとか.

0 筑盤地方

直万の力丸氏(二回)は最近鉄筋に改築し盛業，岡

市には永らく巣鴨で苦労して来た田代君も元気を出し

て頑張って居る.

飯塚には新飯塚駅の近くで中村研一君(十六回)が

仲々流行っているそうだし，近く飯塚駅の近 (7) に

古賀君(十七回)が開業するとか.

籍はあったが大串兼司君 (九回) ，全良士君(十回)

の兄弟は夫々炭坑病院の小児科，皮泌科の医長をし，

石川君(十一回)も同じく外科に転向してしまっている.

田川地方では川崎町に薬師寺氏(一回)が炭坑病

院を辞めて開業して物すごく流行り(元来ヘルツが悪

かった氏の健康を案じていたが先日学会で会ったらす

ごく元気だった). 同町には平野君(五回)も永く流

行医として頑張って居る.田川市では小坂君(三回)

が医業もだが俳句作者兼選者としても盛名あり，先年

は句集。医ところ。を出版して大張り切りである.岡

市には二年前から栗原(十一回)も開業している.田

川社会保険病院に居た渋江君(十七回)が八幡市で開

業したそうで，その後任には同じく十七回の古賀企図

志君が赴任しているとか.

0 筑後地方

久留米市は人口十四万余りに二十二，三名の優生保

護法指定医が居る(外に大学，第一病院，国立病院あ

り)市内は全くの余地無しというと ζ ろだが，その中



同門会員が十名で(牛島，竹田津，井上，萩尾，宮原

の諸氏は他校出身で同門の人であり，畑瀬(三)緒方

(四)渡辺(八)山下(十一)浮泊(十七)夫々活眠

中である.

八女市郡では福応の三浦氏(一同)は専問開業の傍

ら中村君(三回)等と協同で、吉田山保養所守経'汚した

り，近くは市議選に出馬するとかで大張切りの様子で，

向井先生の病気の頃の世話振りは全く感心の歪りであ

った.静物舘行きまではないが一際日立つ向家用市.を

運転して魚釣りに出かけられるのも有名である.八女

市内に編入された祈時院には前記中村沼の外l乙安達氏

(一回)が居られるが息子さんの裕一郎君(十九回)

は山鹿市立病院の産婦人科医長だし御安心というと ζ

ろである.叉後ノ口というと ζ ろに下沖浦君(十四)

が開業している.一時福岡市内に Hiて美終盤形号ゃっ

たが叉元に戻って来たようである.

黒木迄上ると保{住所長兼県立病院長として坂旧君

(十一回)が居るが，そのすぐ'fjJI乙構瀞君(三回)が

父伝来の医院寄与やって居り，笠原には芹田誠君(十一

回)が同じく伝来の医者として活躍している.

みかんで有名な白木に戸次君(十回)がやはり父祖

ゆづりの医者として叉町議などもやっている.

羽犬塚にくると内藤君(十二回)が最近は病院も新

築して仲々流行っているし，久留米近くに来ると一条

町に柳瀬君(十五回)がやっている.

0 三弁，浮羽，朝倉地方

三井郡では草野町の池尻君(五回)が父祖伝来の病

院を町の国保直営病院に提供して，医師会，政界の世

話までやって活躍していたが，最近ではプツツリ色々

のことをやめて会にもさっぱり顔を見せなくなったが

どうしたことだろうか?その近くの大橋村に平塚君

(十九回)が三，四年前から開業している.元来が造

酒業の息子さんときているから我々みたいな背水の陣

の借金もつての開業ではないだろうし楽な ζ とだろう.

北野町にいくと町立北野病院に岩橋君(十八回)が

居てその分院の大城診療所に淡河君(十九回)弓削診

療所に石田君(十九回)が活躍している.

小郡町端間に開業していた義村君(二十回)は兄貴

が帰家したのでやめて母校薬理学教室でアルバイト中

で近く大牟田で開業準備中である.

朝倉では三輪村に久賀先輩(一回)が開業されてい

るし同じ村の藤崎医院に居た坂本君(十五回)が生命

保険医になった後には最近では教室から角光君(学一)

(49) 

がいっている.その外ではしばらく教室に居た井手君

(十五回)が杷木町で開業している.

浮羽lこ行くと可児，日野， (四回)井手田丸(五回)

の三君が田主丸で開業も古く盛業であり，重富君(十

七刊)が吉井町で昨年から開業している.千足では平

川君(旅医)と谷口君(十九問)がやっている.

0 柳)11，山門，三溌地方

柳川の木村先市(一同)も永らく身体不調だったが

手術されて元気恢復し，最近ではマーゲンが小さくな

ったので市-く酔うようになったといって飲みもされる

ようになっていられる.大和町l乙凶根君(十三間)が

開業している.三務部では安本大先飛は相変らずの元

気だし，大普寺l乙加藤君(一卜五同)大海i乙国武君(三

回)が活断!中である.

0 大牟田地方

荒木大先市と渡辺先wが上官町で相接して開業され，

何れもお盛んであるらしく，桑野氏(一回)は駅前に

進出されて謎々御発展だし，吉浦氏(二回)は銀水に

て眼科号開業し，先l乙は巣鴨生活より得た本を出版さ

れ，叉大塚薬報などでいつも名文号拝見しているが推

理小説などまで普かれる仲々の才能がある.

三井病院の河野君(三回)も永い聞の辛捧の結果が

報いられて部長になられて，その下に副島君(二十回)

が働いている.五回の下村君は大正町，立山君は通町

でまた開業であるが，立山君は先般来やめて役人にな

ると言っていたが?

市立病院には五十嵐君(十七回)が頑張っている.

山川君(八回)鈴木君(十四回) , 木下君(二十回)

等は教室に絡があった人達だが現在は内科系を主にや

って盛業中で、ある.

。 大分鯨下

日田は昔から石田氏(二回)の外に戦店石橋氏(二

回)も開業され，最近では古賀(ー) (十七回)もやっ

ている.ずっととんで久住高原の飯田診療所に工藤君

が居る.別府までいくと岩永君(十五回)木下君(十

六回)が盛業である.

0 宮崎地方

唯小林市の近くに岩橋君(九回)が頑張っている外

には都城地区の仮屋君(八回)が同門ではあるが今で

は専門が逸つての開業である位である.以前は日南県

立病院，中部病院あたりにも赴任していたが最近で、は

いって店ない様子である.
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0 鹿児島地方

鹿屋市の川畑君(四回)は医師会の副会長をやった

りして居るとか，志布志ではl広岡君(八回)と問世田

(十五回)が仲々盛業だ.その外では奄美大同の名瀬

市l乙大原勉君(十三回)が開業している.数年前まで

東京で開業して自家用市までJl昨入していたが突然南の

果にまで進出(? )していったものである.

0 熊本地方

山鹿市で開業の神山君(八同)全市立病院の安達君

(十九回)の外は玉名郡の奥さんの家の医院をやって

いる中村君(十六回)が産婦人科もやっている位で，

谷脇君(五回)は熊本鉄道病院の眼科だし，新生君

(十一回)は鹿本郡で他科をやって店られるらしく，

宗外と少い.

0 佐賀膝下

中心の佐賀市内には一人も日なくて，佐賀郡の山の

中の共立病院に川崎君(七回)があちこら開業を転じ

たあげくに落ついて，母校の細菌学教室に勉強に来て

いるだけである.

鳥栖市には二二，三年前から白水君(九回)久留米国立

病院を辞めて外科，産婦人科で開業し，昨年よりは吉

松君(十四回)が日南病院を辞めて田代町の自宅で開

業している.豆津橋の向うの北茂安の松尾君(九回)

は農協病院をそのま〉ヨ|うけてやっているし，背振の

山の中に小杉君(五回)が開業して居るらしいが全然

会う機会もなく，時々クランケを介してその名を聞い

ている.

佐賀より唐津線で行くと先づ小城羊かんで有名な小

城には土井氏(一回)が居られるが，医業の外に炭坑

業などもやって居られたらしく聞いているが? 六回

の森永君は先年来県会議員として政，医界にも活躍中

である.多久にいくと，三菱古賀山炭坑病院に中野和

君(廿一回)が，暫く欠員だった市立病院にはごく最

近久富君(十八回)が赴任し，前任の樽松君(十九回)

は唐津に近い田合の炭坑村の診療所にいった.叉昔同

院の産婦人科医長だった近藤忠七君(十三回)が佐賀

療養所入院，医官と変って最近同院のTB担当の内科

医として赴任している.同地方の開業医としては太田

(十三回)天ケ瀬(十四回)野中(京域医)が盛業で

ある 唐津ではギネより転向して精神科ブームにのっ

た井上君(九回)が名勝虹の松原で大発展中である.

お父さんの病院をついだ田辺君も健康恢復して，産院

経営の計画などをもら大活躍と聞いている，

伊万里方面に行くと，一回の本城氏が炭坑病院に居

られ，小島市首君(七回)は市議守兼ね，小島俊君(十

二lij!) は同窓会支部長をやってるし，同君と義兄弟に

なる近藤君(十二問)も少し町令変って発展中と聞い

ている.

武雄の松村君(六同)は小児科l乙変っているし，三

間坂の!駅のす〈。哀 l乙居る毛利晃天君はすごく大き病院

を作った.肥前白石の内田君(八Jffj)も井上安郎君の

跡号ついで以来仲々流行り，先年来は長大に研究にも

通っていると聞いている.多良の町立病院に居た片淵

浩君が近くで開業して，その後任に有言君(学三)が

赴任している.

0 長崎，佐世保地方

長崎市内には今西君(六回)と河井君(九回)が開

業している.少し手前の長与に八木君(六回)が居る

し，もう少し来て国立大村病院には緒方君(十一回)

がつとめていると名簿に載っているがはっきりした消

息は聞かない.

佐世保l乙来ると田中霊，別向(二回)宗(十回)松

尾(十三回)松永(十四回)の諸君が何れ劣らずの感

業と聞いて心強い次第である.

0 その他

沖縄の那覇市で平敷君 (20回)と奥山君(大郎医)

の二人が開業して居る.

朝鮮には恐らく教室関係の人は居ないと思うが，台

湾には黄君(九回)が居て，戦店一度便りをもらった

ように覚えているが，その后の消息を聞かない.

0 あとがき

同門の消息記を引うけたものの忙しいのと資料を整

理しないと簡単に書けないのとで，延び延びになり締

切りはとっくにすぎてせっぱつまって記憶をもとに書

きなぐってしまったので，抜けた人々(特に若い人)

が沢山あるし間違いも多く，ぶっつけ本番で書き直し

もせずに出したので文章もおかしいと乙ろが多いと思

うが平にお許しを乞う次第です.

同 F~ 消 息

教室空閉彰

同門会名簿作成にあたり，不完全でその上誤りも多

々ある点を御許し願し 1 ます.

畑瀬先生在局当時は，同門会の連絡もよくとれP 会



員諸先生の消息もよく判りましたが，若輩の私ではと

てもその大任を果す事も出来ず甚fごすま心いと思って

)百ります.

恩師の御消息で御座店ますが皆様もすでに御承知の

如く，宮原教授には，昨年三月半年間の外遊寄与おえら

れ，就任十周年春迎えられ，その祝賀会が昨年十一月

椛大に挙行されました. 日下主主々御元気に診療に研究

に励げんで居られます.

向井先生には昨年六月胃府にて商村外科l乙入院，前

後三回にわたる手術も効なく，九月十七日永眠されま

した.教授としては吾が教室今日の|係肢の基泌を築か

れ，開業されましては筑後ブロック会々長，日母稲岡

県別支部長として斯道発展に尽力されました.此処l乙

詑しんで、先生の御冥tiTI号制J1frりする次第で御座店主す.

杉森先生l乙は相変らず御元気に，日目:稲岡県支部F長

として御活断!され，学会には何時も，に ζやかなj目顔

に接して店ります.

名簿を街!覧下されば半IJ る事と存じますが，本校l乙て

学位審査が出来る様l乙灯りまして，多くの方々が研究

にいそしまれ，見事医市1の名誉春受けられています.

教室も研究設備もどうやら怒し 1ましたのでなにとぞ御

利用下さい.

各地区で開業，叉は勤務医として，御活眼中の各位

には，その地の医師会等の重鎮として，奮斗きれてい

ますが，詳細な動向は，何分御会し 1する機会もなく，

連絡も不充分で，失礼で御座店ますが，次号を約くし

まして筆をおかせて頂きます.

最後に同門各位に御願で御座店ますが，住所等の変

更が御座店ましたら至急御連絡の程御願し 1致します.

医局だより

一時は数十名の教室員で盛況を呈した時代がありま

したが，学生の砂い今日では新入局者も次第に砂くな

って参りました.しかしなお専攻生を含めて40数名を

擁して居ります.

外来並に医局は殆んど昔と変りませんが，地下の研

究室が昭和28年 6 月の大水害にて一瞬にして泥沼と化

し，機械器具は流失叉は使用不能の状態となりました.

教室員一同は一時だ然となり，希望さえも失った様な

状態でしたが，宮原教授は率先して荒廃した研究室の

整備復興の御指導に御尽力下され，短時日の内に新し
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し 1研究砕只ち整備され，今日では大学でも有数の設備

と広さを誇るユニークなものとなって屑ます.既lこ朱

助教授，鴻，片淵両前師の学位獲得守始め，その他教

室民の研究業績も多く，子宮店，性ホ jレモン等数々の

テーマと日夜取組み研伎をかさねています.

一方診療万而では外来忠者は年々増加し，婦人科病

棟は常に満床の状態で，特に子宮lliíの思者は県内は勿

論，県外からも多数外来を訪れています.叉昭和32年

9 月には私達の念願でありました産院が中央病棟 4 階

に完成致しましたが，開|涜と共l乙予約を断る様な盛況

です.

最近の教室の主なる行事としては， 32年 5 月宮原教

授会長の下に日産照会九州連合地方部会がB.S記念

ホールで、開催され，叉同年 9 月 1 日より翌33年 2 月迄

の半年間宮原教授が欧米に出張されました乙とは既に

御承知の通りであります.特に昨年11月 16日には教室

の最もお目出度い行事と致しまして，宮原教授開講10

周年記念初演会が祝賀会を兼て多数の先輩の御出席を

得まして盛大に開催されました.

以上簡単に教室の現況について報告致しましたが，

尚現教室員は次の通りです.

教授 宮原通顕

助教授 朱以春

講師 {.~ 石市 Hën ， 空閑 彰，片淵陽一

外来医長安部 宏

医局長 森光敏行

副医局長角光 勲

助手 佐野久弥太，安藤喜寿，大田重j路，

西島重次，池田 勺

別手 野田 ~~U，河原浩作，中川博子，

江頭敬親，伊東基裕

大学院駒井義治，中村降輔，江口博之，

宮原 そ事言F1L 

研究生川副良弘，幾烏栄三郎，平川 淳.

専攻生松尾正之，花田長雄，岩橋信夫，

宇都宮実夫，岸 正人，松本 真，

田中康栄，福島 勉，堀 昭夫，

田辺 厚，古賀英敏，本村 彪，

田村重親，有吉 公，益子寿子，

高岡長雄，岸川政雄，吉村 悟，

津未 磐.

以上 (森光敏行記)
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1958 年度公式記録

宏部

よ

安室

野球部

教

は，

1.000 0 

0.666 0 

0.200 0 

T
i

っ
“

1
i

勝率
l乙よる
順位
② 

② 

① 

① 

勝率

0.666 

0.666 

1.000 

0.500 

投手成績

順位選手名勝利敗戦防禦率

①安 部 10 5 不明

②野田 2 1 // 

①古賀 1 0 

①空閑 1 1 

成の参考文献とし， 0、て機動力の強化につとめようと

試みましたが，公式記録員巻向らす〉んで買ってでる

奇特の土に恵まれず，遂に年の始めの日記帖の如き運

命をたどり自然消滅してしまいました.しかし打率，

本塁打数，投手の勝利回数の三つだけは，正確に記録

されており，各選手，何とか首位をねらい，野球部史

上，不滅の記録を残さんものと闘志をたぎらせており，

チーム力も漸次上昇の一途をたどる様になりました.

今後は再び我が教室に往年の黄金時代を再現すべく頑

張りたいと思っています.

// 

// 

| 打撃王本塁打王新人最開選手宮原寧王のトリプルクラウン|
獲得の功による.

昭和 32 年度同門会会計

過去数年間，幾多の名選手によってノ築かれた茂金時

代に比べると，現在のチーム力が若干，劣っている事

自他共に許す事実ですが，それでもファイトとチ

ーム・ワークで非力をカバーし何とかAクラスの面日

を保っている我が教室野球部の現状で‘す.

毎年開かれる述合地方部会の際の五大学親許野球，

対九大定期戦，科秋二回行われる教室対抗の他l乙，他

の教室からの挑戦に応じたり，叉ζ ちらから挑戦した

りして，碧空の下，大いに草野球を楽しんでいます.

野球はもとよりパーセンテージのスポーツです.そ

ζで今年はスコア・ブックの記載を実行し，チーム編

なお，乙の度の同門会前夜祭の，現役対OBの試合

には先費各位，御多忙中にも拘らず，御参加を賜り，

誠に有難うございました.今後，年中行事の一つに加

える事が出来れば同門会の楽しみも更にふえて結構で

はなし 1かと思っています.

最後に現在の教室の主要メンバーを簡単に紹介しこ

の便りを終りたいと思います.
11 , 200. -

33.100. 一

3 ， 000. 一

2,600.-

25, 336.-

3,046.-

49,807.-

128 ， 089. 一

収入の部

同門会費

31年度同門会懇親会費

十字屋よりの寄付

筑後ブロックより印刷代補助

九州地方部会時間門会募金より
インターホン購入残金

32年度貯金利子

前年度繰越金

計

J受原

藤

田

原(寧)

閑

安部

医局員全員

教宮
安
野
宮
空

野球部長

総監督

監督

主将

員

ーチ

// 

コ

音官
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支出の部 支出の部

懇親会(料理酒代) 31, 180. 一 向井先生の御見舞 5， 000. 一

通信費(切手，封筒，印刷代) 2， 276. ー一 向井先生御病気通知資 1 ， 850. 一

ラボラ νチン御礼 500. - 向井先生花環代 5， 000. ー

パス代 40. ー 同門会名簿作製調査費 4, 126.-
振替貯金払出用紙及び手数料 430. - 通信費 1 ， 005. ー

印鑑代( 2 ケ) 500. 一 同門会開催連絡授 7, 750.-
幹事会茶菓子代 1, 500.- ノート及び雑賀 44. ー

ノート代 190. 一 計 24 ， 775. 一

計 36, 616.- 差引獲高 112 ， 898. 一

差引磁高 91, 473. 一 (33.10.31) 

(会計武田・久富)

昭和 33 年度同門会会計

収入の部

前年度繰越金

同門会費

計

91 ,473.-

46 , 200.-

137 ， 673. ー

一………………

干、~、、 ⑨ 
，ζ 民国販売

交
献
送

クロルプロマジンとグレランとの

相実効果を発揮すあ新鎮痛催眠剤

グロルプロマヲンとグレランとは、相乗的に鎮痛作用を泊強すると共に
劫力持続時聞を延長することが既に確認されJているo

本剤は更に抗ヒ剤による催眠作用を強化し、術後の鎮痛と安静保持に慢

も満足すべき劫果を発揮する新鎮痛剤でるる。

手術後主宰痛・手術前麻酔・外傷痛・骨折痛・主宰痛叉は
神経性不眠・胃蜜欝・結石疹痛など
E用 量】通常1回2ccを筋肉内に注射ナる。
E包装】 ノプロン注A 1管2cc 10宮入ノプロン注B 1管2cc 10管入

製造グレラン製薬株式会社 販売武田薬品工業株式会極

東京都世田谷区野沢町 2 丁目 141 大阪市東区道 íB 町 2 丁目 21
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氏 名 卒年度業 入年月局日 退年月局日 (現住所叉は勤務先) 白話者号-

!去問宮原通顕九大 22. 5. 20 久間米市櫛原町 4 丁目 久留米 4143

医博杉 本?!木t 司九大 7. 1. 15 9. 1. 15 福岡市天神町取引所裏通 福岡①0315

医間宮陸軍三郎昭 7 年 7. 4. 9.11. 新潟県中蒲原郡小須戸町 5 小須戸 102

浦符典 7 7. 4. 10. 5.25 福岡県八女市福gij区京町 八女 198

木村滋雄 7 7. 4. 8. 1. 柳川市11将町30 木村回生医院 柳川 2012((宅院)
3572(~) 

土井勝己 7 10. 4. 1 10. 4. 佐賀県小城郡牛w町上砥川 165

石田友逸 7 8. 4. 9.12. 日田市郷田町 134 の2 日田 2513

安達秀信 7 7. 4. 7. 10 八女市上妻区祈時院 八女 431

薬師寺邸道 7 7. 4. 福岡県田川郡川崎町川崎劇場前 llllr:均 37

深 水 主 7 7. 4. 熊本県葦北郡水俣町江添 207

医悶井上英武 7 7. 4. 9. 5. 八幡市黒崎町 1 丁目

医陣桑 里子 稔 7 7. 4. 8. 6. 大牟田市笹林町従林婦人科

本 城 i恒 7 7. 4. 9. 9. 伊万里市大川町立川鉱業所病院

久 賀 明 7 福岡県朝倉郡三輪村上高場

平田虎雄. 7 久留米市金丸小路

医博有馬保俊 7 直方市日吉町29

野見山霊寛 7 山口県大島郡蒲野村三蒲 大島 11 ・ 317

牛 島 始熊本専 久留米市西町六ツ門 久留米 3270

安本源始長崎専 福岡県三瀦郡三路町玉満

内田定勝目大専 5. 4. 1 5. 5. 7 福岡県行橋市行橋町魚市場通

荒 木 新東京専 5. 4. 8. 6. 大牟田市上宮町 1 丁目

山 田 彰日医大 長崎県西彼杵郡大串村

上 原 豊京城専 東京都太田区女塚 3 丁目 29

蓑毛長久長専 鹿児島県姶良郡帖佐野鍋倉 1479

医博天ケ瀬六三郎 8 8. 4. 8. 5. 福岡市香住ケ丘 6 丁目 21

吉浦亀雄 8 8. 4. 11 10. 4. 10 大牟田市大字草木

力 丸 豪 8 8. 4. 9. 5. 直方市新通町 1 丁目 直方 1112

医同副島勇次 8 10. 4.18 10. 5. 佐世保市神島町 108
21. 1.14 21. 5.31 

田中重治 8 佐世保市若葉町35
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大牟田市上官町 1 丁目8 渡辺雅之助

日田市小淵町 1 丁目8 石橋淳一郎

久留米 2619久留米市東町緊楽荘ホテル前.8. 6. 8. 4. 岡山大之正上チF

久留米 2180久留米市縄手町 302 の 331. 4.30 9. 3.31 9 :�ft 幸4
m州

、
仏
μ
u
r

畑

三瀦郡大木町大瀧字大角 139
9. 7. 
11. 2.14 

9. 3.31 9 キ己|専武国

黒木 2八女郡黒木町黒木 14210. 6. 20 9. 3.31 9 耳ミrm 横

堂浦 10阿波井j弓保養院徳島県鳴門市瀬戸町10. 5. 12 9.12. 9 男守主応機医博

三井三池病院大牟田市天嶺町9 司野
e
'』
J

ト
ヤ
什

医問

田川市伊国春日町30089 小坂平三郎医博

京都市上京区一条通千本西入
10.12. 
12. 8. 31 
7
7
 

1. 
3. 
10. 
10. 

9 男義口山

広島市小綱町12. 8. 28 11. 3. 3 9 一・
1旦行尾中

八女市上妻区祈時院9. 7. 9. 3.31 9 1企政村中

鹿屋 232鹿児島県鹿屋市向江町719510.10.30 10. 4. 1 10 蔵秀畑i
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直方 920赤池鉱業所病院田川郡赤池町11. 2.29 10. 4. 1 10 研司担F医博

浮羽郡浮羽町姫治妹川11. 8.30 10. 4. 10 10 明ブL場大

田主丸 266浮羽郡田主丸町中町221
12. 3. 8 
21. 10. 25 
1 
9 
4. 
6. 
10. 
18. 

10 栄児可

一宮② 3863愛知県一宮市松井町 1 丁目44
7. 
7.28 
10. 
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4. 1 
1. 14 
10. 
12. 10 亮隆谷

広島市鷹匠町1212. 7.31 10. 4. 1 10 士
口
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口

久留米市山川町120012. 8.30 10. 4. 1 10 満定方緒

田主丸 27浮羽郡田主丸町中田主丸15. 1. 31 10. 4. 1 10 智I場里子日医同
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東京都武蔵野市吉祥寺本田南247211. 6.24 11. 4.11 11 清田津

川崎 123田川郡川崎町本町 212. 5. 14 11. 3.31 11 覚野平医悶

大怠田 2031大牟田市大正町 1 丁目12. 6.28 11. 3.31 11 実村下

佐賀県神崎郡東脊振村横田11 美正朝日
、.

草野 20国保直営病院三井郡草野町12. 6.30 11. 3.31 11 池尻泰一郎

熊本 2324熊本鉄道病院熊本市二本木町12. 5. 6 11. 3.31 11 磨琢肪J谷

浮羽郡田主丸町 1 の 511. 6.15 11. 4. 6 11 丸田手井

小倉市大字蒲生76611. 6. 7 11. 3.31 

11. 3.31 
12.10. 

11 人正野佐

通町産婦人科大牟田市通町 1 丁目
11. 10. 17 11 男虎山11. 

佐賀県武雄市西浦町

川崎市上麻生1146

12. 10. 18 

12. 7. 3 
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!去博牧野礼一郎

岡崎正憲

鴨井正明

12. 4. 1 13. 8.30 山口 I早豊浦郡豊北町天玉
12. 11. 18 14. 9. 14 ノ、

12. 4. 1 14. 2. 25 鳥取県米子市内町155

12. 4. 1 12. 6.30 広山市下柳町28 岡崎婦人科

12. 4. 1 12. 7.29 岡山県児応部松江村黒石 8

12 

12 

12 

12 

森永恒筒 12 12. 4. 1 12. 7. 1 佐賀県小城郡芦刈村

平木正明 12 12. 3.31 13. 4.30 愛媛県松山市二若干町 日本生命松山支社

医博今西憲治 12 12. 4. 1 14. 4.27 長崎市山里町257

土橋安高 12 26. 5.31 27. 5.31 長崎県壱岐郡郷の浦町

八木弘

成田悦郎

12. 4. 1 13.10.20 休1842b 長!帆西彼杵郡長与村
12. 6. 7 13. 8. 4 ~mt~~~，美馬郡脇町

12 

12 

高田一郎 13 13. 4. 1 13. 4.26 大阪市阿倍野区橘磨町東 1 の40

小舟満義 13 13. 4. 2 13. 6. 21 伊万里市南波多町

稲富賢 13 13. 4ぃ 2 14. 4. 福岡市那珂町板付875

川崎龍彦 13 13. 3.31 13. 5.20 佐賀県佐賀郡富士村小別川共立病院

古賀章生 13 13. 6.16 14. 3.31 下関市彦島町江の浦

福田 男 13 13. 3.31 13. 4.31 広島県沼隈郡瀬戸村地頭分422

大坪瑞j 樹 13 13. 4.21 13. 7.17 沼津市片浜養護学園

山川成海 14 14. 4.19 14. 4.27 大牟田市一部町83

医博大原英五 14 14. 4. 19 15. 9. 7 西宮市甲東園駅前

川原良雄 14 14. 5.15 14. 9.25 米子市加茂町 1 丁目

肱岡豊次 14 21.11.10 23. 4.30 鹿児島県明瞭郡志布志町志布志302

医博神山光輔 14 14. 4. 5 17. 6.30 山鹿市大字山鹿

田代次郎 14 14. 3.31 14.10.11 直方市下境4431

万年義人 14 20.12.17 24. 2.28 三瀦郡城島町江上184

内田 博 14 14. 3.30 14. 8. 佐賀県杵島郡白石町福田1452

医博渡辺静夫 14 14. 3. 26 16. 8. - 7 久留米市国分町224の13

仮屋寿生 14 宮崎県都城市下水流町

院病所

2

業
日
鉱
里
峰
山

4

大
田
中
川

ω

河
丁
鎮
町

古

1

尾
俣

町
虎
小

町
官
県
郡

崎
上
林
会

川
市
雲
度

郡
田
省
県

川
牟
湾
重

回
大
台
コ
一

円i

ウ
'
Q
U

4

1

2

7

5

 

円
δ
A
1
F
b

司i

向
。

円
台U

可
i

噌
i
-
i

句
i

9

5

6

1

4

 

ー
ょ
っ
臼

8
A
q
F
b
n
y

つ
ο

ハ
U
8
4
F
h
u
p
O
F
D

Q
U
1
i

可
i
T
i
1
i

女

M

古
小
日
目

東

志
校
燈
蔵

尚
良
錦
勘

田
辺
口

平
波
茂
山

博医

く57J

823 
松山 824

長崎④ 0964

長与 3

脇町 14

南波多 9

米子 1206

山鹿 2595

白石 30

久留米 2394

川崎 200

伊勢 4909
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j孫岡佼紀 15 15. 3.30 15. 9.24 小倉市下到津 4 丁目 130

松尾哲夫 15 15. 3.31 17.10.21 佐賀県三養基郡北茂安村東院

今本正義 15 15. 3. 24 15. 5. 山内:部瀬高町本郷695の1 ぽi高 2323

大串 ET 士 15 15. 3. 24 15. 5. 京穏郡関波村 嘉穂鉱業所病院小児科

医問河井敏夫 15 20. 11. 13' 22. 11. 20 長崎市桜舟場町110
25. 9. 

医博岩橋信極 15 宮崎県西諸郡飯野町原田70

医悶井上安郎 15 佐賀県唐津市鏡町唐津保養院 唐津 3854

豊田利生 15 16. 7. 4 16. 10. 13 三瀦郡筑邦町荒木

久能澄万 15 28.12.23 30. 3.31 小倉市三萩野県立三萩野病院

武内雄納 15 直方市殿町武内婦人科

古賀三太郎 15 大分市県立病院婦人科

医時前間正則 15 27. 12. 12 30. 12. 27 小倉市産川町 2 丁目 67 小倉 30

白水博信 15 29. 10. 9 30. 12. 28 鳥栖市中通町

久保山浩秀 16. 4 ~? ~.~~ ~~. ~. ~~ 福岡市住吉花園町大丸市場横
21. 8. 10 22. 1. 31 

医|尊大串良士 16. 4 16. 3.26 16. 5. 5 嘉秘郡筑築町鴨生三井山野病院皮泌科 飯塚 2190

id:l 田山生 16. 4 16. 3.26 18. 4.30 三重県飯南郡大石村大字小片野

医博朔 進 16. 4 ~? ~. ~ ~~. 1~. *~ 小倉市日明RKB前板ピツ病院21. 6. 1 23. 4.30 

相 田 新 16. 4 22. 9.30 24. 2.16 築上郡大平村 国保直営診療所

医|等宗 進 16. 4 22. 6. 18 26. 11. 21 佐世保市宮田町28 佐世保 4473

徳安[腎郎 16. 4 21. 7. 5 23.11.30 八幡市荒生田 1 丁目 7 条

下湾浦裕三 16. 4 21. 6.11 22. 1.31 八女郡上妻区后江54

清 水 猛 16.4 松山市三番町59 松山 3651

医隠木 村 武 16.4 29. 8.19 29. 9.25 東京都八王寺市本町 3 の22

戸次鎮敏 16. 4 25. 11. 21 28. 9. 16 八女郡立花町白木村一瀬552の 1

村岡徳保 16. 12 ~~. 1~.2~ ~Z. 1~. ~~ 横浜市鶴見区小野町 1 の 5
17. 1. 6 17. 1.16 

日本鋼管鶴見病院

緒方弘登 16.12 17. 1. 6 17.11.30 大村市大村市民病院

医悶山下保海 16.12 17. 1.26 18. 6.30 久留米市天神町 4 丁目 久留米 4325

てIコと 田 誠 16.12 17. 1. 6 17. 1.19 八女郡黒木町笠原

本 村 享 16.12 17. 1. 6 17. 1.27 熊本県飽詫郡小山戸島村戸島

医博室 美 弘 16.12 17. 1. 6 17. 7. 8 尼崎市本町 1 丁目90 尼崎 48 ・ 5742

石川良次郎 16.12 17. 1. 7 17. 1.20 山田市下山田 古河鉱業所病院外科

新生聖博 16.12 17. 1, 11 17. 1.20 熊本県鹿本郡田氏村正清58 同底 28
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小島嘉二郎 16.12 17. 1.23 17. 8.13 宗像郡津屋崎町津屋崎789

坂田義治 16. 12 22. 4. 4 26. 4. 15 八女郡黒木町黒木保他所

栗 並 実 16. 12 24. 11. 26 24. 12. 23 佐賀県神崎町 4 丁目 神r!i@ 177 

栗原幸弘 16. 12 27. 10. 28 29. 10. 31 田川市西広大字川宮1825 田川 225

淡 河 治日 大 三瀦郡筑邦町安武

医博伊藤釘夫 17.9 山田市上山田町1437の 2

山限前f[大 17.9 八幡市中央通 3 丁目

蒲池国敏 17. 9 26. 3.23 27. 9.19 八女郡黒木町

包 尾 進 17. 9 24. 3.17 25. 5. 9 久留米市宮ノ陣八丁向

医問嘉村浩治 17. 9 26. 4. 2 29. 4. 稲岡市西春町 1 丁目 雑制限 441

近藤欣 17. 9 21. 8.10 22. 1.31 伊万里市松浦町桃川

医博内藤J!民治 17. 9 22. 6.18 24. 7.18 筑後市和泉 筑後 440

小島俊夫 17. 9 24.12.12 25.12.22 伊万里市黒川町小黒川

医博橋本武彦 17. 9 26. 3.14 28.11.15 東京都江戸川区小岩町 5 の176

医博井 上 3田E 18.9 30. 12. 2 32. 3. 30 福岡県糸島郡前原町井上医院

近藤忠七 18. 9 18. 9.23 18.10.28 多久市市立病院内科 中原 48

太田健一郎 18. 9 21. 5. 1 21. 9. 10 多久市北多久砂原

医i専大 原 勉 18. 9 21. 1.14 21.10.15 鹿児島県大島郡名瀬市幸町 名瀬 741

曽根確郎 18. 9 18. 9.23 18.10.29 山門郡大和町皿垣128

松尾正之 18. 9 ~~. 1~. ~~ ~~. ~. ~~ 佐世保市山県町12
23. 3. 21 26. 1. 15 

佐世保 6097

医博朱 以 春 18. 9 23. 5. 19 久留米市津福今町字六割98の 4 (教室)

渡辺修作 19. 9 20. 10. 18 22. 2. 28 東京都北多磨郡小金井町1829

松永隆義 19. 9 20. 11. 12 22. 2. 15 佐世保市若葉町32 佐世保 4741

医博吉松高芳 19. 9 21. 7.20 24. 7.12 鳥栖市田代町田代

上妻道隆 19.9 鞍手郡若宮町三ケ畑吉川診療所

医博高橋謙コ 19.9 29.10. 9 31. 3.31 浮羽郡吉井町金川

江頭敬親 19. 9 33. 9. 9 久留米市御井町堀の上アパート(教室)

角河武延 19. 9 

柘植愛弥 19. 9 三重県尾鷲市梶賀町314 梶賀診療所

鈴木久生 19. 9 19. 11. 20 大牟田市泉町13

医博鴻 瑞; 畝 19 9 2521;~25 811 山門郡三橋町藤吉48仰(教室)
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医博田村重親 20.9 32. 2.13(専) 福岡市新11時上社家町2639

毛利晃元 20.9 26. 5. 25 30. 2. 10 佐賀県杵舟郡中通村三間坂 三間坂 12

専頭時義 20. 9 久留米市西町市畑225

片淵治治 20.9 佐賀県杵応m稲宮村中区

岸川政雄 20. 9 31. 12. 33. 9. 30 稲岡市平尾山荘通一丁目

幾応栄三郎 20. 9 20.10. 5 22. 4.30 柳川市昭代町七ツ家 柳J113411

柳瀬静夫 20. 9 25. 12. 22 28. 9. 16 筑後市一条町 下広川 8

浅野目男 20. 9 20. 11. 9 21. 5. 9 八隅市黒崎 厚生年金病院整形外科

坂本主 20. 9 20. 11. 5 21. 6. 29 広日県佐伯郡五日市町楽々関西

井手澗田 20. 9 20. 9. 21 21. 12. 24 朝倉郡杷木町池田 杷木 163

荒木大助 20. 9 20. 9. 21 21. 3. 25 遠賀郡芦屋町祇図的3091

医博本松{申 20.9 23.5.31 23.10.18 名古屋市千種区丸山町 2 の49
24. 6. 1 27. 

医博間瀬田秀之助 20. 9 21. 3.31 22. 1.31 鹿児島県明瞭郡志布志町

1日t.t=邑3 フ~・3 20. 9 30. 8. 12 32. 5. 2 鳥柄市基里町的根崎

医博岩永邦喜 20. 9 20. 9.21 21.10.10 別府市浜脇 別府 349

医博加藤栄朗 20. 9 26.11. 福岡県筑邦町宮本1467 大善寺 33

民間1 宮原泰之旅医 20. 10. 5 22. 9. 4 久留米市日吉町
25. 3.31 

秋吉五郎 22 佐賀県三養基郡中原村西寒水

原 八 郎 22 鳥栖市藤の木

医問中村雌 22 23. 7. 8 25. 1. 20 玉名市伊倉町南方財津医院
26. 6.20 29.10.31 

伊倉 8

花 田 覚 22 24. 1. 8 24. 9. 14 静岡県御殿場市滝ケ原キャンプ要員診療所

平 ][1 淳旅医 21. 7.31 26. 6.10 浮羽町朝田393

野中瑞穂京城医 20. 10. 9 21. 10. 5 佐賀県多久市北多久町砂原
22. 4.12 23. 4.30 

医悶萩尾右蔵京城医 20. 10. 18 21. 2. 15 久留米市西町金丸

丸岡基喜 22 29. 5. 27 32. 5. 27 大阪市大正区三軒屋木楠町 2 の13

馬 場 功 22 29. 3. 23 31. 7. 25 大阪市西成区西皿池町32

中村研 22 23. 7. 8 23. 12. 25 飯塚市立石

医博原口一広 22 23. 7.31 25. 6.30 鹿児島市草牟田町3970

木下玄明 22 23. 7. 8 26. 2.28 別府市流川通 9 丁目
27. 8.10 27.10.17 

医博中村=幸 22 23. 7. 8 25. 9. 15 愛媛県南宇和郡城田町

富井 衛 22 長崎県福江市福江町

八尋忠義 22 福岡県筑紫郡春日町東町 3 丁目
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古賀英敏 23 30. 5. 7 32. 5. 22 飯塚市菰田中通り 古賀産婦人科 飯塚 1541

吉岡豊樹 23 27. 5. 1 29. 2. 10 島根県出雲市荘原町

古賀一成 23 24. 8. 22 26. 12. 13 日田市三本松

医時五十嵐琢磨 23 25. 8.18 27. 8.31 大牟田市不知火町市立病院 大牟田 4107

医博浮危角助 23 25. 8. 18 27. 2. 6 久留米市原古賀

医陣渋江 治 23 29. 8. 2 31. 2. 1 八幡市羽衣町 2 丁目590

医悶古賀企図志 23 31. 8. 33. 8. 1 問川市西区西本町社会保険田川病院

医博武田良一 23 31. 7. 27 33. 12. 1 嘉穂郡京隠町町立病院婦人科

安藤喜寿 23 31. 5.12 福岡市呑椛町新浜町684の 1

重富泰爾 23 
26. 3. 14 24. 8. 1 浮羽郡者井町
26.12.13 

原口初雄 23 24. 7. 25 27. 1. 18 小倉市中井錦ケ丘西内病院

医博浜口久明 23 24. .8. 5 28. 9.30 下関市高尾市立中央病院婦人科

福島辰一 23 24. 10. 5 24. 12. 14 大阪市生野区中川町 2 の62 生野中央病院

下松 般旅医 25. 3. 10 26. 8. 18 佐賀県東松浦郡浜崎町玉烏上野医院

花田長雄 23 24. 7.24 28. 3. 6 小倉市排天町17 新栄病院

医博大隈克己 23 24. 8.31 27. 1.16 鞍手m小竹町新多古河目尾鉱業所病院 飯塚 5

橋本正滋 23 24. 7. 20 27. 11. 5 久留米市櫛原町第一病院婦人科 久留米 2448

吉原 宏 23 鞍手郡若宮町黒田

草野裕次 24 25. 8. 18 27. 9. 1 長崎県西波杵郡西海村面高本郷

篠原恒男 24 25. 9. 7 26. 12. 12 宮崎県門川町上ノ町

医博河田民春 24 25. 9. 4 26. 4. 20 茨城県目立市日本鉱業目立病院

岸正人

岩橋信夫

医博樋口重仁

24 

24 

24 

25. 9. 4 27. 11. 5 佐世保市今福免290 三河内病院婦人科

25. 8. 1 27. 9. 30 三井郡北野 国保直営北野病院
31. 11. 14'"'-' 

25. 8. 1 26. 5. 31 浮羽郡吉井町浮羽保健所

面高 10

三川内 13

北野 17

吉井 258 ・ 321

豊福哲夫 24 25. 8. 18 26. 4. 14 横浜市戸塚区柏尾町殿谷BS アパート Cの 2

医博津末 磐 24 33. 6(専) 福岡県山門郡三橋町大字百町1556

医博久富武博 24 31. 7. 27 33. ~2. 20 多久市多久市立病院

松尾芳包 24 26. 4. 16 26. 10. 22 嘉穂郡圧内町綱分圧内国保診療所

浜井啓一 24 26. 4. 23 28. 4. 4 行橋市大字大橋2497の 1

松井敬篤 24 山田市上山田町大橋

医博川原賢悟 25.10.17 30. 8.30 佐賀県神崎郡仁比山村

行橋 715

山田 465
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田中康栄 31. 7. 11""' 久留米市高良川 久留米 5789

医博木下室久九大 (専)24.12.12 久留米市東町462 久留米 3163 ・ 3566

沓掛純コ慈大 (専)24. 9.30 山門郡三僑町久末190

空 閑 彰 24 25. 8. 1 日田市大和町 日田 2017

頴原俊 大印医 24.10.28 下関市彦島町

城 Iri時千吉郎金大 25. 9. 15 荒尾市緑ケ丘三本松商店街

医問松 校 獄日医大 3. 1.24 33. 8.28 三瀦郡筑邦町白口 荒木 111

森山正種 25 26. 8. 4 28. 10. 15 福岡市東高宮八反町61村田方

医問朔 芳 照 25 28. 11. 5 32. 5. 19 柳川市筑紫県立柳川病院

医|専松浦朔郎 25 26. 7.21 28.10.14 福岡市薬院(開業)

榔松和夫 25 30. 2. 10 佐賀県東松浦郡北波多村岸山岸山診療所徳須恵 45

医陣吉村茂松 25 26. 8. 4 27. 8. 20 麻田生川市産弓業削株式田会280社0田川工場附属病院
医博工藤 男 25 27. 2. 4 29. 2. 28 大分県玖珠九重町町善 飯田高原診療所 飯田高原 8

石田ゴ男 25 31. 5.18 32. 8.31 コ井郡北野町 弓削診療所
27.12.24 29.12.31 一

淡河昭一 25 29. 2. 9 31. 3.31 三井郡北野町大城診療所

安達椿一郎 25 26. 8. 4 29. 2. 16 山鹿市桜町 山鹿市立病院婦人科

谷口博之 25 26. 8. 9 28.12.22 浮羽郡浮羽町千足 浮羽 20

平 塚 光 25 29. 4.12 29. 9.25 三井郡大橋村常持869

医博福島正名 25 26. 8. 4 29. 1. 14 福岡市井尻東町(波多江藤太万)

医博片淵陽 26 27.12.22 34. 4.20 鳥栖市鳥佃町12区

恵紙照 26 別府市秋葉通り 9 丁目 山本病院

向井治次 26 28. 1.12 30.11.30 久摺米市日吉町 久留米 3103

田 辺 厚 26 27. 10. 2 32. 2. 11 唐津市坊主町 唐津 4704

義村泰彦 26 28. 3. 8 30. 5. 3 大牟田市三川町 1 丁目 43

医博副島 n金義 26 27. 8. 7 30.10.31 大牟田市天嶺町三井病院

平敷好吉 26 28. 3. 8 30. 11. 12 沖縄那覇市ゴザ市センタ一区22班

木下和昭 26 27.10. 6 29.12.31 大牟田市神田町143

塁 野 浩熊本専 30. 3.29 30. 6.20 小倉市北方星野薬局内

松 本 真九大附専 27.10.20 30. 7.31 久留米市通町通町婦人科

友 成 達東京専 26.12. 7 29.12.31 玖珠郡玖珠町塚脇森産婦人科

久保賢治熊本附専 27. 12. 5 29. 12. 6 大牟田市日の出町 2 丁目 大牟田 5828
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奥 山 巌大郎医 27.11.10 29.10.31 沖縄ゴザ市センター区一斑

(木村)的場伊都子東京女専 27. 7. 29 29. 10. 14 神戸市兵庫区荒田町 1 丁目 小原診療所

梶原忠政 29. 1.12 29. 8.31 大牟田市八本位 2 丁目76 三池粘煉所診療所

佐々木浩之 大阪府守口市博j寺方北通り 2 丁目 2

同村良一 27. 9. 31. 3.31 大牟田市加納町 1 丁目76

医博浅川清隆 24. 8. 10 31. 12. 26 柳川市西蒲池

宇都宮実夫長大 31. 6.10 八女郡立花町兼松

益子 寿 32. 3. 1 柳川市茂路町 4

ぼ開高岡長雄九大 32. 5. 22(専) 荒尾市西原区1041

松本正敏京附医 28. 9. 33. 5. 大牟田市上官町 4 丁目

医博子守 村 悟九附専 32. 3. 1 33. 3. 31 八隅市徳広町済生会病院

田中繁雄 東京都世田ヶ谷区松原町 2 丁目704

朝日Jl I 2853 

大牟田 7487

八幡 2881

中野和一郎 27 

本村彪 27

30. 8. 9 32. 8. 10 佐賀県多久市北多久三菱古賀山鉱業所病院北多久 362

28. 10. 31. 5. 柳川市筑紫県立柳川病院 柳川 3306 ・ 3447

辻嘉自 27 28. 6. 30. 12. 

安部宏 27 28. 7. 13 

森光敏行

角光勲

医博西島重次

医博池田 勾

27 28. 7.31 

27 29. 5. 20 

27 31. 12. 20 

27 32. 4. 11 

久留米市東合川町泉

大分市荷場町 8 (教室)

久留米市京町 3 (教室)

嘉隠郡頴田町町立頴田病際

久留米市日吉町41の 5 (教室)

八女市民生病院婦人科

川副良弘日大医科 33. 4. 7(研室) 佐賀市松原町41 (教室)

医博坂本英雄 28 29. 6. 33.10.3 福岡市藤崎町 2 丁目 139の10

堀 昭 夫 28 30. 1. 6 31. 1. 12 山田市上山田三菱砿業所病院

福 島 勉 28 31. 7.25 久留米市国立病院

伊東基俗 29 33. 10. 1 

駒井義治 29 30. 7. 4 

久留米市東櫛原町1494小篠医院内

門司市東明ケ正(教室)

久留米 2537

福岡⑤2458

飯塚 1

久留米 4571

有吉公

佐野久弥太

浦部利一郎

大田重勝

中村隆輔

29 30. 6.28 32. 7.31 佐賀県藤津郡多良町多良病院 多良 16

29 30. 6. 29 久留米市日の出町(田中正彦方) (教室)

29 小倉市三萩野県立三萩野病院 小倉①2179

30 31. 6. 6 

31 32. 5. 10 

久留米市旭町柳原松尾方(教室)

二日市町国鉄駅前(教室)
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野 田 (同 31 33. 3. 20 

江口博之 32 33. 4. 1 

河原治作 32 33. 5. 6 

中川博子 32 33. 5. 6 

官ι」 原 守edr1 32 33. 6. 3 

大牟田市大字草木368 国崎豊医院

函館市外大中山 大中山診療所

大牟田市原山町189 (教室)

東京都板橋区大和町14 寓士見病院

福岡市井尻美松町 7 組

物 故 者

向井治雄 橋口陽男 有村虎雄 後藤春人

ヲム 中 穣 郡山幹夫 光山恒夫 有村利点

住吉高雄 柴山義英 森藤栄 筑柴重臣

小川恭二 山 Ilr@ 道明 広 田 衛 松尾大人

真田秀人 安岡秀之助 栗田孝義 江崎静夫

中村アツ子 水鳥清 黒川清之 松本明光

久能正樹 藤本盛人 池田雪夫 光 安 光

主主永登美男 原 茂 城 ~百.Lt 井 満 盛岡道雄

てにと1 永 清 山崎淳
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編 集 f愛 記

同門会誌の編集は予ねてからの懸案であり，会員各位の熱望する所である.曾つて畑瀬先生

によって編集しかけたこともあった様でしたが発刊には至らなかったのは残念である.

宮原教授就任10周年を祝してこ、に記念号を発刊することが出来たことは一同と共に慶賀に

堪えない次第である.何しろ編集子は素人ばかりなので皆様の御満足が得られるまでは未だ幾

多の努力を必要とするものと思う.幸l乙皆様の御叱正並びに忌t障なき御意見を御聞かせ下さい

まして，今後毎年一回本誌が発刊され，会員相互のより緊密な繋がりともなれば幸である.最

後に玉稿を御ょせ頂いた各位に厚く感謝する.

尚表紙の同門会誌の 4 文字は宮原教授の那事でありまして，永遠に本誌を飾る乙とが出来る

ことは会員一同大いに喜びとする所でありまして，宮原教授に厚く謝意を表する次第である.

〔朱記〕

編 集 委 員

ぶ
、
、
、
、
、

A
.、
、

朱以春

森光敏行

空
安

関
部

彰
宏

片淵陽

駒井義治
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ドロイチンの値一

E F司 ート軍事• :t 
注射用コントロイチンは
発売以米強力細胞賦i舌斉I1 ・総合解毒斉11 とし

て医学界lご大きな話題を生み 昨年l支の医学

会で更に、動脈硬化・肝臓障害・腎臓障害

ストマイ雌聴等 、 従来処置困雌とされた諸疾

忠にも優れた効果のあるごとが発 .表され益々

その声価を高めています。弊社は今回注射用

コンドロイチン純末の量産地設完成により

新製品コンドロ/注として、ょ':Ii農 l立で而も安

価な新注射液を新兄完致しました。一層の御

愛用を御聞い申上げます.

と して

2 ci.x 10 A ・ 440 円
2c.c. x 50 A • 2 0 0 0 円

2 c.c. X. 10 A ・ 580 円
2 c.c. X 50 A ・ 2500 同

科研薬化工株式会社
(旧社名 科研薬 i仮売株式会社)

東京都中央区日本僑本町 3 ノ 1


